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[image: 規格外の錬銀術師、最凶吸血鬼の始祖となる　～蒼はアルケミスト学園と踊らない～]







本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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錬金術とは血を薔ば薇らに変えるような学問である。





──初代薔ば薇ら十じゆう字じ団だん隊長　クリスチャン・ローゼンクロイス










序幕　薔ば薇らの雨









　人間の血を主成分とする違法薬物「ブラッド・ドラッグ」でイカれちまったらしい、電柱に派手に突っ込んだタクシーの扉をぶち破って降りてきたのは、人の形から途方もなく逸脱した混血種ハーフの吸血鬼だった。右半身の筋肉だけが、まるで山脈のように厳いかつい変形を遂げてしまっている。混血種ハーフの吸血鬼というのは本来、牙と赤い瞳、白すぎる肌以外はヒトと見た目にほとんど差がない。身体の変形が著しく、肌も灰色に変色した化け物の混血種ハーフを人は「クルーエル（残酷）」と呼んでいた。

　ところは白昼の渋しぶ谷や、神じん南なん郵便局前の大きな交差点。レコードショップから流れるアイドルグループ「ばばんぷ！」の新曲は悲鳴とクラクションで搔かき消けされている。云いうまでもなく逃げ狂っていた、そこにいる誰もが。

「……どこ…………ママ？」

　母親とはぐれてしまって、小さな女の子が逃げ遅れていた。不安そうに赤い風船の糸を強く握りしめて。

　母親と思おぼしき女性の悲鳴が歩道から飛んでくる。女性は娘を助け出そうと交差点に入ろうとして、周囲に力尽くで止められた。少女の小さな身体からだに背後から忍び寄る──おぞましき姿をしたクルーエル。電柱への衝突で足取りは覚おぼ束つかないが血の匂いのする方へと迷いがない。もう化け物と少女との間には幾いく許ばくも残されていなかった。

「ママっ」

　駆け出そうとして、少女の足が止まる。風船を不意に離してしまった、指先の微細な感覚が彼女をそうさせた。

　赤い風船を目で追うように少女がなめらかに顔を上げたとき、




　──空から薔ば薇らが降ってきた。




　ひらり、ひらひら──。

　薄く小さく、それでいて燃えるように真っ赤な薔ば薇らの花びら。まるで空へ贈った赤い風船のお礼のように、差し出された少女の手のひらにふわりと舞い落ちる。陽ひを受けて煌こう々こうと輝く花びらに少女は目を丸くする。

　が、それは雨の降り始めの最初の一滴にしか過ぎなかった。

「わあっ」

　少女は大人になっても、今こうして見上げる瞳に映る光景だけは忘れないに違いない。

　青空から薔ば薇らの雨が降っていた。まるで少女との出会いを祝福するように。

　自然と少女にも笑顔が戻る。

　しかしながら、少女の影を踏むまでにクルーエルは接近していた──。咲いた少女の笑顔を散らすには十分すぎる金棒のごとき右腕が振り下ろされて、

　……散った。

　少女が両手に溜ためていた、薔ば薇らの花びらが。──悲鳴が上がる。ところが、少女の姿はどこにも見当たらない。

　すると、

『血の匂いせば、薔ば薇らの雨降り』

　薔ば薇らの雨のどこかから聞こえてくる、蜜のように甘い男の声。

『幕が上がれば』

　そしていつの間にか、

『薔ば薇ら十じゆう字じ団だん』

　悲鳴は歓声に変わっている。絶え間なく降り注いでいた薔ば薇らの雨は上がり、一気に見晴らしが良くなった。交差点の真ん中へと視線が集まる。

「隊長の青あお柳やぎだ」

　金の縁取りが美しいネイビーの立襟コートに、よく磨かれたキャメル色の革靴を合わせた、気品ある英国紳士のような出いで立たちの男が立っていた。長身でスタイルも良いい。青みがかった黒のストレートヘア。整った顔立ちが薔ば薇らの絨じゆう毯たんによく似合う。女の子をお姫様抱っこするその姿はまるで映画のワンシーン。

　渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だん隊長の青あお柳やぎを一目見ようと、野次馬たちが集まり始める。女性が多いのは気のせいじゃない。

　何が起きたかもわからず無む垢くな瞳を向けてくるばかりの少女に、

「君はきっと美人になる。二〇年後に会いたかったな」

　青あお柳やぎは色男っぽく微笑ほほえむのだった。




　少女を母親の元へと無事に返した青あお柳やぎに、まともに食らえば一ひと溜たまりもなさそうなクルーエルの巨拳が襲い掛かる、

「──っと」

　花びらのように身を翻ひるがえし、躱かわした。青あお柳やぎは遠心力を右足の先に集約させて、屈かがみながら回し蹴り。化け物の太い喉元に踵かかとを振り上げた。高く、浮き上がるクルーエル。が、すでに青あお柳やぎは先回りしていて、

「空中戦じゃないと盛り上がらなくてね」

　くるっと旋回し、クルーエルの腹に踵かかとを振り落とす。

　点から点へ。

　間の軌道は見えなかった。

　空中にあったはずの巨体が地面に打ち付ける直前。──クルーエルは薄目を開けた。空に浮かんだ青あお柳やぎが右手を銃のように構えている。

「《体バデル》──」

　青あお柳やぎが静かに唱えると、人差し指と親指を立てた右手が、金色の銃に輝き変わった。一発、二発。その弾音はまるで鍵盤のように美しい。弾丸がクルーエルに撃ち込まれる。

　──刹那、交差点に敷かれていた赤い薔ば薇らの絨じゆう毯たんが大波を打ち、持ち上がり、あたりは一瞬にして薔ば薇らの渦と化した。




　　　　○




　人間と混血種ハーフとが共存する世界において、獰どう猛もうなクルーエルから人々を守るべく組織された錬金術師集団──【薔ば薇ら十じゆう字じ団だん】。

　その渋しぶ谷や区く隊長である青あお柳やぎ惣そうの勇姿に沸く野次馬たち。──の中にひとりだけ、少なからずの青あお柳やぎへの嫌けん悪おを剝むき出だしにする少年の姿があった。

　少し長めの黒髪は耳を出し、長い襟足が外に全ハネしているウルフヘア。目つきはそれこそ狼おおかみのように鋭く、また飢えていた。

　少年の名は、萩はぎ尾お界かい人と。

　薔ば薇らの渦が美しく静まっていく様を、ハギオはつまらなそうに眺めていた。

　絶命したクルーエルに近づいていく青あお柳やぎ。その手には一輪の薔ば薇ら。青あお柳やぎは例によって薔ば薇らで十字を切ると、クルーエルの胸にそっと手向けた。──その所作がすべてハギオの瞳には偽善として映る。

　ハギオは青あお柳やぎの錬金術を真ま似ねするかのように、右手で銃の形を作った。そして、その見立ての銃を交差点の真ん中にいる青あお柳やぎへと差し向けて、

「ばん」

　心の中で撃った。








一章　錬金術師養成学園









「おい手ぇ邪魔やねん見えんやろ」

　ハギオが右手で作った見立ての銃を青あお柳やぎに差し向けていると、後方から少しガサツな男の声が飛んできた。

　赤髪頭で、レザージャケットを羽織った歯抜けの混血種ハーフだった。二〇代前半くらい。野次馬たちを押しのけてハギオの横に躍り出る。

　手には自撮り棒。どうやら生配信をしているようだ。

「あーったくお前の手のせいで青あお柳やぎがクルーエルに薔ば薇ら置くいちばんエモい瞬間撮れなかったじゃねーかよ！　ごめんなぁ視聴者のみんな……ん？　つーかお前のその指輪何なん」

　ハギオがとっくに下ろした右手を強引に持ち上げる赤髪混血種ハーフ。カメラにハギオの華きや奢しやながら骨格のハッキリとした手と、人差し指に嵌はめた銀の指輪が映る。

　太めのシルバーリングの上には、丸々とした花のつぼみがデザインされていた。

「え、だっさ。お前やば、え、まじ？　お花の指輪でも相当きちぃのに花のつぼみの指輪とかえぐいやろ。どういうセンスしてんの自分。あかん、ハハッ、腹痛ぃわ」

　云いいたいだけ云いった赤髪混血種ハーフは画角からウルフヘアを外し、純粋な自撮りに戻す。カメラの中央には男の得意げな表情が残る。

「んじゃ、このへんで配信止やめるわーそれじゃ『薔ば薇ら十じゆう字じ団だんの青あお柳やぎの戦い見に行ったら横におった奴やつがまじだせえ指輪つけてた』でし──」

　た、の口ではなくなっていた。

　画面左端から水平に伸びてくる指輪を嵌はめた拳が──、混血種ハーフの男の右頰に捻ねじ込こまれる。顔が、赤い瞳が、ぐにゃりと歪ゆがむ。

　立派に伸びた、牙、吹っ飛ぶ。




　ぱっと見、混血種ハーフかと思ってしまうくらい色白の制服少女が、渋しぶ谷や駅えきの方からスマホ片手に走ってくる。

　いわゆる「たぬき顔」の愛あい嬌きようのある顔立ち。白いヘアバンドをした、鎖骨下まである指通りの良さそうな黒のセミロングが揺れる。不思議な髪質で太陽の下では銀色っぽく見えた。その銀は銀世界の銀というか、まるで雪を思わせる。

　少女の名は、雪ゆき見み七なな瀬せ。

　彼女が握りしめるスマホには渋しぶ谷やのマップが映っている。赤く点滅する光に近づいていく、七なな瀬せの現在地。

「このへんなんだけど……って、すごい人っ」

　薔ば薇ら十じゆう字じ団だんの青あお柳やぎがクルーエルと戦っている、という情報はＳＮＳで拡散されていたから、その人だかりにも納得はいく。ただ、この野次馬の中からお目当ての彼を探し出すのは至難の業……ではなかった。

「いた……」

　黒髪ウルフヘアの少年が赤髪ヤンキーの混血種ハーフと喧けん嘩かしている。周囲の大人が双方を数人がかりで押さえていた。

　ハギオの方は無傷だが赤髪混血種ハーフの方は口から血を流している。

　表情がマジになっているハギオ、

「もう一本折ってやる……」

　大人たちの制止を振り切って、赤髪混血種ハーフに殴りかかろうとした、そのとき。

「あっ」

　コンクリートに足を滑らせて豪快に転んだ。

　打った肘を「いってぇ……」と摩さすりながら地面を見やれば、おかしい。陽気な春なのに、まるでアイスバーンのように凍っているではないか。

　その氷を目で辿たどっていった先に、
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「お前……」

　両手を地面に付けて、しゃがみこんでいる七なな瀬せ。あたかも彼女の手のひらから、氷が染しみ出だしているかのようだった。

　にわかに注目を集め始めた七なな瀬せはそそくさとハギオのブレザーの袖を摑つかみ、

「ちょ、ちょっと、お借りしま～す」

　笑顔でごまかすようにハギオとその場を急いで去る。




　路地裏の縁石にだらしなく座るハギオ。ティッシュで指輪に付着した血を拭く。

　七なな瀬せが喧けん嘩かのわけを聞いてくるが、指輪を馬鹿にされたから、と答えるのもだるかった。

「ほんと、ハギオくん、もういい加減やめなよそういうの……。今日から錬金術の実践授業も始まるんだよ？　聞いてるの？」

「聞いてない」

　ハギオと七なな瀬せは同じ学園の制服を着ている。

　黒いブレザーには白の縁取り。ハギオはスラックスで七なな瀬せはスカート、そのデザインはどちらもグレーベースで赤の格こう子し柄がらが入っている。ブレザーの胸ポケットには、刺し繡しゆうで金の十字架と──赤い薔ば薇ら。

「頑張って高等部に進学したのに、退学になったらどうするの……えっ、退学。ハギオくんが退学とかやだ。哀かなしい……」

　自分で云いった言葉に勝手に傷つく七なな瀬せ。いつものことだった。ジト目を向けるハギオ。

「つか、どうしてここにオレがいるってわかったわけ？」

「えっ」

「いやなんか気のせいか、けっこうオレがいるところに七なな瀬せもいるよな。いる。一回、男子便所にもいたよな」

「いない」

「いたから」

　ハギオは知る由よしもない、自分のスニーカーに位置情報の発信機がこっそり仕込まれているなんて。

　七なな瀬せは自分のことを棚に上げて聞く。

「どうして……朝から寮抜け出して渋しぶ谷やに？」

「夜や牛ぎゆう家やだよ」

　ハギオがすっくと立ち上がる。

「知ってるだろ。チェーンの牛丼屋。あそこの朝食セットがばかうまいんだ」

　スマホで時間をチェックするハギオ。わかりやすく、やべ、という顔をして代よ々よ木ぎ方面へと歩き出す。

「あ、待って」

　七なな瀬せが焦あせって追いかける。




　　　　○




　柳は緑、花は紅──。

　当たり前のことは口に出すまでもないということの喩たとえだが、まさにこの諺ことわざがふさわしい。

　すなわち、人間がいれば吸血鬼もいるという疑いようのない現実。

　吸血鬼といっても、現代に生きている彼らのほとんどが、混血種ハーフと呼ばれる人間の血が混じっている混血種だ。色白・赤い瞳・牙、この三つ以外には、見た目の上で混血種ハーフとヒトにほとんど差はない。

　差があるとすれば、欲求である。吸血鬼は血を欲望する。毎日、一定量の血液を摂取しなくてはならない。怠れば、たった数日で激しい渇きの中で衰弱し枯れていく。

　そんな十字架を背負った吸血鬼種が、コンビニや通販サイトで簡単に必要分の血液を入手できるよう、ブラッド・ドリンク（調整血液飲料）は作られる。

　ほとんどの理性的な混血種ハーフはブラッド・ドリンクによって欲求を満たし、学校や職場といったあらゆる場所で人間と共存しているわけだが、そんな混血種ハーフばかりではない。突き上げるような「本物」への欲求に理性を失う混血種ハーフもいる。

　本物──すなわち人間の血への渇かつ望ぼう。

　ある者は裏世界の住人から高値で人血を手に入れ。

　ある者は無実な人間の首に牙を突き立て。

　そうして一度でも本物の血を味わったら最後、家畜の血を洗浄して作られたブラッド・ドリンクになんて戻れない。人血しか受け付けない身体からだとなる。恐ろしきは、人血によって吸血鬼としての本能が刺激されかねないこと。眠っていた「本来の筋力」を引き出すために細胞が破壊と構築を繰り返し、人の形から遠く離れた歪いびつな化け物であるクルーエルとして、人間、吸血鬼を問わず血肉を求めて街をうろつくことになる。

　警察庁が注意喚起と取り締まりを強化しているものの、近年では都市部を中心に「ブラッド・ドラッグ」なる人間の血で作られた違法麻薬が蔓まん延えんしており、これに手を出す混血種ハーフの数が年々増加している。たしかに「ブラッド・ドラッグ」に手を出せばハイになれるが、クルーエル化の危険性も非常に高い。その事実をとくに若い混血種ハーフたちは軽く考えてしまっている。

　クルーエルはヒトや混血種ハーフの敵かなう相手ではない。

　いや、だからこそ彼らだって、当たり前のように存在するのだ。

【薔ば薇ら十じゆう字じ団だん】──罪なき人々を、高度な錬金術と戦闘技術によって、獰どう猛もうなクルーエルから守るアルケミストたち。

　宮く内ない庁ちようの管轄にある薔ば薇ら十じゆう字じ団だんは、全国各地の任意の区画ごとに七人編成で組織される。クルーエルの出没情報が薔ば薇ら十じゆう字じ団だん本部へと寄せられると、直ちにオペレーターから当該地区の隊員らに出動要請が出される。

　東京二三区で云いうと区ごとに薔ば薇ら十じゆう字じ団だんが組織されている。中でも渋しぶ谷や区くは日本でもっとも出没するクルーエルの犯罪指数が高く、危険な街だと云いわれており、渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だんの隊員にはアルケミストでもエリート中のエリートしか選ばれない。

　柳は緑、花は紅──。

　当然、そんな薔ば薇ら十じゆう字じ団だんのアルケミストを養成するための学まなび舎やだって、ある。

　その名も「錬金術師養成学園（アルケミスト・アカデミー）」。

　人々は親しみを込めて「アルガク」と呼んでいる。




　　　　○




　東京都渋しぶ谷や区く代よ々よ木ぎ公こう園えんは深部。────の深部の深部。

　鬱うつ蒼そうとした木々をくぐり抜けた先にアルガクの校舎はある。

　錬金術師の血を引く少年少女が〝武器〟となりうる錬金術を学び、仲間と共にその腕を磨いていくための学園。

　中等部と高等部が一緒になっているために、その校舎は巨大。荘そう厳ごんなる校舎は、ドイツのアウクスブルクにある世界初のアルガク校舎に倣ならい、古き良きシンメトリーの西洋建築だ。漆黒に金の縁取りが映えるシックな城のようなデザインで、ここが日本であることを忘れさせてくれる。アーチ状の中央門もん扉ぴには、闇を断つように輝く大きな金の十字架と、斜めから挿し込まれた真っ赤な薔ば薇らの装飾が目を惹ひく。

　きれいに並べられた長方形の窓はまるでトランプのようである。そして今、そのうちのひとつの窓が開いた。

　外へと差し出される手が、摘つまんでいたものを離す。

　ひらひら落ちるは薔ば薇らの花びら。

　今朝の渋しぶ谷やで降っていた薔ば薇らの花びらのひとつが、ブレザーのポケットに忍び込んでいたのだった。

　窓を閉めると、ハギオは窓まど際ぎわの席に座ってスマホをいじる。

「で、ハギオくんったら、わたしたちに内緒で──」

　右隣の七なな瀬せが前の席の男子に話し掛けている。

　うん。うんうん。え、牛丼。いいな。夜や牛ぎゆう家や？　僕は聞いたことない。……七なな瀬せのハギオに対する当て付けを柔らかな笑顔で聞いてやる彼は、葉は揺ゆらし颯ふう天てん。栗くり色いろの髪の毛は、心地よい風に吹かれたように流れている。優しい目つき。人たらしな微笑ほほえみ。

「でもでも、七なな瀬せさん。ハギオって案外いい奴やつだからさ、きっと放課後、僕たちをその牛丼屋に連れてってくれると思うんだ」

「あ、そうだよね」

　じーっと訴えかけるように視線を送ってくる颯ふう天てんと七なな瀬せ。

　耐え切れず、

「わかったわかった連れてく。……ったく」

　七なな瀬せと颯ふう天てんが喜ぶ。ふたりとも悪い笑みを浮かべている。

　三人は中等部からの付き合いだった。三年間同じクラスだったのも奇跡だが、高等部でも同じクラスになるとは。腐れ縁。それか呪いか。

「……ん？」

　ハギオがＳＮＳを眺めていたら気になるネットニュースを見つけた。

『【渋しぶ谷やの都市伝説!?】夜の路地は「水槽少女」にご注意を……』

「水槽……少女」

　それはどうやら、最近渋しぶ谷やに出るとか出ないとか噂うわさの「水槽少女」というお化けについての記事であるようだった。夜の路地に出没し、光る美しい水槽に惹ひかれて近づくと、血を抜かれて殺されてしまうらしい。

　ただし情報のほとんどが、ＳＮＳを利用しているユーザーの根も葉もない噂うわさや勝手な憶測からまとめられているために信しん憑ぴよう性せいがあるのかどうか。

　それでもハギオは気になった。

　水槽少女。

　水槽に入った少女なのか、あるいは水槽好きの少女なのか。

「さて、本日の授業は、新しい章に入りますからね～」

　ハギオはスマホをしまう。

　いつの間にか、教壇には一限の『錬金術・歴史』の担当の蓮はす見み先生が立っていた。小さな丸眼鏡の似合う、古い洋館で暮らしていそうな白髪混じりの女性。

「それでは教科書を開いてください」

　蓮はす見み先生に促されてハギオも教科書を開く。ページの冒頭には『薔ば薇ら十じゆう字じ団だん発足と人じん鬼き戦せん争そう』という章タイトルが付いている。

「薔ば薇ら十じゆう字じ団だんは、今でこそクルーエルと戦うための錬金術のスペシャリストたちですが、初めは違いました。元々は、人間と吸血鬼とが争った、人じん鬼き戦せん争そうのために集められたアルケミストたちだったのです」

　ああ、そうだった、とハギオは彼らの発足理由を思い出す。しかし、中等部ではその人じん鬼き戦せん争そうの中身について深く学んでこなかった。ハギオは教科書をしっかりと持ち直し、蓮はす見み先生の言葉に耳を傾ける。

「当時は中世です。世界的に、吸血鬼といっても混血種ハーフはほとんどいませんでした。いたとしても人間との子供なわけですから、倫理に背いたということで見つかったら即処刑。ひどい話ですね。なので、当時は純血種ピユアが吸血鬼のほとんどでした。人じん鬼き戦せん争そうはイギリスのロンドンで始まります。きっかけはあるひとりの吸血鬼でした」

　教科書には、その吸血鬼の名前が記載されていない。

　代わりに、

「蒼あおの吸血鬼。そう呼ばれていたらしいですね。吸血鬼は瞳が赤い。けれども彼の瞳は青かった。翼も生えていた……そんな記述のある資料もあるようです。いずれにしても、その吸血鬼は異質でカリスマ性があり、多くの吸血鬼が彼の言葉に、魅力に、引き寄せられてしまった。蒼あおの吸血鬼の扇動によって、吸血鬼たちが人間を襲い、戦争が始まったのです」

　七なな瀬せが片手で口元を押さえるのが見えた。教科書には、目を背けたくなるような戦争の惨むごさを伝える絵が載っている。

「そこで人間を守るべく、戦争を終わらせるべく立ち上がったのが、クリスチャン・ローゼンクロイス。ドイツ生まれのアルケミストでした。彼はヨーロッパ中のアルケミストに呼び掛けを行い、戦闘集団としての薔ば薇ら十じゆう字じ団だんを発足させたのです」

　ローゼンクロイス率いる初代薔ば薇ら十じゆう字じ団だんは数百名と大勢。彼らは船に乗り、大海を渡って、戦場たるロンドンに入った。ところが純血種ピユアは混血種ハーフよりも身体能力に優れており、いくらアルケミストといえど戦況は厳しかった。

　戦争が長引いた理由にはそうした事情に加えて、次々と新たな吸血鬼が、蒼あおの吸血鬼の思想に共鳴して戦争に参加していったことが挙げられる。恐ろしいのは、その中に人間の姿もあったということ。蒼あおの吸血鬼は人間すらも虜とりこにしたのだった。

　葬ほうむれど葬ほうむれど、底の見えない敵と戦うアルケミストたち。

「そこで、クリスチャン・ローゼンクロイスは、戦争の中心たる蒼あおの吸血鬼との一騎討ちに懸けたのです」

　蓮はす見みは少し間を置いて、慎重に続けた。

「彼は、禁じ手の錬金術を唱えた。そして自らの身体からだのうちに、蒼あおの吸血鬼を閉じ込めて封印してしまったのです」

　木の葉が風に擦れる音が窓越しに聞こえてくる。

　桜の混じる代よ々よ木ぎ公こう園えんを見やった。

　ハギオには、教科書に書いてあることや蓮はす見みの云いっていることが、葉擦れの音に簡単に上書きされてしまうほど心に切に迫ってはこなかった。大昔の戦争よりも外の葉擦れのその先の──今もいたるところで出没しているクルーエルの方が切実な問題に思えた。

　座学のためにアルガクにいるんじゃない。

　薔ば薇ら十じゆう字じ団だんに入って、気が済むまで、この手で、クルーエルを殺すためにここにいる。

　ハギオは窓に映る自分を睨にらんだ。




　高等部に上がってから初となる錬金術の実践授業だった。

　教室で行う座学と違って、実践の授業ともなると「間ま」と呼ばれる特殊な部屋が使われる。部屋は名前に由来した内装となっている。

　ハギオたちが訪れたのは「草くさの間ま」だった。文字通り床は芝に覆われている。

「これ外で良くないか……」

　クラスメートたちが草の上で気持ちよく寝そべっている中でハギオだけが冷めていた。

　ハギオと一緒に部屋に入った颯ふう天てんはすぐに男子たちに連れ去られてしまった。颯ふう天てんはハギオと違って友達が多い。そうしてひとりぼっちになったハギオに、

「ハギオくん」

「ん？」

　振り返って視線を落とすと、そこに七なな瀬せが寝そべっていた。なぜか恥ずかしそうに顔を赤くしながら、ぽんぽん、と隣の草の上を叩たたく。

「ここ、いいよ、寝そべって」

　何を云いってるんだい？

　居場所をいつも把握されているだけでなく、衣服にくっついた氷みたいになかなか離れてくれない系ガールの七なな瀬せ。被害を受けているハギオからしたら「メンヘラサイコパス」という称号をあげたかった。
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「え！　……ハギオくんがすごい見下ろしてくる」

「いや、太もも」

「そんなに細くないからっ」

「いや、虫這はってる」

「え？」

　足がいっぱい生えているタイプの昆虫が七なな瀬せの白い太ももを移動していた。

　七なな瀬せ、発狂。

「おーい静かにしろ。授業始めるぞ」

　芝の中心には、いつの間にか『錬金術 実践Ⅰ』の担当教諭であり、このクラス「壱のＢ」の担任でもあるアルガクの名物教師・宇う陀だが仁王立ちしていた。

　こんな教師は嫌だ、どんな教師？　そんな大喜利の模範回答を体現するような見た目をしている。いわゆる「変面師」の格好だった。変面というのは中国雑技の一つで、一瞬のうちに顔に嵌はめたお面を変化させる芸。その服装は黒を基調としつつ、金の飾りが仰々しい、どこか鎧よろいめいた華美な衣装。宇う陀だのお面は真っ赤で様々な色によって優美な模様が入っている。それ以外の色のお面、ましてや素顔を見た生徒はいない。

「にしてもこの部屋、草、草、草だよな！　笑っていいぞ、草だけにな。だーっ哈はっ哈はっ哈はっ哈はっ！」

　宇う陀だのギャグで笑う生徒もいない。

「さて」

　宇う陀だが声を引き締める。

「ようやく君たちの錬金術を見る時が来た」




　錬金術とは、ある物体（対象モチーフ）から別の物体（成果フルーテ）を創り出すための技である。

　錬金術を唱えるには「錬れん素そ」が必要となる。錬れん素そとは、父もしくは母の片方でもアルケミストだった場合に長男もしくは長女に遺伝するエネルギーのことで、この錬れん素そを体内に宿す者こそアルケミストと呼ばれる。

　宇う陀だは手のひらに、ピンク色のプラスチックボールを載せる。見てろ、そう云いうと手のひらを引っくり返す。

　落ちない。プラスチックボールは手のひらに吸着し、重力に打ち勝っていた。

「手に体内の錬れん素そがうまく集まっている証拠だ。……ん？　お前ら、その顔はひょっとして初めて知ったのか……！　まあいい」

　と、手のひらを上向きに戻し、

「こうして任意の身体細部に錬れん素そを集め終わったら──」

　宇う陀だは呼吸を整える。

「《類シミユラ》！」

　その発声がトリガーとなって、手のひらの上のプラスチックボールは、一瞬のうちに野球ボールへと生まれ変わった。錬成過程すらほとんど見て取れない、まさに完璧な錬金術であると云いえる。

「初回の実践授業だからな。君たちがどれくらい錬金術ができるのかを見たい。まずは、先生同様、プラスチックボールを野球ボールに変えてみろ」

　ハギオは配布された手元のプラスチックボールを見つめる。

　プラスチックボールからの野球ボールの錬成は中等部で嫌と云いうほど実践した。錬金術の基礎が詰まった錬成パターンである。ハギオの身体からだにも当然染しみ付ついている。

　集中する。

　手のひらとプラスチックボールだけに。

　ハギオは体内の錬れん素そ感覚を摑つかむのに長たけていた。少し、熱っぽい、疼うずきの塊。それが錬れん素そ。体内にある錬れん素そを意識のシャベルで右の手のひらへと集めていく……。上下を返すと、プラスチックボールが磁石のように手のひらにくっついている。

　そして、ここからが本番だった。

　錬金術は錬金修辞学アレトリツクを唱えることによって発動する。

　錬金修辞学アレトリツクとは、錬金術において対象モチーフとなる物体を、錬成物すなわち成果フルーテへと作り変えるための法則ロジツク。

　錬金修辞学アレトリツクは難易度に応じて、基本三錬則、応用四錬則、特殊五錬則と分けられる。そのうち中等部で学んだのは、基本三錬則の──、

《類シミユラ》──対象モチーフから「類似性」に基づいて成果フルーテを錬成する。

《隣ネイブ》──対象モチーフから「隣接性」に基づいて成果フルーテを錬成する。

《包コンテ》──対象モチーフから「包含性」に基づいて成果フルーテを錬成する。

　今回の場合だと、対象モチーフはプラスチックボールで、成果フルーテは野球ボールだ。色や材質こそ違うが形状は似ている。ゆえに類似性を媒介にして錬金術を発動可能。

　集中を極めたハギオの視界には、ピンク色のプラスチックボールしか映っていなかった。そして、完全なる錬成イメージを摑つかんで、

「《類シミユラ》！」

　錬金修辞学アレトリツクを唱える。

　その瞬間、錬金術が発動。錬れん素そがプラスチックボールに作用し、一瞬とまではいかないがスムーズな変色と変形過程を経て野球ボールに変わった。

「ふう……《解リリース》」

　成果フルーテを対象モチーフに戻すときはそのように《解リリース》と唱える。野球ボールは元のピンク色のプラスチックボールに還かえった。

　安あん堵どの息が漏れる。しかし、欲を云いうなら、もっと一瞬のうちに錬成が済んでほしかった。なぜならクルーエルとの戦いの現場において、錬成の過程はほとんど無防備。短ければ短いほど戦場では有利なのだ。

　それでもハギオが一番の成功者だったらしい。

　錬れん素そを集めることすらできない生徒。錬成イメージを摑つかむのに手こずっている生徒。錬金修辞学アレトリツクを唱えても一向に錬成が始まらない生徒。

　そして、ピンク色の液体を手のひらから零こぼしながら助けを求めてくる生徒。

「ハギオくん助けて……」

「どういう状態」

　七なな瀬せ曰いわく、錬れん素そは手のひらへと集めることができたのだという。錬成イメージもしっかりと摑つかむことができたはず。それなのに錬金術が正常に発動せず、ピンク色のプラスチックボールはいちごアイスのように溶けてしまった。

「手懐ポゼツシヨンが切れたんじゃないか」

「…………ポゼ？」

　アルケミストは思いつくすべての物を錬成できるわけではない。錬成したい成果フルーテがあれば、事前にその物体感覚を身体からだに刷り込んでおく必要があるのだ。その下準備のことを「物体を手て懐なずける」という意味から「手懐ポゼツシヨン」と呼んでいた。

　手懐ポゼツシヨンの方法は様々だが、その物体に時間を割くことが大前提。物体との対話という境地に至って初めて術者はそれを錬成できるようになる。ただし、

「手懐ポゼツシヨンは絶対じゃない。七なな瀬せの身体からだが野球ボールの感覚を忘れたんだろ」

「……ってことは」

「おめでと、また一から手懐ポゼツシヨンし直し」

　ハギオとしては皮肉と同情を込めて云いったつもりだったが、

「やった」

　七なな瀬せの思考回路はおかしい。

「ハギオくんとまたキャッチボール毎晩できる」

「……」

　中等部一年の夏が思い出される。

　毎晩毎晩寮の部屋のドアを叩たたきに来る七なな瀬せ。そうして野球ボールの手懐ポゼツシヨンのためにキャッチボール地獄に連れ出されていた日々。それが……再び……やってくるのかと思ったら血の気が引いた。

　と、そんなハギオに救世主現る。

「ひっ──」

　七なな瀬せが全身を鳥肌に襲われたように引きつらせる。

　見下ろしたら、ひとりの女子生徒が七なな瀬せの白い生脚をぎゅっと抱きしめていた。

　ペパーミントグリーンの髪色。かぼちゃボブとでも名付けたくなるヘアスタイル。人を食ったような猫顔が印象的な女の子で首には白いヘッドフォン。

　翠みどり川かわつかさ。

「キャッチボールは翠みどり川かわとしてください！」

　元気に、かつ甘えるように云いうと、七なな瀬せの太ももに顔を押し付けた。びくっと震える七なな瀬せ。顔を真っ赤にしながら「やめ、て……」と声を震わせる。

「翠みどり川かわとキャッチボール……」

「する！　するから！」

「喜びです」

　翠みどり川かわは立ち上がった。

「云いっておきますが、キャッチボールするのは野球ボールでじゃありません」

「へ……？」

　涙目の七なな瀬せ。

「ここにもっといいボールが二つもあーるじゃありませんか」

　翠みどり川かわは屈かがみがちに七なな瀬せの胸元をじーっと見つめる。そこには野球ボールなんかとは比にならないほどの立派なボールが二つも実っていた。

　しゅばっ、と胸を両手で隠す七なな瀬せ。

「こっ……これではキャッチボールできません」

「なら揉もむのみ。翠みどり川かわは七なな瀬せさんのおっぱいをいつでも錬成できるようにしておきたいのですから。手懐ポゼツシヨンにご協力を……！」

　手を、ぐっパーぐっパーさせながらさらに距離を詰めてくる翠みどり川かわ。

「……ハギオくん助けて」

「あ、大丈夫です」

　それから七なな瀬せが必死に逃げて、翠みどり川かわが追いかけて、真剣に錬金術に取り組んでいる生徒たちが嫌な顔をして──。

　ん。

　ハギオはふと男子生徒たちに囲まれた颯ふう天てんと目が合った。いや、向こうがこっちを見ていてその視線にハギオの視線が絡からまった。

　手を振ってくる。

　その手には野球ボールが握られている。ハギオが構えるようなポーズを取ってみたら、颯ふう天てんは投げるモーションを何度か取ってから、ゆっくり投げた。

　描かれる放物線。──キャッチ。

　颯ふう天てんが笑う。

　照れがあってうまく笑顔を返せないハギオには無邪気な颯ふう天てんが眩まぶしく見える。




　結局、二十余名の生徒のうち野球ボールの錬成に成功したのは、たったの半数だった。しばらく実践の授業から離れていたというのもあって悲惨な結果となってしまった。

　宇う陀だはそんな状況を受けて、失敗した生徒たちに激励の言葉を贈る。

「かつて、英雄の錬金術師、クリスチャン・ローゼンクロイスはこう云いったそうだ。

『錬金術とは血を薔ば薇らに変えるような学問である』

　彼が説きたかったのは、錬金術の美しさでもなければ錬金術の難解さでもない。その両方。きれいな薔ば薇らには棘とげがあるように、錬金術とは美しくも難解で、一朝一夕には体得できないということ。だからお前たち…………しっかり反省しろ！」

　野球ボールの錬成をクリアした者には別の錬成ミッションが与えられた。

　紙コップからマグカップへの錬成。

　それが終わったら、縄からチェーンへの錬成。

　チェーンは輪っかの連鎖。縄とは構造的に異なる。にもかかわらず、ここまでふたりの男子生徒が成功してしまった。

　他の生徒たちも自分のミッションを忘れて、ハギオと颯ふう天てんの錬成を見るのに夢中になっている。

　宇う陀だは少し呆ぼう然ぜんとしていた。どうやらチェーンの錬成まで成し遂げられるとは思ってなかったらしい。

「待ってろ……」

　少し意地になっていた。宇う陀だはそう云いうと、部屋の隅に置いてあったブリキケースの中から授業用道具を取り出してくる。

　木刀。

　そして、鉄製の剣。

　材質はおろか形状すらも異なる。鉄剣は両刃。鍔つばもある。木刀との類似性は曖昧と云いっていい。

　それにふたりは連続で錬金術を発動させている。体内錬れん素そも残りわずかに違いない。多くの錬れん素そを必要とする鉄剣の錬成など可能なわけがなかったのだが──。

　窓からの光に呼応するように輝く二本の鉄剣。

　笑った、宇う陀だはこの日初めて、心の底から。もはや意地になる必要もない。こんなにも頼もしい生徒たちは久しぶりだ。

「お前たち」

　ハギオと颯ふう天てんのふたりが顔を上げる。

　意地はなくなったにせよ、宇う陀だは彼らの頼もしさに甘えて、ある提案をしてみたくなった。それはアルケミストとしての純粋な興味と云いってもよかった。

「──先生と戦ってみないか？」




　　　　○




　賑にぎやかな夜の渋しぶ谷やセンター街。

　若者の街を象徴するように、お洒落しやれなコスメショップやスニーカーショップ、スイーツカフェなどが立ち並ぶ。そんなラインナップの中にハギオの行きつけの夜や牛ぎゆう家やはあった。

　カウンター席に座るハギオ。一日に二度も牛丼はさすがにと思いつつ、一口食べたら止まらなくなった。牛丼の器を盆に戻したときには完食していた。

　右では颯ふう天てんが行儀良く牛丼を食べている。

「おいしい、この店。ハギオ、友達」

「カタコトの外国人か」

　左には七なな瀬せ。一口が大きい。

「え……ハギオくんすごい見てくる」

「いや、足りるかなって、それで」

「どういう意味かな……？」

　七なな瀬せのさらに左隣には翠みどり川かわが座っている。

　最近は翠みどり川かわを含めた四人で行動することが多くなっていた。翠みどり川かわとは高等部に上がって初めて同じクラスになった。

　翠みどり川かわが牛丼を食べながら云いう。

「ハギオと颯ふう天てんは優秀なのですね」

「そうなのそうなのよ」

　七なな瀬せがまるで自分のことのようにハギオと颯ふう天てんを自慢する。

「中等部のときからずっとふたりがクラスでトップ。翠みどり川かわさんも錬金術で困ったら、ふたりに相談するといいよ」

「嫌です」

「え」

「七なな瀬せさんに相談するのです」

「あ……えーっと……わたしだけはやめといた方がいいかも」

「ところでこの牛丼はハギオの奢おごりですか？」

「何でだよ！」

「はは」

　颯ふう天てんが笑い、七なな瀬せが庇かばう。

「ハギオくんはお店に連れてきてくれただけで……」

「でも少なくとも颯ふう天てんには奢おごった方がいいのでは」

「どうしてオレが──」

　云いいつつもピンと来ている。

　錬金術の実践授業のことが思い出される。

　木刀から見事、鉄の剣を錬成したハギオと颯ふう天てんに対し、宇う陀だは自分と戦ってみないかという無茶ぶりの提案をしてきた。しかし「戦い」というのは大げさな云いい方かたであって、要はミニゲームだった。

　宇う陀だのお面を先にめくった方が勝ち。

　ルールは何でもありということだったが、ハギオにも颯ふう天てんにも錬れん素そは残されていなかった。錬金術は使えない。いや、そもそも対象モチーフとなる物体が部屋にほとんどなかった。

　始め、という声が聞こえるやハギオは握っていた鉄剣を振った。もちろん傷つけるつもりはない。宇う陀だが驚いて仰のけ反ぞってくれたらよかった。

『もらった──』

　懐ふところに進むハギオの右手はすでに宇う陀だのお面の端を摑つかんでいる。あとはめくるだけ。

『先生も、もーらいっ』

『え』

　ハギオの腹部に添えられた宇う陀だの右手から、圧、が放たれる。小規模の爆風を受けたように吹っ飛んだ。

　ハギオは忘れていた。

　この世には錬金術以外に「領りよう域いき」というものがあることを。

　草の上だったことが救いとなる。激しく転がりながらも最後には受け身を取って立ち上がる。視界には宇う陀だに挑む颯ふう天てんの姿。しかし、颯ふう天てんもハギオ同様に宇う陀だの領りよう域いきによって尋常じゃない圧を食らって吹き飛んだ。

『期待した先生が愚かだったか？　だーっ哈はっ哈はっ哈はっ！』

『いける……』

　ハギオは確信して走り出した。

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの宇う陀だは構えることもなくハギオを再び懐ふところへと受け入れる。一発、二発、ハギオは宇う陀だのボディーを殴り込む──が、ありえない感触が付つき纏まとった。拳は宇う陀だの腹に当たった瞬間にその勢いが食われた。殴っても殴っても手応えがない。

『そういう領りよう域いきなんでね』

　宇う陀だがさっき同様に手のひらをハギオの腹部に当てる。それから『殴った分の圧を集めて、三倍圧にするぞ』と領りよう域いきを準備──、

『なぜ君は笑う』

　圧を放った。

　計算通りだったから、ハギオは笑っていた。宇う陀だにがっちりと抱きついていて、圧の暴発を身体からだに受けるや、宇う陀だを道連れにするようにその場で高く空転。ぐる……ぐる……と、まるでスローモーションのように見えたのを覚えている。

『今度こそもらった』

　ハギオが宙を舞いながら宇う陀だのお面に手を伸ばそうとした、そのとき。

　ふわっ──。

　一陣の風がそこを通った。

　ハギオの目の前で風にめくり上がる、宇う陀だの赤いお面。その下は素顔ではなく、白いお面があって『たいへんよくできました』の大きな花丸が押されているだけ。

　いや、そんなことはどうだっていい。

　ハギオは視界の隅にたしかに見たのだ。

　領りよう域いき【陣じん風ぷう】を操る颯ふう天てんの姿を。

　そのときの颯ふう天てんの頼もしい笑みを思い出し、ハギオは少し嬉うれしくなる。親友の勇姿を目まの当あたりにできたのは素直に良かった。

「颯ふう天てん」

　ハギオは云いうと、右を見やった。ちょうど、颯ふう天てんが牛丼を残り一口まで食べ進めたところである。

「ん？　何？」

「奢おごる、お前の分だけ」

「ほんと!?　そんな気遣わなくていいのに。店員さん温泉卵追加でください」

「牛丼残り一口で温泉卵は絶対に頼むな」

　翠みどり川かわと七なな瀬せが先に店を出た。中央公園に行っている、と云いい残のこして。

　店内のテレビには、今日クルーエルによって死亡が確認された人の名前が出ていた。その中にはアルケミストの名前もあった。

「ハギオ、今日は、卑ひ怯きような真ま似ねしてごめん」

「何のことだよ」

　颯ふう天てんが箸を置く。

「領りよう域いきを使った。フェアじゃなかった、と思って」

　皮肉ではなく真心から云いっているのが伝わる。とことん親友だとハギオは思った。

　ハギオは首を横に振る。

「オレが領りよう域いきを使えないのがいけないんだ」




　アルケミストは錬金術を扱える。

　しかし、錬金術を扱えるだけがアルケミストではない。

　彼らは錬れん素そと一緒に「領りよう域いき」という魔法的個性を親から引き継いでいる。

　宇う陀だの場合は【調ちよう圧あつ】という領りよう域いきを有していて、身に降りかかる圧を吸収し、増幅させ、一気に放つことができる。颯ふう天てんの【陣じん風ぷう】なる領りよう域いきは任意の場所に一陣の風を巻き起こすことができる。

　今朝、七なな瀬せが渋しぶ谷やの道路を凍らせて、ハギオを転ばせたのもそう。七なな瀬せの領りよう域いきは【氷ひよう雪せつ】と云いって氷や雪を自在に操ることができる。

　親から受け継いだ、そうした領りよう域いきが使えるようになることを「開花」と呼ぶ。遅くとも一二歳までには領りよう域いきは開花すると云いわれているのだが──。

　例外もある。

　一二歳を過ぎても領りよう域いきが一向に開花しない、そういうアルケミストたちのことを揶や揄ゆと憐れん憫びんを込めて「つぼみ」と呼ぶ。

　センター街から程近い「渋しぶ谷や中央公園」のブランコに揺られながら、ハギオは右手に嵌はめた指輪を夜空に翳かざす。

「いつになったら咲くんだ……お前」

　花のつぼみをモチーフにした銀の指輪を、他でもない「つぼみ」の自分が着けているという自虐。あるいは皮肉。

　もしも自分の領りよう域いきがこのまま開花しなかったら……。

　年とし甲が斐いもなくアスレチックで遊んでいる七なな瀬せ、翠みどり川かわ、颯ふう天てんを見ながらハギオは思う。思って少しぞっとする。

　領りよう域いきの使えるアルケミストであることが薔ば薇ら十じゆう字じ団だん入隊の最低条件だ。今のままだったら、どう足あ搔がいたって薔ば薇ら十じゆう字じ団だんに入ることができない。

　というのも純粋な錬金術だけでは、どうしてもクルーエルに太刀打ちできないのだ。領りよう域いきを掛け合わせることで、ようやくクルーエルと互角あるいは互角以上に戦える。

　アルガクでは個々の領りよう域いきを磨くための科目もある。領りよう域いきは開花した時点のもので終わりではない。ブラッシュアップすることで、さらに強力な領りよう域いきへとアップデートされていくのだ。

「ハギオくーん」

　呼ばれて行ってみたら、どうやら雑談に加わってほしいらしい。

「ねえ、翠みどり川かわさんって、もっと大人しいイメージだったよね」

　七なな瀬せが聞いてくる。

「確かに」

　中等部ではクラスが違ったし、見かけるとしても廊下などであったが、今のように派手な色の髪ではなかった。黒髪で、地味で、いつも本を抱えていて、声も聞いたことのないような女子だった。

「翠みどり川かわイメチェンしました！」

　かっこつけて目元でピースサインをする翠みどり川かわ。

「ところでみなさんはどうしてアルガクに入ったのです？」

「わたしは……」

　七なな瀬せが云いう。

「薔ば薇ら十じゆう字じ団だんに入りたいから、っていうよりも、いちばんは、この領りよう域いきをコントロールできるようになりたいから」

「七なな瀬せさんの領りよう域いきは【氷ひよう雪せつ】でしたね」

「うん……氷とか雪とかを操ることができる」

　シーソーに触れる七なな瀬せ。

「歩いてみて」

　云いわれた通とおりに翠みどり川かわがシーソーの上を歩く。地面と平行になっている板の上を行ったり来たり。ところがどちらかに傾くなんてことは起きなかった。

　七なな瀬せがシーソーの支点を凍らせたのである。

「すごいです七なな瀬せさん。領りよう域いきばっちりコントロールできているではありませんか！」

　七なな瀬せは首を横に振る。

「わたし……生まれたときからずっとこの領りよう域いきのせいで、冷え性で、指先もそうだけど、髪の毛まで氷みたいに冷たいんだ」

　領りよう域いきを細部のレベルまでコントロールできるようになって、この冷え性を改善したい。七なな瀬せはそう思っている。そして、まともな体温に戻ったら──。七なな瀬せはハギオの横顔をちらっと見る。

　七なな瀬せはハギオにあの日のお礼をまだちゃんと云いえていなかった。

「僕は父さんに憧れて」

　次に切り出したのは颯ふう天てん。

　颯ふう天てんの父はニューヨークの薔ば薇ら十じゆう字じ団だん隊員として、特派されている凄すご腕うでのアルケミストだった。領りよう域いき【陣じん風ぷう】の達人として「天てん狗ぐ（ＴＥＮＧＵ）」と現地の人々に愛されている。

「でも今は……ハギオと同じ薔ば薇ら十じゆう字じ団だんに入って一緒に戦いたいから、っていう理由が強いのかもしれない」

　どうして本人の前でそんな言葉を恥ずかしげもなく云いえるのか。ハギオには不思議でたまらない。自分にはできない。やはり颯ふう天てんは眩まぶしい。

　ハギオが答える番だった。

　本音と建前のどっちを云いおう。ハギオが思ったとき、みし、という音が聞こえた。

　氷が解けつつあって、シーソーが動き出そうとしている。

「ハギオはどうしてアルガクに？」

　翠みどり川かわが促してくる。

　シーソーが右に傾いたら本音、左に傾いたら建前を話す。そう決めた。

　──がたっ。

「気が済むまで、クルーエルを殺したいからだ」

　平衡の崩れたシーソーは右側に傾いていた。




　颯ふう天てんと七なな瀬せが目を見合わせる。ふたりはハギオの過去を知っている。

　話を逸そらすように七なな瀬せが間に入った。

「あっ……もうこんな時間。そろそろ帰ろっ？」

「クルーエルを憎んでいるのですね」

　翠みどり川かわが突き進む。

「帰ろう」

　ハギオ自身もそれ以上は話すつもりはなかった。

「憎いのはクルーエルだけですか？」

　翠みどり川かわは何かを知っているように云いう。スマホをハギオに見せてきた。

　そこには今朝のハギオが映っていた。動画投稿サイトで配信された放送のアーカイブで、混血種ハーフを殴る瞬間がしっかりと捉えられている。

　怒りに染まったハギオの表情。

「吸血鬼そのものがお嫌いなのでは？」

「翠みどり川かわさん」

　七なな瀬せが咎とがめる。すると颯ふう天てんも我慢ができなくなったようで、

「ハギオはそんな人間じゃないよ」

　と云いった。

　これにはさすがに、翠みどり川かわも引き下がった。

「……ですよね。いやちょっと動画を見て気になったもので」

「家族をクルーエルに殺されたんだ」

　シーソーは右に傾いている。ハギオは本当のことしか話すつもりはなかった。

「え……？」

　中等部二年の冬だった。

「オレの目の前で母さんと弟が殺された」

　翠みどり川かわは違うクラスだったから知らないに違いない。

「クルーエルは憎いよ。復ふく讐しゆうしたくてたまらない。早く殺したい。早く薔ば薇ら十じゆう字じ団だんに入って、気が済むまで──」

　だからこそ、いつまでも「つぼみ」じゃいられない。領りよう域いきが使えなかったら薔ば薇ら十じゆう字じ団だんには入れない。

　拳を強く握りしめる。

「混血種ハーフは憎んでない」

　ハギオは自分に云いい聞きかせるように云いう。混血種ハーフとクルーエルは違う。一緒だと思うような人間になりたくない。

　ハギオは今朝の喧けん嘩かについて話した。

　その混血種ハーフを殴ったのは、大事な指輪を馬鹿にされたからだと。

　ハギオの右手には花のつぼみのシルバーリング。それは、ハギオが小学生だったころに憧れのアルケミストから貰もらったものだった。

『君が咲かせるんだ、立派な花を』

　今でも彼の声の響きをしっかりと思い出すことができる。

「……ごめんなさい」

　翠みどり川かわが頭を下げる。

「聞いてはいけないことを…………やっと……高等部で友達ができたと思ったのに」

「お、おい」

　ハギオが慌てると七なな瀬せが今にも泣きそうな翠みどり川かわを慰める。

「翠みどり川かわさん、わたしたち友達だからね」

　ふたりを見つめるハギオ。

　そして、そんなハギオに何か云いいたげな視線を向ける颯ふう天てん。

　中等部のころから、ずっと云いいたくて、でも云いえずにここまで来てしまった、言葉がある。云いったら、何かが変わってしまう気がした。ハギオを信頼しているのに。そんな臆病で疑心暗鬼な自分が颯ふう天てんは憎かった。

「ね、翠みどり川かわさんはどうしてアルガクに入ったの？」

　話題を変えるように七なな瀬せは聞く。

　翠みどり川かわは息が落ち着くのを待ってから話した。

「翠みどり川かわの領りよう域いきはすごく遠くにある物が……普通の視力では見えないところの物がはっきりと見えてしまうのです。あそこの……ビルの屋上にいるカラスとか。そのビルの向こうのマンションのベランダに咲いてるパンジー。その横のベランダには泣いてるカップルも見えます。……こんなふうにいろんなものが見えてしまって。誰にも話したことはありませんが、小さいころに観覧車に乗ったことがあって、街を見下ろしたときにクルーエルが人を襲っている瞬間を見てしまいました……。それが翠みどり川かわの領りよう域いき、翠みどり川かわの人生なんです。観覧車すら楽しめない人生。なのだとしたら、いっそ薔ば薇ら十じゆう字じ団だんに入って、誰よりも先に危機を見つけられるアルケミストになりたくて…………」

　話の途中だった翠みどり川かわが一点を見つめて固まった。

　その瞳から色が失われていく。

「おい、翠みどり川かわ」

　まるで見てはいけないものを見てしまったように翠みどり川かわは云いった。

「……みなさんついてきてください」




　大勢の人を縫うようにして渋しぶ谷やセンター街を走る。

　翠みどり川かわが云いうには、小さなビルの中で人が棒のような物で殴られていたらしい。

「近い？」

　走りながら颯ふう天てんが聞くと翠みどり川かわは頷うなずいた。

　スペイン坂に差し掛かる。翠みどり川かわと颯ふう天てんが勾配のある坂を駆け上がっていく中、七なな瀬せは早くも息が切れそうだった。

「大丈夫か」

　ハギオが足を止めて振り返る。七なな瀬せが坂の下で「先、行って」と云いう。

　そのときだった。

　誰かに見られているような気がして横の細い路地を向く。

　これ、まさか……。

　暗がりの路地の真ん中に妖しげに青く光る水槽がある。……ポコポコ、ポコ。青い泡。赤い魚と白い魚。黄色と紫の水草。

「……水槽少女」

　はっ！

　気づけば、水槽が足元にまで、迫っていた。──違った。無意識のうちにそれに魅せられ、近づいてしまっていたのはハギオの方。

　ぴしゃっ

　赤い魚が跳ねて、水槽の水がハギオの右手に掛かった。指輪を嵌はめた人差し指が締め付けられるような痛みに襲われる。

「ハギオ！」

　戻ってきた颯ふう天てんに腕を引っ張られた。そこでようやく痛みが引いた。

「どうした、大丈夫？」

　夜の幻だったかのように水槽は目の前から消え去っている。

「……何でもない」

　再びハギオたちは走り出した。スペイン坂を登って大きな通りに出て渡り、さらにしばらく進んだ。そこに目的の廃ビルはあった。

「待って。わたしたちだけで大丈夫？」

　七なな瀬せの云いう通とおりだった。──でも、

「待ってる時間なんてないだろ。人が襲われてるんだ」

「ハギオくんっ」

「僕も行く」

　ハギオと颯ふう天てんが廃ビルの中に入っていく。

　怖い。足がすくみながらも七なな瀬せは「わたしたちも……行こ」と呟つぶやいた。頷うなずく翠みどり川かわ。ふたりも中へ──。

　ビルの中の空気は淀よどんでいた。

　電気も点ついてない。わずかな窓からの明かりだけでは、廊下の輪郭はおろか、互いの居場所すら。

　ハギオっ、と颯ふう天てんが呼び掛けるが、それに応える声はなかった。

　ひとりで階段を駆け上がっていく音が、遠くから微かすかに聞こえてくるのみ。そこへ後ろから七なな瀬せが駆け込んできた。

「颯ふう天てんくんどうしよ」

「あれ……」

　云いわれずとも、気づいた。

「翠みどり川かわさんが、いなくなっちゃって……」




　最上階まで駆け上がったハギオは、気配を消すようにして廊下を進み、薄く開いたドアへと近づいていった。

　ドアの隙間から中を覗のぞく。がらんどうのだだっ広い空間が、そこにはあった。片側全面が窓になっていて月明かりが横一線に差し込んでいる。

　その光を浴びて横たわる男の身体からだがあった。軋きしみながら開いていくドア。不用心に中へ入ろうとするハギオを引き止める仲間はいない。

「……生きてる」

　ハギオの影が差し掛かると男の身体からだはわずかに反応した。顔面に打撲の痕があり、大きく腫れ上がってはいるが。

　男が呻うめきながら目を開ける。その瞳は赤い。

「そいつは混血種ハーフだ」

　室内の暗がりから目出し帽を被かぶった男がぬっと姿を現す。

「……お前がやったのか」

「ああ、どうしようもない混血種ハーフだから。ブラッド・ドラッグに溺れてる」

「ブラッド・ドラッグ……」

「いつクルーエルになってもおかしくないっ──」

　そう云いって、男は足元に落ちていた物を蹴った。コンクリートの上を弾むように転がり、ハギオの足に当たったのは、木刀。

「続きをやってくれたら助かるな」

「何を云いってる……」

「正しいことしか云いってない。そいつはクルーエル予備軍。殺さないといろんな人が犠牲になる。お前がやらなかったら俺がやるだけ」

　ハギオは瀕ひん死しの混血種ハーフを見下ろす。どこからどう見てもただの混血種ハーフだった。クルーエルの気配なんてちっとも。

「たす……け、て」

　──どっくん。

　ハギオは胸に手を当て、ぐっとシャツを摑つかんだ。混血種ハーフと目が合ってしまった。その瞬間、ある一個の感情をとうとう無視できなくなる。

　その感情のせいで沸騰しそうなほどに血が熱くなっていく。

　呼吸が荒くなる。ハギオは足元の混血種ハーフを、まるでクルーエルであるかのように憎んでしまっている。

　月明かりがハギオの影を作っていた。──その影はすでに木刀を握り締めていた。

「物分かりがいいじゃねえか」

「はっ……はぁ…………」

　顎の先から滴したたる汗がコンクリートに黒い染しみを作る。

　公園での颯ふう天てんの言葉が思い返される。

『ハギオはそんな人間じゃないよ』

「ごめん颯ふう天てん」

　ハギオは力なく笑う。

「オレにはこいつが……目が赤くて牙生えてるこいつが……クルーエルにしか見えねえよ」

　血が木刀の先まで流れていくような気がした。──違った。流れていったのは、血ではなく錬れん素そだった。

「……《類シミユラ》」

　木刀が鉄の剣に打ち変わる。

　月明かりに浮かび上がるハギオの影。

　混血種ハーフの顔が恐怖に歪ゆがむ。ハギオの影が剣を振ふり被かぶっている。そうして剣先がもっとも高い位置まで持ち上がって、

『界かいくん……ぎゅって、して』

　記憶の中の愛する人の声がハギオを一瞬惑わせ、そして強烈に滾たぎらせた。

「──っあぁぁああ！」

　殺気が全身の筋肉を動かす。ハギオは天井を掠かすめんばかりの鉄剣を、混血種ハーフの脳天目がけて一気に振り下ろし──、

　黒に、阻はばまれる。




　刃やいばと刃やいばがかち合って、鋭い音が空間を切る。

　それは、見たことのない黒い刀だった。柄つかだけじゃない、刃やいばまでもが黒い。そして、それを握る美しい少女。

　吸血鬼──でも混血種ハーフじゃない。混血種ハーフの赤いだけの瞳じゃない。その赤い瞳の中には黒い星がいくつも瞬またたいていた。

「……純血種ピユア」

　蝶ちようの羽を思わせるような睫まつ毛げがその瞳を隠し、再び持ち上がると、その殺気に満ちた少女の表情にハギオは圧おされた。緩む手元。隙を見せてしまった。

　壁に背中を叩たたきつけるハギオ。その正面には脚を上げている少女。どうやら蹴りを食らったらしい。

「……どうなってんだ？」

　後ずさりをしていた目出し帽の男が、急いで立ち去っていった。
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　ハギオは身体からだの内側からせり上がってくるものを吐いた。しかし、立ち上がれない。状況が吞のみ込こめない。

　あの女は、いったい……。

　倒れた混血種ハーフの手を縛る縄を解ほどいているのが見える。少女は立ち上がりざまに、

「そんなに殺したいか」

　と吐いた。

「ふざけるな」

　ゆっくりと歩き始める。

　右手の黒い刀が暗がりの中で鋭く光る。まだ、ハギオは立ち上がれない。蹴られた腹に力が入らない。

　このままだと殺されると思った。が、すでに少女は目の前。

「だから、人間おまえらが許せない」

　少女が刀を振ふり被かぶった、そのとき。

　闇を切り裂くような鮮烈な金が飛沫しぶきを上げながら走り込んでくる。

「──っ！」

　飛とび退のく少女。

　星ほし屑くずのように空中をきらきらと舞う金の粒子。

「そこのきれいなお嬢さん」

　低くて甘い声。ハギオにとっては聞き覚えのある耳みみ障ざわりな声。

「見逃してやってくれないか」

　足音。キャメルの革靴を月明かりが照らす。

「お前は……」

　領りよう域いき【滅めつ金きん】──吸血鬼種に毒となる金を自在に操る、アルケミスト。紺色の立襟コートに身を包んだ渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だん隊長の青あお柳やぎだった。

　七なな瀬せと颯ふう天てんが遅れて部屋に入ってくる。予想外の展開に、ふたりはドアの近くで棒のように立ち尽くした。

　青あお柳やぎに向けられた純血種ピユアの少女の目つきが険しくなっていく。

　それを察した青あお柳やぎが、

「あいにく、クルーエルと大人の女性にしか興味がないんだ」

　悪びれるように頭を搔かいた。

「くっ──」

　黒い刀を握る手にも力が入る少女。

「危ない！」

　叫んだのは七なな瀬せだった。

　同時にハギオも暗がりで何かが動いたのを見た……。鈍く光る黄色の双そう眸ぼう。長く尖とがった牙。倒れていた混血種ハーフがクルーエル化してしまったらしい。

　純血種ピユアの少女の肩に襲いかからんとする。

　咄とつ嗟さにハギオは鉄剣に手を伸ばす。そして、その切っ先を少女の肩越しのクルーエルへと振り向け──、

　すべてが白銀の光に満ちた。

　ただの鉄剣が、荘そう厳ごんなる白銀の剣に生まれ変わり、クルーエルの脳天を正しく真っすぐに貫いていたのである。








二章　シルバーウルフ









　あのころ──。

　オレがまだ両手で数えられるような歳としだったころ、渋しぶ谷やという街は、ひとりの狼おおかみによって守られていた。

　渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だん元隊長・シルバーウルフによって。

　人は彼をこう呼んだ。




　銀のアルケミスト──「錬銀術師」と。




　シルバーウルフの領りよう域いきは【閃せん銀ぎん】。

　その領りよう域いき下かにある錬成物が掠かすめたクルーエルの身体からだは「閃せん」という鋭い光に焼かれ、たちまち灰と化してしまう。

　アルケミストの数だけ存在すると云いわれる領りよう域いきの中で、シルバーウルフの【閃せん銀ぎん】は世界でもっとも強いとされる「七大領りよう域いき」のひとつ。

　あのころ、そんなシルバーウルフに誰もが夢中だったように思う。現場に登場すれば、その戦闘パフォーマンスはすぐに動画配信サイトにアップロードされたし、当然小学校でも男子はシルバーウルフの話題で持ち切り。錬銀術の武器のレプリカを学校に持ってきて、没収されてしまう生徒もいたような。

　シルバーウルフを嫌っていた同年代の男子なんて、オレぐらいだったんじゃないか？

　嫌っていた理由はひとつ。

　母さんがシルバーウルフにゾッコンだったから。

　まあ、要するに妬やいていたわけだ。




　あのころのオレは錬金術に興味がなかった。幼いころに亡なくなった、顔も覚えてない父がアルケミストだったらしいが、どうでもよかった。オレには母さんがいればよかった。

　薔ば薇ら十じゆう字じ団だんにいたっては、サーカスくらいに思っていた。

　クルーエルを倒すことをエンターテインメントに昇華させた、サーカス。あながち間違ってはいないだろう。人々は薔ば薇ら十じゆう字じ団だんとクルーエルのバトルを、ショーとして安心して観みているのだから。

　そんなオレの錬金術や薔ば薇ら十じゆう字じ団だんに対する無関心を変えてくれたのが、皮肉にも嫌っていたシルバーウルフだった。母さんにどうしてもと誘われて、シルバーウルフとクルーエルの一戦を観みに行ったときのこと。

　場所は渋しぶ谷やスクランブル交差点。ものすごい人だかりだったのを覚えている。ＳＮＳで渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だんの公式アカウントが、シルバーウルフが現場へ向かっている、という情報を発信していたから。シルバーウルフ目当ての同世代くらいの男子もたくさんいた。それでも母さんは大人げなく人を搔かき分わけて規制線手前まで行く。手を握られているオレは素直に従うしかなかった。

　すると、すでにひとりのアルケミストが凶暴なクルーエルと戦っていた。

　あのころ、まだ隊員のひとりに過ぎなかった青あお柳やぎだ。彼目当てで来ている若い女性も多かったはず。青あお柳やぎは若くして応用四錬則のひとつである《体バデル》──身体からだの細部を対象モチーフに見立てて任意の成果フルーテを錬成するための錬金修辞学アレトリツクを使いこなしていた。領りよう域いき【滅めつ金きん】と掛け合わせ、構えた指鉄砲を金の拳銃に変える。青あお柳やぎの戦闘技術は高く、シルバーウルフの一番弟子とも云いわれていた。

　──が、そのとき、青あお柳やぎが相手にしていたのは、両脚ともにバネのように歪いびつな変形を遂げたクルーエル。アットランダムに跳び回るせいで金銃の狙いも定めにくいし、クルーエルが群衆の方へと行かないようにするだけでも骨を折っていた。

　あるいは、青あお柳やぎはそんな演技をして、人々の心配を煽あおっていたのかもしれない。彼の登場が輝くように。

「渋しぶ谷や区くの皆さん！」

　低く吠ほえるような声が響き渡る。

　一台の選挙カーが交差点に進入してきたのだった。ルーフの看板には厳いかつい書体で「汁しる婆ば亜あ売うる風ふ」と書かれてある。

「シルバーウルフ！　シルバーウルフでございます！　どうか、皆さまのお力で、わたくしを英雄にしてください！」

　母さんがオレの手を強く握る。

　オレは握り返すことすらできなかった。選挙カーの上のステージに立つ、初めて生で見るシルバーウルフの存在感に圧倒されて。

　銀の毛並みの狼おおかみマスク。逞たくましく鍛え上げた肉体美が浮き出る銀のボディースーツ。さらりと羽織った青いマント。

　拡声器を持って身ぶり手ぶり、さながら政治家のようで群衆からも笑いが起こる。

「渋しぶ谷や区く民みんの皆さん！　わたくしシルバーウルフは！　この戦いでいちばん声を出してくれた人に！　愛用の銀の指輪を贈ることを公約しようじゃありませんかっ！」

　シルバーウルフのマニフェストに群衆は大盛り上がり。母さんも飛び跳ねて喜んだ。

　そこにいる誰もがクルーエルのことなど忘れていた。シルバーウルフはそれほどに存在感と吸引力のある男だった。まさか、直後、クルーエルが空から勢いよく降りてくるとは思ってもいなかった。巨体が選挙カーの上へ──。車体はぐしゃりと大きな音を立てて無残に凹へこむ。

「レンタカーで良かったよ」

　ところがシルバーウルフはアスファルトに寝そべっていた。優雅に。その挑発にクルーエルがシルバーウルフ目掛けて勢いよく飛びかかる。

「《類シミユラ》」

　立ち上がったシルバーウルフが拡声器からハンマーを錬成し、クルーエルの身体からだに振り上げる。高く浮き上がるクルーエルの巨体。

　さらにシルバーウルフはフロントガラスのワイパーを外して、

「皆さん！　カメラのご準備はよろしいかな！　今から英雄っぽい武器を錬成します！　ふぅ……《類シミユラ》！」

　ワイパーから錬成されたのは、形状のよく似た弓だった。その弓は錬成されると同時に領りよう域いき【閃せん銀ぎん】を浴びて輝く銀弓シルバーアローと化す。

　歓声に気分を良くしたシルバーウルフは銀弓シルバーアローを見せびらかし過ぎる。クルーエルが空を折り返して落下するというタイミングでようやく、

「矢が……ない」

　ことに気づく。

「隊長！　《隣ネイブ》ですよっ」

　青あお柳やぎの小声に助けられるも、もちろん聞こえていないふり。

「……なんてな、はっはっは！　いくぞ、《隣ネイブ》！」

　基本三錬則のひとつで、対象モチーフと隣り合う関係にある成果フルーテを錬成するための錬金修辞学アレトリツクだ。

《隣ネイブ》によって銀弓シルバーアローから錬成されたのは、銀の矢。準備が整う。シルバーウルフは天に向かって思い切り弓矢を放った。

「あっ」

　シンプルに的を外す。

　さすがに今度こそ本当にまずいと思ったのだろう。シルバーウルフは、めったにお目にかかれない特殊五錬則の《再リトラ》を唱えた。それは、一度錬成したことのある成果フルーテを、対象モチーフ無しで再び錬成するための錬金修辞学アレトリツク。国内のアルケミストでも完璧に扱える者は限られるというが、シルバーウルフは《再リトラ》によって、何もない宙空に美しい銀の剣を呼び込むと右手で強く握りしめた。

　オレはもうこの時点で心を完全に摑つかまれていた。

「薔ば薇らの加護のあらんことを──」

　シルバーウルフが、落下してくるクルーエルの身体からだに銀剣を突き立てる。剣身が灰色の巨体を真っすぐに貫く。閃せんの光によって焼かれる一瞬の末に、クルーエルは灰となって散ったのだった。




　カッコよくて、面白くて、強くて。

　そんなシルバーウルフの戦闘パフォーマンスを生で見て、オレの錬金術や薔ば薇ら十じゆう字じ団だんに対する考え方は変わった。

　シルバーウルフのことも好きになった。けど、それは彼の戦闘パフォーマンスに感激したからじゃない。

　シルバーウルフは戦いを終えると母さんの前に立った。そして、片膝をついて銀の指輪を差し出した。

「あなたの声がいちばん届いた。指輪をどうかもらってください」

　たしかに母さんは人一倍興奮して叫んでいた。でもまさか。母さんは紅潮してただただ呆ぼう然ぜんと指輪を見つめる。

　交差点に拍手が響き渡る。

「あなたならきっと美しい花が咲く」

　子供のオレには、そのリングにあしらわれている丸っこいモチーフが、花ではなくつぼみだなんてわからなかった。

　と、ようやく母さんが、まるで少女のように躊躇ためらいがちに左手を差し出す。その手をシルバーウルフが優しく取って──、

　オレは、叫んだ。

　母さんが自分のものじゃなくなる気がして。まあ、離れろとか、母さんに触るなとか、そんな類たぐいの言葉だったと思う。

　オレの声はあまりに大きかったらしい。拍手も止やんで、あたりは静まった。あのきょとんとした狼おおかみの顔をいまだに覚えている。

「そうか、そうかそうか」

　シルバーウルフは微笑ほほえむと、母さんと目を合わせた。今思えば、そこにきっと会話が成立していたのだ。母さんも微笑ほほえんでいたから。

「君の声がいちばん届いたよ」

　そう云いうと、シルバーウルフはオレの右手を取った。手を引っ込めようとしても離してくれなかった。オレの人差し指に子供には大き過ぎる銀の指輪を通していきながら、シルバーウルフはオレに約束させた。

「君が咲かせるんだ、立派な花を」




　あの日からだ。アルケミストになりたいと思うようになったのは。将来は薔ば薇ら十じゆう字じ団だんに入って、シルバーウルフと一緒に戦いたい！

　その心の火が消えないように、澄んだ油を落とすような気分で、オレはシルバーウルフからもらった銀の指輪を毎日欠かさず身につけた。

　シルバーウルフが戦死したのは、それから三年後の春だった。

　オレはアルガクの中等部一年になったばかりだった。

　オレは母さんと一緒にシルバーウルフの葬列に並んだ。宮みや益ます坂ざかから道どう玄げん坂ざかにかけて長く延びたシルバーウルフの葬列。坂の両脇には桜が咲いていて、オレはそれをきれいだな、なんて思いながら歩いた。母さんがあんなに泣いているのを初めて見た。母さんを泣かせるシルバーウルフは英雄じゃないと思った。

　渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だんの隊長の後任に選ばれたのは、青あお柳やぎ惣そう。実力的に当然の結果だったろう。同時に隊員たちも入れ替わった。こうして現在の七人の顔ぶれとなる。

　そんな青あお柳やぎ体制となった渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だんだが、以前よりもさらに人気を得た。それほどにルックスが良くて、領りよう域いきもそれぞれユニークで魅力のある隊員揃ぞろいなのだ。が、逆にオレは少しだけ冷めてしまった。

　今の渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だんの戦いぶりには、心に響くものがなかった。

　しかし、かえって気づかされる。シルバーウルフは戦いを通してオレたちに希望を与えていたのだ、と。




　父がいなくても、オレたち家族は幸せだった。オレには、この幸せがずっと続くような気がした。

　中等部二年の冬の日だった。

　クルーエルがオレの目の前で母さんと弟を襲ったのは。

　駆けつけた青あお柳やぎによって、クルーエルは葬ほうむられたが、母さんは、弟は──。

　オレだけが母さんに守られて助かった。

　今でも覚えている。

「界かいくん……ぎゅって、して」

　最さい期ごに耳元で囁ささやいた母さんの言葉を。

　手を回してみても、もう、そこには抱きしめる背中がなかった。




　　　　＋　＋　＋




　闇を穿うがつような純白の閃せん光こうが満たす──廃ビルの一室。その光の中心にハギオの握り締める剣があった。ハギオはその眩まばゆいほどの光に目を細めながら、

「これは……」

　ただの鉄剣が、光り輝く銀の剣に生まれ変わっているのをみとめた。その切っ先はクルーエルの頭蓋を正面から貫いている。

　クルーエルの脳天から全身にかけて、煌きらめく「閃せん」のヒビが走る。銀剣の閃せん光こうが止やんだかと思うとクルーエルは灰と化して勢いよく散った。

　目元を覆ってしのぐハギオ。

　ゆっくりと手を下ろすと、水を打ったように静かな暗がりの中に、灰色の雪がしんしんと降っていた。

　ハギオはその雪降りの中で、純血種ピユアの少女と目が合った。その赤い瞳には、当然ながら驚きと──それから、

「くっ！」

　人間などに助けられてしまった、そんな屈辱とが入り混じって見えた。ハギオの脇を過ぎて少女は走り去っていく。

　その刹那、少女の首元の小さな黒い刺青いれずみがハギオの目に入った。それは彼女が手にしていた刀を象かたどっているようだった。

「どうしてハギオくんが……」

　七なな瀬せが云いう。

　横の颯ふう天てんも啞あ然ぜんとしている。

　いや、ハギオ自身ですら自分で手にしているものが信じられない。それは、あたかもシルバーウルフの領りよう域いき【閃せん銀ぎん】を浴びたかのように、銀の刃やいばに十字にも似た「閃せん」の光が星のように瞬またたいているのだ。

　それだけじゃない。

「咲いてる……」

　銀剣を握る右手の人差し指に嵌はめていた銀の指輪──。そこに拵こしらえられている、つぼみが、めくれ上がるように薔ば薇らの花を咲かせていた。

　しかも、花びらの中心には煌きらめく青い石がひとつ。

「驚いたな」

　革靴の音が近づいてくる。

「どうして君が、シルバーウルフの領りよう域いきを──」

　足音が止まる。

「来るな……」

　ハギオが青あお柳やぎに剣を振り向けていた。

　青あお柳やぎの表情には余裕がある。月明かりが彼の顔を半分だけ照らす。心の据わった美しい少年が、そのまま大人になったような危うさがある。

　ハギオはそんな青あお柳やぎを睨にらんで離さない。肩で息をしている。顎から汗が滴したたる。

「君のことは覚えてる」

　青あお柳やぎも目を逸そらさずに云いう。

「にしても、よく襲われる子だね」

　血が、頭に上った。

　自分が剣を青あお柳やぎに振り下ろしたことにも気づかぬほどに。しかし、

「……はっ」

　ハギオはすぐ我に返る。

　目の前で刃やいばを素手で摑つかんで受け止める青あお柳やぎ。

　刃やいばを伝って下りてくる赤い血。

「すまなかった」

　その声を耳元で聞いた。

　ハギオは青あお柳やぎに強く抱き止められていた。

　銀の剣がハギオの手から離れ落ちる。コンクリートの上で跳ねる音。

「君の家族を救えなかった。殺したいなら殺すといい」

「…………」

　母と弟の顔が浮かんだ。

　ありえたはずの楽しいクリスマスイブ。

「どうして……」

　ハギオの涙が青あお柳やぎのコートの肩に染しみを作っていく。

「もっと、あのとき、早く……」

　違う。

　青あお柳やぎが憎いんじゃない、憎いのは青あお柳やぎを憎むことしかできない自分自身だった。あのとき、母と弟を守れなかったのは自分じゃないか。

　とうに涸かれたと思っていたはずの涙がとめどなく溢あふれてきて、どうしようもない。

　銀の剣には窓の向こうの月がひっそりと映っている。




　　　　○




　にゃー、にゃんにゃお、

　おにゃん、にゃー、にゃんんにゃんん、

　廃ビルのフロアを純白の光が満たす、そのとき、窓のすぐ外──《××ビル》と書かれた外付けの看板の上で、緑の毛並みの美しい猫がブレイクダンスを踊っていた。激しいステップに首輪に付けられた白い鈴が鳴る。

　んーにゃっ！

　閃せん光こうが止やみ、猫は決めポーズを取ると、急に興味を失ったように隣家の屋根へと飛び移り、あっという間に姿を晦くらました。




　コポコポ、コポポコポ…………。

　水中に泡が放たれるときのくぐもった音が闇夜に妖しく響き渡る。

　人気居酒屋チェーン「苔こけ丸まる水すい産さん」の屋上。

　店内ならまだしも、そこに本来あるはずのない水槽が屋上に。

　夜と親和性のある青い光が、水槽内の水に澄み渡る。間断なく立ち上る泡すら青く見える。黄、緑、紫色の水草。桃色サンゴ。悠々と回遊する棘とげの生えた紅あかい魚。

　そんな水槽がスマホを眺めている。

　水槽にはセーラー服姿の女子の首から下が生えていて、その華きや奢しやな白い手がスマホを横向きに構え持っていた。カメラが激しく動くせいで映像は乱れているが、そこに気になる眩まばゆい光を放つ銀剣を確認することができる。

　にゃーん、お、にゃーん。

　スマホから目線を落とすと緑の猫が「卍まんじ」みたいなポーズを取っていた。

　水槽が喋る。

「……ねえ、踊りすぎィ。ほとんど見えないんだけど、ねえ」

　猫は「仝くりかえし」みたいなポーズを取る。ちりん。鈴の中に見えるは小型のカメラ。

「おいっ！」

　声に水槽が振り返る。

　目の前に目出し帽が投げ捨てられた。屋上まで駆け上がってきたのか、赤髪の混血種ハーフが肩で息をしていた。

　朝、ハギオと渋しぶ谷やで喧けん嘩かした動画配信者の男である。

「見てたんやろ……あんたの指示通りに、やることはやった。……あのガキに木刀持たせて、ヤク中の混血種ハーフに振り下ろさせた。これでええやろ……なあ」

　その瞳には、もう水槽の光しか映っていない。赤髪は吸い寄せられるようにして、ゆらゆらと水槽少女に近づいていく。

「もっと間近で見たい…………水、水水、その水槽の水が飲みたい。飲みたい水槽の中に入りた……い……」

「わがままだ、ねえ」

　水槽少女は人差し指をすっと立て、

「腹ぺこパウンド・の水玉イン・ブルー」

　ごっぽっ

　そんな重たくも水々しい音がして、わたあめほどの大きさの水の塊が、水槽少女の人差し指の先に生じる。

「あーげるっ」

　ぽぅんわわわ～ん……と放たれた丸い水塊が、重力を無視して、ゆったりと赤髪の顔面へと向かっていく。

「はっ……やった」

　混血種ハーフの赤い瞳には水塊が、水塊には混血種ハーフの顔が映っている。そうして、水の輪郭が男の目玉に触れた瞬間、

「え？」

　でゅっぽっん

　赤髪の内臓がすべて水塊の中へと取り込まれたのである。

　水塊の中をぐるぐると廻まわる、赤々としたはらわた。そのうちの目玉が、もぬけの殻と化した自分の肉体を眺める。両目を喪失し、ただの穴となった部分から血がたらーっと垂れる。

　つん。

　水槽少女が指先で滞空するグロテスクな赤い水塊に触れた。魔法じみた表面張力が失われ、水塊は弾はじけ、中の内臓が屋上に飛び散った。

「ローファーに血、付いちゃった、最悪、ねえ」

　水槽少女は云いいながらスマホを再び眺める。

　銀の剣を握りしめる少年の姿。

「でも、んーあ」水槽少女は、水槽のように澄んだ美しい夜空を見上げて「何百年かぶりにこんなに興奮してる、ねえっ」と笑った。

　ボコッ、ボコボコボコボコッ……水槽の中に青い泡が勢いよく咲き乱れる。




　　　　○




　牛丼屋チェーン「夜や牛ぎゆう家や」の名の由来は、日光を与えないで育てた引きこもり和牛しか使わない、というこだわりから来ている。そんな夜牛を使った牛丼は絶品で、本店である渋しぶ谷やセンター街店は行列ができるほどの人気。

　昨夜、ハギオたち四人が待たずに入れたのは運が良かった。

　狙い目は朝方だ。

　ハギオはいつもそのために早起きをし、代よ々よ木ぎ公こう園えんからセンター街まで行く。朝は朝で「朝食セット」がうまい。

　カウンターに座って、食券を置く。混血種ハーフのアルバイトの子が「いらっしゃいませ、夜や牛ぎゆう家や朝食セットＢですね」と元気よく半券を千切る。そこから十数秒と経たたずして、ハギオの目の前に牛丼と卵と味み噌そ汁しるとキムチが置かれているのだ。

　喉が詰まりそうになるくらいに勢いよく搔かき込こむのがハギオの常だった。が、今日は牛丼の減りが遅い。

　昨夜の廃ビルの一件を思い返していた。

　混血種ハーフを殺そうとしてしまった。混血種ハーフをクルーエルのように憎んでしまった。まず、その事実にハギオ自身がショックを受けていた。

　そんな人間にだけはなりたくなかったのに。

　店内には混血種ハーフの客もたくさんいる。出勤前のサラリーマン、それに朝帰りの大学生の混血種ハーフ。みな牛丼の上にトッピングの血液粉末を振り掛けている。ハギオは彼らの顔がまともに見られなかった。

　七なな瀬せと颯ふう天てんに噓うそをついてしまったことも思い出す。自分の意思で混血種ハーフを襲おうとしたんじゃない。目出し帽の男に命令されて止やむを得えず木刀を握ってしまったのだ。あの一室に遅れてやってきたふたりには後でそう話した。

　いや──。

　にしても昨夜はそれだけじゃなかった。

　純血種ピユアの少女。彼女はいったい何者だったのか。黒い刀。首元の刺青いれずみ。

　日本の法律では、純血種ピユアは「警察およびこれに準ずる機関が無条件に拘束・監禁してよい」とされている。純血種ピユアの吸血鬼はそれほどに混血種ハーフより危険なのだ。血への渇かつ望ぼうが強く、身体能力も並じゃない。

　そして、鉄剣が閃せん光こうを放って銀の剣と化したこと──。銀の指輪のつぼみが、立派な薔ば薇らの花を咲かせた。

『──領りよう域いき石せきだ』

　昨夜、青あお柳やぎは花びらに囲まれるようにして佇たたずむ小さな青い石に触れ、そう云いった。青い石は青あお柳やぎの錬れん素そに反応して控えめに光った。

『領りよう域いき石せき？』

　聞いたこともなかった。

　麻ま痺ひの引いた七なな瀬せも首を横に振った。颯ふう天てんだけが知っていた。

『領りよう域いきが染しみ込こんだ石……すごく珍しい』

『その通り。長年に渡って身につけることで術者の領りよう域いきが石の中に染しみ込こむ。そういう奇跡があってね。なかなかお目に掛かれるものではない』

　曰いわく、領りよう域いき石せきに染しみ込こんだ領りよう域いきは錬れん素そを使って引き出すことができる。ハギオが木刀を鉄の剣に錬成した際、体内の錬れん素そが右手に集中した。領りよう域いき石せきの中の領りよう域いきは、その錬れん素そによって引き出されたらしい。

『この青い領りよう域いき石せきにはおそらく、シルバーウルフの【閃せん銀ぎん】が染しみ込こんでいる』

　信じられなかった。

　この小さな青い石の中に、憧れのアルケミストの領りよう域いきが染しみ込こんでいて……その【閃せん銀ぎん】を自分が引き出したなんて。

　でも、謎だった。

　授業で錬金術を唱えたときは、一度も【閃せん銀ぎん】は作用しなかった。

　すると青あお柳やぎがあくまで可能性の話をする。

『その授業のときは、まだ領りよう域いき石せきが使える状態にはなかったのかもしれない』

　そもそも領りよう域いき石せきを、ただの石の状態からアクティブ（使用可能）へと切り替えるには、強力な錬れん素そに溺れさせる必要があるのだという。

　授業が終わってから、どこかのタイミングでその儀式が行われたのではないか。青あお柳やぎに問われたが、

『そんな儀式……』

　ふと頭をよぎる──、廃ビルへと向かう途中の路地で水槽を見つけて近づいたら、その水が手に掛かったこと。

　話したところで鼻で笑われると思った。

『身に覚えがない』

『そう……』

　青あお柳やぎは云いうと、思い出したように、くすっと笑った。

『覚えてるよ。スクランブル交差点で小さな子供がさ、母親を取られると思ったのかな、シルバーウルフを大声で怒って……。でもそのおかげで指輪は君の元へ行った。不思議な巡り合わせだね。きっと隊長もその指輪の中に石が入ってたなんて、ましてやそれが領りよう域いき石せきに変化してるなんて思ってもみなかっただろう』

　嬉き々きとして話す青あお柳やぎに対し、ハギオは感傷的な気分に陥っていた。

「はーあ」

　あのときの感傷の正体が今ならわかる。牛丼に箸を入れて一口分を持ち上げるハギオ。口まで運べない。

　人差し指には大ぶりな薔ば薇らが咲いている。

「結局、オレはつぼみのままかよ……」

　心のどこかで期待していた。ようやく自分の領りよう域いきが開花したのではないかと。

　違った。

「でも、この領りよう域いき石せきって……未み来らい永えい劫ごう使えたりして」

　だとしたらそれはもう、ほとんど自分の領りよう域いきのようなものじゃないか！　小さな光が見えた気がする。

「残念だが、領りよう域いき石せきには使用限度がある」

　右隣の客に生まれたばかりの希望を摘まれる。

「……え」

　おそるおそる右を向けば、牛丼屋の雰囲気にまったく合わない、仰々しい変面師の格好をした担任の宇う陀だが座っていた。

「なんでいるんだよ……」

「こっちの科白せりふだ、先生はアルガクの教員になってから夜や牛ぎゆう家やにずっと朝通いしてるぞ。ハギオはいつから通ってる」

「二週間前とか」

「はい先生の勝ちー。だーっ哈はっ哈はっ哈はっ！」

「……」

　朝食セットＢが宇う陀だの元へと運ばれてくる。どんなふうに食べるのかと思ったら、宇う陀だはお面の下を少しめくって、口だけ出して牛丼を食べ始めた。

「……ん、今年は早いな」

　宇う陀だが店内に備え付けられたテレビを見て漏らす。そこに映し出されていたのは、花に傀かい儡らいと書いて「花はな傀かい儡らい」という危険な花に関するニュースだった。

　春になったら現れる花はな傀かい儡らいは、ブラッド・ドラッグの原料にもなる花の一種。吸血鬼種が触れるとクルーエル化の危険すらある植物だ。

　花はな傀かい儡らいは、花の一種とは云いえ、通りいっぺんの花の形は取っていない。膨らんだ白い重曹のような見た目が基本であり、軽量ゆえに風に乗って飛び、地面でも建物でも引っ付いた場所の色や柄をそのまま花はな傀かい儡らいの外見として反映させる。

　ニュースで取り上げられていた今年初の花はな傀かい儡らいは、渋しぶ谷や駅えきの高架下のコンクリート壁に張り付いていたようだ。赤いストリートペイントの模様を反映していた。

「けっこう近いっすね、ここから」

「だな…………じゃない。青あお柳やぎから昨夜の話は聞いている。……まず、その領りよう域いき石せきは数回しか使用できないから過信はするんじゃないぞ」

「青あお柳やぎがどうしてあんたに」

「そりゃお前、先生は青あお柳やぎの元担任だからな。あの天才アルケミストは先生が育て上げたと云いっても過言ではない。今でもたまに連絡を取っているのだ」

「あっ」

　宇う陀だが勝手にハギオの牛丼の肉を摘つまんで食べたのだった。

「中学生か」

　突っ込むハギオに宇う陀だは云いう。

「そういや、クルーエル未満の混血種ハーフを殺そうとしたらしいじゃないか」

　ぎくっ。

　と、わかりやすく肩が動くハギオ。

「それと、クルーエルを葬ほうむっていいのは薔ば薇ら十じゆう字じ団だんと警察だけだ。特別な許可が下りたわけでもないのにクルーエルを葬ほうむるなど言語道断。これがアルガクに知れたら、退学は必至だな。その場に居合わせた他の生徒たちにも処分が下るだろう。ただ、運のいいことに、その事実を知っている教員は今のところ先生だけ」

「もっとお肉食べませんか、先生？」

「そういうことだ。先生の云いうことは何でも聞けるな？」

「何でも……」

　すると、宇う陀だは一枚の黒い名刺を差し出してきた。ただの四角形ではなく棺ひつぎの形をしたユニークな名刺で、そこに赤字で「BAR　blood branky（バー ブラッドブランキー）」と書かれている。

「ここでバーテンとしてバイトしてもらう」

「ちょっと、よく意味が」

　渋しぶ谷やのオルガン坂にあるバーらしく、人手が足りなくて困っているのだとか。いや、だとしてもどうして自分が。

「実は、そこのオーナーのエンマという男が……まあ、こいつも相当変わってる奴やつなんだが、オレの教え子でな。そういやエンマと青あお柳やぎは同じクラスだったか」

　エンマという男は高等部一年の途中でアルガクを退学したらしい。理由は、平和主義で戦うことが嫌いだったから。

「錬金術の才能はあったんだが。まあ、そんなことはどうでもいい。先生はエンマともよく連絡を取る。それで血の気の多い生徒がいたらぜひバイトに欲しい、なんて云いわれてな。先生、頼まれたら断れない性格だろ？」

　知らん。

「で、悪いんだが、今日の夜からさっそく働いてもらいたい」

「いくらなんでも急すぎる」

「ん、退学するか？」

「いや……」

　ハギオは少し考えるようにして続けた。

「その代わりに条件がある」

「おいおい。条件を提示してるのはこっち側なんだぞ？」

「……オレにクルーエルと戦わせてほしい」

　あまりに身の程知らずの発言に宇う陀だも苦笑するしかなかった。

「ごく稀まれに、優秀な生徒を現場にトライアルで派遣することはある。が、優秀どころか、お前は領りよう域いきも未開のつぼみだ」

「知りたいんだ」

　ハギオは食い気味に云いった。

「どれだけ、今の自分と、薔ば薇ら十じゆう字じ団だんのアルケミストたちに差があるか」

「それがわかったときには、お前はこの世にいないかもな」

「……」

「考えておく。が、考えておくだけだ。教員として、けっして生徒にそんな無茶な真ま似ねはさせられない」




　代よ々よ木ぎ公こう園えんの入り口まで宇う陀だの運転する車で送ってもらい、降りた。ハギオは今一度、宇う陀だの車を冷ややかな目で見る。

　それは、どこからどう見ても霊れい柩きゆう車しやだった。黒光りのする車体に金の華々しい屋根が載っている。聞けば、二〇代からずっと乗っている愛車らしい。

「じゃ、授業頑張れよ」

　運転席の窓を開けて手を振る宇う陀だにハギオが慌てる。

「いやあんたは!?」

「先生か？　これから代だい官かん山やまで今度の『月刊アルケミスト』の取材なんだ。今月号から連載が始まってな、だーっ哈はっ哈はっ哈はっ！」

　そう云いって、宇う陀だはハギオに『月刊アルケミスト』の今月号を渡した。

　自意識過剰にも付箋が挟まっている。素直にそのページを開いてやると、そこには「アルガク名物教師・宇う陀だの街ぶら散歩」なるコーナーが。変面師の格好をした男が楽しそうに食べ歩きをしている。

「誰が読むんだよ……」

「え」

　宇う陀だの傷ついたようなつぶらな瞳。ハギオが発言を修正する。

「……絶対に面白い。こういう『誰が読むんだよ！』みたいなゆるい企画がいいんです。で、やっぱり先生は華があるから」

「あ、はは、だーっ哈はっ哈はっ！　そうだろ、そうなんだよ」

　今日は代だい官かん山やまのオープンテラスカフェを巡るらしい。霊れい柩きゆう車しやは窓からピースを出しながら、明めい治じ通どおりを行ってしまった。

　ほんとに誰が読むんだよとハギオは思いながら、ページをさらに繰ると宇う陀だのプロフィールが最後に紹介されていた。それを見て、ハギオは呆あきれ顔がおから真顔に戻る。

『第八回・アルケミストカップ 優勝』

　年に一度だけ開催される、世界中のアルケミストのためのバトルトーナメントだった。世界中から凄すご腕うでのアルケミストが参加し、トーナメント形式で戦い、世界でもっとも強いアルケミストを決める。

　噂うわさには聞いていたが、

「本当だったんだ」

　宇う陀だはアルケミストカップの数少ない日本人覇者だということ。

　想像すらできない。生徒の牛丼から肉を盗んだり、弱みを握ってよくわからないバーで働くよう脅したり、そんなセコい宇う陀だが世界一のアルケミストだったなんて。

　その号ではさらに今年のアルケミストカップ優勝者の広告ページも作られていた。

　ハギオは、今年の覇者がまさかの渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だんの隊員であることに驚く。

　領りよう域いき【煙えん蠱こ】の使い手・フランだった。

　イギリス出身のフランは、その怪物じみた見た目に反して、名門として知られるアルガク・ロンドン校を首席で卒業したアルケミストだ。錬金術が不得手ながら領りよう域いきの力が凄すさまじく、ロンドンの十じゆう字じ団だんに数年ほど在籍し、多くの芳かんばしい結果を残した。そんなフランを日本の薔ば薇ら十じゆう字じ団だん本部が大金を積んで招しよう聘へいしたとの噂うわさだ。

　花吹雪が舞うステージで、大きな優勝カップを手にして大泣きしているフランの写真が華々しい。フランケンシュタインのように大柄で肌の色が心配になるくらいに悪く、怪物じみた強さ。それがフランのニックネームの由来だ。

　薔ば薇ら十じゆう字じ団だんとしてクルーエルと対たい峙じするアルケミストたちの強さすら、今の自分には到底及ばないだろう。ましてやそのナンバーワンを決める戦いなんて、いったいどんな次元なのか、とハギオは思う。……さらに恐ろしいのは、そんなアルケミストカップですら測ることのできない凄すご腕うでのアルケミストたちが、この世には存在するということ。アルケミストカップはあくまで表の世界のトーナメント。アンダーグラウンドで暗躍する危険なアルケミストたちもいると噂うわさには聞く。

　アルガク校内の階段を下りていくハギオ。一限の『錬金術・実践』は、地下の「虚きよの間ま」で行われると聞いていた。案内図に従って地下八階のフロアを進み「虚きよの間ま」の前へ。名前からは室内の作りが想像しにくい。

　重厚な扉をぐっと力を入れて押し開け、

「何だ、ここ」

　意表を突かれた。そこは部屋というよりスタジアムである。

　中央は盆地のように低くなっており、白いステージが用意されている。そのステージを囲むように客席が斜面にみっしりと並んでいた。

　授業内容は生徒たちに事前に知らされていなかった。

「ハギオくんっ」

　客席から立ち上がって、ハギオに向かって走ってくる七なな瀬せが見えた。

「昨日の怪け我が……だよね」

　ハギオの右頰の擦り傷に触れようとして、寸前で引っ込める。

　七なな瀬せはハンカチを手のひらの上で広げ、そこにもう片方の手を翳かざす。すると魔法のように氷が数粒落ちてきた。

「動かないで」

「いい」

　ハギオが遠慮しても、七なな瀬せはやめようとしない。氷を包んだハンカチは冷たくて、少し痛くて、気持ちよかった。

　ただ、目のやり場には困った。

　正面を向くわけにいかないから下を向く……のだけど、そこには七なな瀬せの隠しきれない胸の膨らみがあるわけで。

「あっ……あんまりこっち、見ないで。今日ちゃんと化粧できてない……」

「瞳に映ったオレを見てる」

「何それ」

　と、そこへ再び救世主が。

「あ！」

　七なな瀬せのハンカチを奪い去ったのは、

「……うままま」

　翠みどり川かわつかさだった。しゃがんだまま、猫のように手のひらに出した氷を舐なめている。

「七なな瀬せさんの汗で作られた氷……食べログ星４です」
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「汗じゃないっ……領りよう域いきだから！　……ハギオくん本当だよ信じて。え、も、もしかして汗の方が良かった？」

「オレにそんな趣味はない」

「あの……！　おふたりとも……昨夜はごめんなさいです」

　急に翠みどり川かわが謝りだす。

　ハギオはすぐにピンと来なかったが、七なな瀬せが補足してくれてわかった。昨夜、廃ビルの中で翠みどり川かわの姿が見えなくなったことについてだ。

「怖くなって帰ってしまいました。申し訳ない……」

「もう、わたしと颯ふう天てんくん、しばらく翠みどり川かわさんのこと探してたんだからね」

「ビルの中で何が起きたのかは、七なな瀬せさんから、お聞きしました」

　翠みどり川かわがハギオの指輪の青い石に目をやる。

「領りよう域いき石せきで銀剣を錬成したとか」

「何もすごいことはない。オレの領りよう域いきじゃないから」

「七なな瀬せさん」

　翠みどり川かわは立ち上がると、氷をぼりぼり頰張りながらハギオを睨にらみつける。すごい態度の変わりようだった。

「こんな皮の被ったつぼみ野郎のどこがいいんですか？　翠みどり川かわにしてください」

　その云いい方かた、語弊あるぞ……。

「そ、それは……」

　七なな瀬せはハギオのことに関して何か云いいたげだった。

　ところが、もじもじして話せないうちに授業は始まってしまう。中央ステージにライトが当たり、クラスメートたちが静かになる。

『よし！　全員揃そろってるか？　それじゃ、今日はここ「虚きよの間ま」で、お前たちにクルーエルのホログラムと対決してもらう！』

「あれ、さっき霊れい柩きゆう車しやで……」

　白いステージの上でマイクを握っているのは、ここにいるはずのない宇う陀だだった。

　ホログラムとはいえ、クルーエルと対決するという内容に、クラスメートたちがざわつく。ハギオだけが首を傾かしげていた。

『まあ……対決と云いっても、ホログラムのクルーエルはあらかじめプログラミングされた動きしか取らない。お前たちに襲いかかってくることもない。あくまでクルーエルに慣れるための演習と考えていい』

「七なな瀬せ」とハギオが声を掛ける。「先生、おかしくないか？」

「え、どこが？」

「影が」

　ステージには、宇う陀だの影が、なかった。

『さて、そろそろ気づいた奴やつもいるかもしれないが、私自身も録画されたホログラムだ。驚くほどリアルだろう。クルーエルもそれくらいリアルだから、怯ひるむんじゃないぞ』

　対決の説明に入る。

　まず、クルーエルについてだが、ホログラムといえど触感はあるのだという。そして、消失タイミングまでプログラミングされているらしい。

　すなわち「杭くい」を刺すこと。

　一人ひとり名前を呼ばれてステージの上に立つ。それから、足元にある「木の枝」「鉛筆」「プラスチック製の杭くい」のいずれかを選んで杭くいを錬成し、臆せずクルーエルの胸に突き刺すまでがミッション。

『当然「木の枝」から杭くいを錬成するのがもっとも難しい。対象モチーフと成果フルーテのギャップが大きいからな。挑戦したい生徒だけ試してみろ。……次に難しいのが「鉛筆」か。形状はだいぶ似ているが、これも大きさの面でやはり杭くいとはギャップがある。楽に杭くいを錬成できるのは「プラスチック製の杭くい」だ。大きさとシルエットは同一だから、錬れん素その集中と錬成イメージさえうまくいけば難なくクリアできるだろう』

「わたし野球ボールすら錬成できなかったけど……できるかな」

　悲観的な七なな瀬せとは対照的に、ハギオは待ちきれない。

　領りよう域いき未開のつぼみ。だからこそ中等部からずっと、ここまで純粋な錬金術の腕を必死に磨いてきたのだ。ホログラムだとしても、クルーエルと戦えると思うと武者震いがした。

「あ」

　客席で颯ふう天てんがひとりで座っているのを見つけた。

『さて、ここでスペシャルゲストに登場してもらおうか』

　宇う陀だが云いうと室内のライトがすべて消えた。ステージ上がまったく見えなくなる。どうやら照明や音声、ホログラムの調節は入り口横のミキサールームで行っているらしい。中に職員がひとり入っている。

　スポットライトが白いステージに再び当たる。歓声が上がった。そこには確かにスペシャルな錬金術師のふたりの姿があった。

『渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だんから、モネとフランだ』

　向かって右手に立っているのが、糸いと繰くりモネだった。ゆるめの美少女アルケミストとして、あるいは原はら宿じゆくのファッションアイコンとして、世の一〇代女子から熱狂的な支持を受けている。

　その左手に立つのが、今年度のアルケミストカップ覇者のフラン。モネの二倍はありそうな身長がまるでホログラムのよう。古めかしいセットアップを着ている。

『ここからはふたりに進行を任せる。よろしく頼むぞ』

　そう云いって消失していくホログラムの宇う陀だに、モネはずっと中指を立てていた。
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『ふぁっきゅー先生。今だから云いうけど、モネ、先生のギャグすごい無理だった。はは。あ、生徒のみなさんよろしく～』

　パープルピンクの髪の毛は、小顔に向かって巻き込んでくるようなシルエット。レトロなアニメＴシャツを可愛かわいく着こなし、胸には小さな人形のペンダントを着けている。人形はどことなくモネ自身に似ている。

　そんなモネにマイクを向けられるも、小柄なモネの倍ほど背丈のあるフラン。大胆に屈かがみこんで緊張しながら、

『フラン……がんばる』

　と唸うなるような低い声で云いった。

『ではでは。さっそく始めちゃうよ。ひとり目の生徒さんは……』

　モネはスマホを見て確認し、名前を呼んだ。

『ロゼ・アンヌ・シャーロットさん』




「はい」

　シャーロットは美しく返事をすると、客席を立ってステージに上がった。ピンクゴールドの上品なロングヘアが揺れた。

　ロゼ・アンヌ・シャーロットは、ロンドン生まれの、代々王族の警護を担になってきた由ゆい緒しよ正しきアルケミストの血を引くお嬢様だ。一年女子寮の寮長でもある。

　ステージに立つとシャーロットはまず手を組んだ。それは無造作に指を絡からませているようであって、たしかな意図があった。

　シャーロットの領りよう域いきは【組くみ香か】──手を組むことによって、意図する香りを漂わせる。

　そして今、シャーロットの鼻び腔こうを満たすのは故郷の香りだった。目を閉じるまでもなくロンドンの実家の門が見えた。迎えに出てくるばあや。ゴールデンレトリバーのジャック。庭のパラソルの下で手招きする母。その横でティーカップを啜すする無言の父。ハーブティーからそのハーブの香りが漂うように、父からはいつも父の香りがした。シャーロットは父の香りが好きだった。父の香りにいつも支配されていた。だからこそ、父の香りの届かない場所で、錬金術の腕を磨く必要があった。

　シャーロットは香りが見せる景色の中の父に向かって、

「いつか、あなたの香りを越えてみせます」

　と云いって、手を解ほどいた。

　景色が散る。元のスタジアムが視界に広がり、足元には選択可能な三種の対象モチーフ。シャーロットは中難度の「鉛筆」を拾い上げた。

　その瞬間、光線で編み込むようにして、シャーロットの正面にクルーエルのホログラムが出現した。シャーロットは灰色の巨漢を目の前にすると、その大きさに「お、大きいですわね……」と怯ひるみつつもすぐに気概を取り戻し、

「わたしは香りの錬金術師・ロゼ家の長女──」

　鉛筆を右手の小指と薬指に挟んだ状態で、複雑に何度か手を組む。すると、指の隙間から漏れ出た香りが鉛筆を包んだ。

　それは杭くいの香り。──組香フレグランスを纏まとった対象モチーフは錬成イメージに綻びがあっても、錬れん素そが残り少なくても、完全なる錬成を可能とする。

「《類シミユラ》！」

　目的とする成果フルーテの香りを纏まとった鉛筆は、少量の錬れん素そでのスムーズな錬成過程を経て、強度が抜群の杭くいと化す。

　ふわっ──と浮き上がるシャーロットの前髪。

　錬成風だった。それは、錬成過程に一切の無駄がなく、錬成物にも歪ゆがみがない場合に吹くとされる風。

　シャーロットは太く鋭い杭くいを握りしめてステージの上を駆け出す。

「笑止千万、これでも食らいなさい！」

　同じルートを行ったり来たりしていたクルーエルのホログラム。シャーロットが、その胸に勢いよく正面から杭くいを押し込む。

　次の瞬間、クルーエルは表情を一切変えず、ガラスが割れるような音と共にホログラムの切片を撒まき散ちらしながら消失した。

「ふっ……これしき馬の耳に念仏です」

　ほっとしたように肩を落とす、シャーロット。場内にはモネに促されるようにして拍手が湧き起こった。

　ちなみに、シャーロットは日本語の四字熟語やことわざが苦手である。それなのに頻繁に使う節あり。

　スポットライトの眩まぶしいステージ。シャーロットは客席に、拍手する父の姿を見たような気がして微笑ほほえんだ。




「さすがシャーロットさん、アルケミストの名家の生まれだね……って……ハギオくん？」

　七なな瀬せのそばからハギオがいなくなっていた。

　ハギオはというとステージからだいぶ近い席に座っている。

「リアルなクルーエルだな……」

　ハギオが隣の颯ふう天てんに云いう。すると、

「昨夜のことで、ひとつ聞きたいことがあるんだ」

「ん？」

「僕と七なな瀬せさんはその瞬間を見れてないから……。ハギオは本当に……自分の意志に反して、仕方なく木刀で混血種ハーフを殴ろうとしたんだよね？」

　ハギオは颯ふう天てんの横顔を見やった。

「どうして、そんな」

「ハギオ」

　颯ふう天てんは前を見つめたままで話した。

「今夜さ、ちょっと話がしたい」

「あ、わり……なんかバイト始めることになって」

「ずっと、云いいたくて、云いえなかったことがあるんだ。今夜がいい。僕のために、少しだけ時間を割いてくれない？」

「……颯ふう天てん」

　モネが次の生徒の名前を呼ぶ。

『翠みどり川かわつかささん！　いますか？　……あれ、えーっと、いませんか。ふぁっきゅーじゃん。それでは飛ばして──』

　あれ、さっきいたような……。しかし、ハギオが会場を見渡しても、翠みどり川かわの姿は見当たらなかった。

『──葉は揺ゆらし颯ふう天てんさん』

「はい」

　颯ふう天てんが立ち上がる。

　ブレザーを脱ぎ、シャツ一枚になってステージの上へ。その颯さつ爽そうとした身のこなしにクラスメートの視線が一気に集まる。

「葉は揺ゆらしくんって、ちょっとかっこよくなったよね」

　後ろのクラスメートの女子たちが、中等部のころと比較してか、そんなことを話している。正直ハギオもそう感じていた。

　中等部の一、二年のころは優秀なりにももっと抜けたところがあった。それが颯ふう天てんだった。でも三年から高等部に上がっての今の颯ふう天てんは、肝が据わっているというか隙がない。

　ハギオには颯ふう天てんがどこか無理をしているようにも見える。

　クラスメートがざわつき出す。

「……あいつ」

　颯ふう天てんは杭くいを錬成するための対象モチーフに「木の枝」を手に取ったのだった。




　颯ふう天てんは「木の枝」から杭くいを錬成するという挑戦に魅力を感じたわけじゃない。ハギオの前でそれを成功させることに意味があると思った。

　ハギオの方を見やる。

　驚いたような顔を期待したのに、そこにあったのは颯ふう天てんを案じる表情。悔しかった。その心配も無駄だったと思わせてみせる、と颯ふう天てんは意気込む。

　クルーエルは、──シャーロットのときとは違う登場の仕方をした。

　降ってきたのだ。

　まるでバランスボールみたいに膨らんだクルーエルだった。まず、ステージの外のエリアに落下、そこで大きくバウンドしてからステージ上に乗った。

　呆あつ気けに取られていた颯ふう天てんだったが「木の枝」を持ち直し、すぐ錬成イメージを膨らませる。鉛筆も杭くいも互いに材質は木である。大きさこそ異なれど形状自体は遠くない。

「《類シミユラ》……！」

　その発声がきっかけとなって、「木の枝」はくるくると手のひらの上で回転し、魔法をかけられたように木が肉付けされていく。そうして、木の枝はずっしりと重たい杭くいへと見事に生まれ変わった。

　颯ふう天てんは領りよう域いきの【陣じん風ぷう】によって、自らの背に風を起こす。

　アルケミストの父から学んだ技だった。人の身体からだは風に浮かない。しかし、その風が一陣の塊であるなら話は別！

「そのまま……真っすぐっ」

　颯ふう天てんは陣じん風ぷうに身を任せてクルーエルの巨体へと瞳も乾くほどの速さで接近──。鋭く尖とがった杭くいを胸元に突き立てた。

　その感触に颯ふう天てんの顔が青ざめる。

「どうして、刺さらない」

　クルーエルの身体からだは、まるで生地厚のゴムのようだった。深く食い込んでも、ギュンと撥はね返かえされてしまう。そこでようやく気づく。

「ホログラムじゃ……ない」

　身体からだがクルーエルの腹の収縮を食らって吹き飛ぶのがわかった。硬いステージに背中を打ちつけながら回転し、その勢いが止まったころ、意識の落ちる寸前に聞こえたのは、すぐ近くで自分の名を叫ぶハギオの声だった。




　そのクルーエルがホログラムでないことにハギオもすぐ気づいた。

　ホログラムならあるはずのない影が、そこにはあったから。颯ふう天てんがクルーエルに吹き飛ばされるころには走り出していた。ステージに上がって、颯ふう天てんの肩を揺すったが、すでに気を失っている。

　そこでさらなる異変に気づいて、あたりを見渡した。そう、ステージの四辺に、ホログラムの黒い壁が現れたのである。

「……どういうことだ」

　ホログラムの壁によって、客席と遮断されてしまった。壁の外のものは何一つ見えないし聞こえてこない。

　──と、甲高い呻うめき声ごえを上げながら、クルーエルがバランスボールじみた身体からだを器用に転がして突進してきた。

　颯ふう天てんの身体からだを担かついでいる余裕はない。

　ハギオは視界の隅にあった鉛筆に反射的に手を伸ばす。《類シミユラ》で杭くいを錬成し、領りよう域いき石せきの力能で銀の杭くいに変えようと思った。うまくいくかはわからない。

　鉛筆を握る右手にありったけの錬れん素そを送り込む。

「頼む──《類シミユラ》！」

　叫んだが、ハギオは大事なことを忘れていた。

　それは錬金術に欠かせない要素の一つ。対象モチーフから成果フルーテへの錬成イメージだ。

　これを欠いてしまうと、行き場を失った錬れん素そが暴発し、錬れん素その量に比例して「代償リバウンド」として術者の身に降り掛かる。

「──っぐ！」

　火のない爆風がハギオを襲う。

　しかし幸いにも突撃寸前だったクルーエルも、その風圧をもろに浴びて吹き飛んだ。颯ふう天てんは無傷だった。

　……と、そんな限界空間に、さらさらさら……と煙のような小さい蟲むしが中空を大量に漂い、集合し、一個の巨大な目玉が出来上がる。




「ふたりとも。生きてる。何とか」

　フランが片目を押さえてステージの様子をモネに伝える。

　ホログラムの壁は目が粗く、フランは領りよう域いき【煙えん蟲こ】で生み出した微細な蟲むしをくぐらせることができた。

　モネはというと、クルーエルが落下した際にできたステージ脇の凹へこみに触れていた。

「いい方法、思いついちゃった」

「いい。方法」

「そ」

　満面の笑みでペンダントの人形を撫なで、

「出番だよ──《形パペルテ》」

　モネが唱えたのは、最高難度の特殊五錬則《形パペルテ》だった。対象モチーフの人形はたちまち人ほどの大きさの錬金人形ゴーレムと化す。見た目はほとんどモネ自身。並ぶと双子のようだった。錬金人形ゴーレムは継つぎ接はぎの人形だが意思を持ったように動く。

「行ってら」

　モネが手を振ると錬金人形ゴーレムも手を振り返した。

　モネの領りよう域いき【傀儡くぐつ】は、四肢のある人形との意思疎通だけじゃない。自身の錬れん素そを分与し錬金修辞学アレトリツクを唱えさせることも可能。

　錬金人形ゴーレムはモネから分け与えられた錬れん素そを使って《隣ネイブ》と口にすると、ステージ脇のクルーエルが落下した際にできた大きな凹へこみに飛び込む──。

　この錬金術の応用は、かつてイギリスの雪道を逃げていた泥棒を、たまたま通りかかったアルケミストが捕まえる際に用いたのが最初らしい。アルケミストは泥棒が残した雪道の足跡に《隣ネイブ》と試しに唱えてナイフを突き刺したところ、泥棒は悲鳴を上げて転んだ。近づいてよく見てみると泥棒の足にナイフが下から突き刺さっていたという。

　足跡と泥棒の靴とは隣接関係にある。ゆえにその両者を錬金修辞学アレトリツクの《隣ネイブ》が媒介し、ナイフの転移スライドを可能にしたのだった。




　錬成失敗によって吹き飛んだハギオは受け身を取って、すぐに復帰した。一方クルーエルの方も壁に身体からだを打ち付けてから立ち直った。

「どうすれば……」

　ハギオはステージ上を見渡す。しかし、対象モチーフとなる物体が見つからない。そもそも錬れん素そも大量に消費してしまっている。

　そのときだった。

「う、うう、んんんんんん！」

　クルーエルの身体からだが歪いびつに変形し始めたのである。ぶっく、と右脚が倍以上に膨れ上がった。そうかと思うと肉の隆起は胴の方へとせり上がっていく。まるで右脚から得体の知れない何かが入り込んでクルーエルの腹の中で遊んでいるかのよう。すると「それ」はクルーエルの口を借りて、

「おしまい♪」

　女の子の声でそう云いうと、卵が割れるようにクルーエルの身体からだが裂けて、中から血まみれの少女が現れたのだった。

「糸いと繰くりモネの……錬金人形ゴーレム」

　ハギオは脱力してへたり込む。

　ステージを囲んでいたホログラムの壁が消失する。しかし、それはクルーエルの絶命と連動したわけではないようだ。

　ハギオは遠くを見つめて力なく笑う。

　ホログラムの制御を行うミキサールームの窓が凍っている。そんなことができるのはクラスでひとりしか知らない。




　　　　○




　颯ふう天てんは白いステージの上で意識を取り戻した。幸いにも外傷はほとんどなかった。宇う陀だに続いて警察が「虚きよの間ま」に入り込んできて。──と、そんな今朝のアルガク「虚きよの間ま」での事件がネットニュースにすらならなかったのは、アルガクが事を大きくしたくなかったから以外に理由はなさそうだった。たしかにアルケミストを育成するための学まなび舎やにクルーエルが出現したなんて冗談でも笑えない。

　黒い壁のホログラムに関しても制御盤の故障として処理された。

　ありえないだろ。ハギオはそう思う。制御盤のあるミキサールームにいた職員が、気を失っていたというのに……。

　クルーエルが職員を襲ったとは考えにくい気がした。

　だとしたら、いったい誰が何のために。

　ホログラム制御盤の暴走を止めたのはやはり七なな瀬せだった。シャーロットらと共にミキサールームに飛び込んで、ショートし発火までしていたホログラムの制御盤を、一か八か氷で覆ったところホログラムの壁は消えたらしい。

　光と音が溢あふれ、騒々しい夜の渋しぶ谷や。

　ハギオは今朝の事件のことを考えるのをやめる。

　オルガン坂に差し掛かるところの交差点だった。まわりの人々が、夜空の方を指差しながら話している。中にはスマホを向けている人もいた。気になって、ハギオも顔を上げたところ、夜空ではなく信号に注目が集まっているのだと知った。

　信号に張り付いている、花はな傀かい儡らい。信号の色を反映するようにして、真っ赤に染まっていた。風に吹かれて今にも飛んでいきそうだった。

　ブラッド・ドラッグの原料にもなる危険な春の植物。吸血鬼種が触れたら、クルーエル化を引き起こしかねない。

　花はな傀かい儡らいが青に変わる。

　信号の下、交差点を平気で歩き始める人々。

　彼らと同じようにハギオも花はな傀かい儡らいのことなど忘れて歩き出す。

　名刺に目を落とした。それによると『BAR　blood branky（ブラッドブランキー）』は目と鼻の先の雑居ビルの二階にあるらしい。

「えっと……帰ろっかな」

　バーまで辿たどり着ついたはいいものの、店の扉が予想以上に厳いかつくて面食らってしまったのだ。

　棺ひつぎの形をしている漆黒の扉。

　赤い血を垂らしたような悪趣味なドアノブ。握るとひんやりしている。回しながら押したらぎい……と不気味な音を立てて開いた。

「いらっしゃい──」

　カウンターの中の女性バーテンダーと目が合う。

「……お前」

　見覚えがあった。

　彼女は、夜の廃ビルでハギオを殺そうとした、あの純血種ピユアの少女だったのだ。








三章　木目の絆きずな









　くる──くる──くる──。

　回転しながら飛んでくるシェイカー。

　途中で空中分解。中のジュースと氷が零こぼれる。あの廃ビルの夜の続きが始まったらしい、とハギオは身を屈かがめながら覚悟した。果たしてどうしようか。低い体勢でカウンターを睨にらみつけたら、そこに吸血鬼の少女の姿はなかった。視界が薄暗くなる。光源のペンダントライトに背を擦こするほどに少女が、カウンターを踏み台に跳び上がったのだ。その手にはアイスピック。殺す気だ。

　ハギオは横に跳んだ。コンマ一秒でも早く復帰しなければ……。ところが身動きが取れなくなってしまう。

「……仕返しか」

　ハギオに跨またがった少女がアイスピックを構えている。もう片方の手でハギオのシャツの胸ぐらを摑つかみながら。鬼の形相だった。

「誰から聞いた、この場所を。答えろ！」

「離せ」

　ハギオは両手で少女の片手をどかそうとするが、叶かなわない。

　力が常軌を逸している。

「待て……お前」

　あの夜たしかに、ハギオは少女の瞳が純血種ピユアのものであるのをみとめた。赤い瞳の中に黒い星々が瞬またたいていたはずだ。

　おかしい、今対たい峙じしている少女の赤い瞳は、ただの混血種ハーフのそれである。

「純血種ピユアじゃないのか」

「えっ」

　ふ、と力が緩んだその一瞬の隙をつく。ハギオは跨またがる少女の背中を膝で突き押し、その拘束から脱した。

　立ち上がるハギオ。しかし、少女はハギオを逃した悔しさから舌打ちし、さらに敵意を剝むき出だしにする。

「殺す」

　アイスピックを持ち直し、少女が懐ふところ目がけて飛び込んでくる。防ぎようのない速度にハギオは為なす術すべもなかったが、

「soleilソレイユ（光り切れ）」

　キンッ！　──勢いよく弾はじかれるアイスピック。その正体はわからなかったが、光の切片が横から飛んできたのは確かだ。

　アイスピックはダーツの的に突き刺さる。

　少女の殺気に満ちた双そう眸ぼうが店の入り口に向けられる。

「エンマ！」

　それは宇う陀だから聞かされていた、バーのオーナーの名前に等しかった。ハギオも振り向く。

　と、そこに立っていたのは──。ハギオは思わず言葉を失う。人間には見えなかった。かといって吸血鬼種にも見えない。

　一八〇センチはあろう長身で、針金のように細く骨ばった華きや奢しやな身体からだは紳士らしくタキシードに身を包んでいる。もっとも一番目を惹ひくのは、その顔面だが。

「初めまして。わたくし、この店のオーナーのエンマと申します」

　男の顔面は大きな向日葵ひまわりそのものだった。

　腰を折って深々とお辞儀する。

「えっ……と」

　ハギオは向日葵ひまわりのあまりのインパクトに緊迫した状況であることを忘れかける。

　すると向日葵ひまわり紳士が店内に掛かっているレコードの『雨に唄うたえば』に合わせ、軽快かつユーモラスなステップでハギオと少女の間に躍り出た。

「うちのスタッフが大変なご無礼を……お許しください」

　向日葵ひまわり紳士はそう云いうと、ぶちっと顔の花びらを一枚千切って差し出した。ハギオは受け取るが大きな花びらには謎の湿り気。

「おしぼりです」

「……」

　一枚の発光片が手裏剣のように床に刺さっていた。

　アイスピックを弾はじき飛とばしたのは、向日葵ひまわりの花びらだったらしい。エンマが光の落ち切ったそれを床から引っこ抜き、自分の顔のそばまで持っていく。

「九く炉ろ」

　切れ味の鋭そうな黄色の切片が柔らかくしなって、元の位置へとひらひら戻っていく。

　ハギオの方を向いたまま、エンマは背後の少女に対して続けた。

「彼の名は萩はぎ尾お界かい人とくん。今夜からこのバー『ブラブラ』で共に働いてくれる仲間です」

「えっ……」

　そのとき店のドアが開いて、七なな瀬せが入ってくる。

「おじゃましま……」

　店内の異様な雰囲気に笑顔が消える。無理もない。床に転がるシェイカー。飛び散ったカクテル。向日葵ひまわり頭あたまの奇人。

　そして、夜の廃ビルに現れてハギオに黒い刀を向けた吸血鬼の少女。

　遅れて入ってきた颯ふう天てんも口を噤つぐんだ。ただ、その惨状から店内で何が起こったのかだいたい察しはついた。

「ふざけるな……」

　九く炉ろと呼ばれた少女が切り出す。

「そいつはっ……混血種ハーフを殺そうとしたんだぞ！」

　恨みと哀かなしみの混じったような声だった。その声を聞いて、ハギオは暗がりの中で混血種ハーフに木刀を振り下ろそうとした瞬間のことを思い出す。

「九く炉ろ」

　エンマが九く炉ろの方を向く。

「彼にも事情があったのかもしれません」

　あのときの混血種ハーフの表情と、あのときの自分の心情を忘れることは一生ないだろう。

　あのときのハギオは過去の事件に心を支配されていた。

「…………その女の云いう通とおりだ」

　ハギオが低く呟つぶやく。

「オレは混血種ハーフを殺そうとした。言い訳はしない……オレにはあのとき」

　目の前の混血種ハーフがどうしようもなくクルーエルに見えちまった。

「だから人間は嫌いなのだ」

　九く炉ろが云いう。

「何が共存だ。何が平等だ。お前らは陰で私たちを見下してる。殺されても仕方ない奴やつらだと……クルーエルと何ら変わらないと思ってる」

「違う」

　七なな瀬せが静かに云いう。

「……わたしたちは……そんなふうになんかちっとも思ってない。いや、もしかしたらこの世にはそんな人もいるのかもしれないけど……わたしたちは違う。人間と混血種ハーフは正しくて、クルーエルだけが悪だって」

「わり、七なな瀬せ」

　顔を上向けていたハギオがゆっくりと目を開けていく。その云いい方かたは、どこか投げやりで、開き直っているようにも聞こえる。

「オレはそうじゃないよ」

「えっ」

「いや、正確には……そうじゃないかもって気づいた。オレはそうじゃない。オレは混血種ハーフのことを正しい存在だと思ってない」

　過去に家族をクルーエルに殺された、そんな凄惨な体験をした。でも憎むべきはクルーエルであって混血種ハーフじゃない。ずっとそう思っていた。自分に云いい聞きかせてきた。そうじゃないと街なんか歩けない。外すら出れない。赤い瞳や牙が目に入るたび、あの夜のことを思い出して狂ってしまいそうで。

　でも、廃ビルで混血種ハーフと対たい峙じしたとき、ハギオは彼を悪として捉えた。今まで押さえつけていた感情のたがが外れたのかもしれない。

「死にかけの混血種ハーフと目が合ったとき、オレ、殺したいって思った。こいつ殺したら少しでも今の自分がマシになるって、そう思った」

　いちばん、ハギオ自身が、そんな自分に傷ついていた。

「混血種ハーフもクルーエルも一緒だよ」

「……そうだったんだ」

　と、云いったのは、ここまで口を開いていなかった颯ふう天てんだった。

「ハギオ」

　力なく颯ふう天てんの方を見やるハギオ。

　対して颯ふう天てんは力強く話す。

「もしも僕が混血種ハーフだったら、友達やめる？」

「何云いってんだよ」

「僕が混血種ハーフで……もしもクルーエルになったら、ハギオ助けてくれる？」

「……」

　少し間があった。

　それは、ハギオにとって、あるいは颯ふう天てんにとって必要な時間だった。

　ハギオはしっかりと颯ふう天てんの目を見て答える。

「躊ちゆう躇ちよなく殺す。それがアルケミストだろ」

　その言葉を正面から受けて、颯ふう天てんは強い風に息が止まるような気分だった。でも同時にそのハギオの言葉に同じアルケミストとしての頼もしさを覚えて、

「だよね」

　と微笑ほほえんだ。

「……颯ふう天てんくん！」

　店を飛び出していく颯ふう天てん。すぐ追いかけようとした七なな瀬せだったが、振り返ってハギオの方を向くと、

「どうしてそんな、ひどいこと云いえるの」

　と涙を浮かべた。

　ハギオは去っていく七なな瀬せに返す言葉がなかった。

　外に目を逸そらしたら、そこにはとうに夜が降りてきていた。窓には渋しぶ谷やのネオンと、立ち尽くす自分の姿が映っている。




　颯ふう天てんはコインパーキングの車体の後ろに隠れて、自分を追いかけてビルを出てきた七なな瀬せをやり過ごした。

「ごめん、七なな瀬せさん」

　ひとりになりたい気分だった。

　あてもなく歩き始める颯ふう天てん。そうして、いつの間にか道どう玄げん坂ざかに出て、アルガク中等部一年の春のことを思い出す。

　シルバーウルフの葬式が、渋しぶ谷やの路上で大々的に行われた日だった。当時、日本でもっとも人気だったアルケミストの死に、大勢の人が渋しぶ谷やに押し寄せ、長い葬列を作った。坂の両脇には桜が咲いていた。

『あ……』

『あ……』

　ハギオとはそのときに出会った。

　同じクラスで認識はしていたが、自分と同じようにシルバーウルフ好きだなんて知らなかった。あの春の日がなかったら、こんなに仲良くはなっていない。だとしたら、あの日が本当の出会いなのだ。

　ハギオとは颯ふう天てんの部屋でよく遊んだ。小さいころに買ってダンボールの中で眠っていた、シルバーウルフの武器「銀弓シルバーアロー」のレプリカを使ってアーチェリーごっこをやったのが懐なつかしい。的は部屋の中でもっとも存在感のある柱に浮かぶ木目。見ているだけで吸い込まれてしまいそうになるほど大きな木目だった。その中心の楕だ円えんの部分を満点として赤く塗りつぶし、ふたりで代わりばんこに弓を引いた。

　ハギオに云いわれて嬉うれしかった言葉がある。

『颯ふう天てんにだけは何でも話せる』

　他の誰も知らないようなハギオの変な好みも、颯ふう天てんは知っていた。ハギオは本当にどんな秘密でも話してくれた。

　颯ふう天てんはハギオにありのままの自分を曝さらけ出だせないのに。──颯ふう天てんには、親友のハギオにだけは打ち明けたいと思っているある秘密があった。

　……ハギオとの思い出にぼんやり浸りながら、颯ふう天てんは人気のない路地に入る。自分の他には誰もいない。

　右目に手をやった。

　同様に左目のコンタクトレンズも取る。

　ゆっくりと顔を上げる。颯ふう天てんの瞳は──両目とも赤く光っていた。




　葉は揺ゆらし颯ふう天てんは混血種ハーフの吸血鬼だった。

　混血種ハーフのアルケミストは滅多にありえない。人間の親からアルケミストの血を継いでも、もう片方の吸血鬼の親の血によって錬れん素そと領りよう域いきが相そう殺さいされてしまうからだ。

　奇跡的に錬れん素そと領りよう域いきが無効化されずに無事で、アルケミストの素質があっても、錬れん素その量が日によって安定しなかったり、領りよう域いきが意図しない暴走をしたり、とリスクがある。そういった理由からアルガクは混血種ハーフのアルケミストの入学を許可していない。

　それでも諦め切れなかった颯ふう天てんは、牙を削ることを選んだ。黒のカラーコンタクトレンズを人前では外さないことを約束した。

　海外で活躍するアルケミストの父に迷惑を掛けるわけにはいかない。父は息子の颯ふう天てんが薔ば薇ら十じゆう字じ団だんの隊員を志すことを素直に喜んだ。世間的に混血種ハーフだと知られていない母も同様だった。

　ハギオは颯ふう天てんが唯一、自分が混血種ハーフだと打ち明けてもいいと思えた友人だった。

　しかし、いつか云いおう、と思っているうちに云いえなくなってしまった。

　中等部二年の冬、ハギオの家族がクルーエルに襲われた。

　自分がクルーエルになる可能性がゼロではない混血種ハーフだなんて、ハギオに知られるのが怖くて仕方なかった。今までの遊んで楽しかった思い出や、木目の絆きずなが、振り返りたくない過去に変質してしまうような気がした。

　そうして、颯ふう天てんは自分の秘密を打ち明けるのを諦めた……はずだったのに。昨夜の廃ビルで考えが変わったのである。

　ハギオに云いったら、笑われるかもしれない。

　あの光──ハギオが錬成した銀剣の眩まばゆいほどの光に心を突き動かされてしまった。シルバーウルフからもらっていた純粋な勇気にも似ていた。

『もしも僕が混血種ハーフだったら、友達やめる？』

　愚かだった。颯ふう天てんは反省する。せっかくもらった勇気を……あんな場面であんなふうに使うなんて。

『僕が混血種ハーフで……もしもクルーエルになったら、ハギオ助けてくれる？』

　僕はどんな答えを求めて、あんな言葉を吐いたんだろう。

『躊ちゆう躇ちよなく殺す。それがアルケミストだろ』

　どんな答えが返ってきたら、僕は満足したんだろう。ハギオは正しいことを云いったまでだ。ただ、その正しさを受け止めることができなかった。

「喉……渇いた」

　颯ふう天てんは力なく呟つぶやきながら煌こう々こうと光る自販機に吸い寄せられていく。

　よく飲むブラッド・ドリンクのボタンを押した。電子マネーで買おうと、スマホを自販機のセンサーに近づける。

　にゃー。

「ん……？」

　たしかに聞こえた、それも自販機の取り出し口の中から──。

　おそるおそる屈かがんでみる。

「わ、いた」

　颯ふう天てんは猫と目が合った。

　取り出し口のカバーを頭でぐっと押し開けて飛び出す猫。見たことのない、緑色の毛並みの美しい猫だった。

　白い鈴が鳴る。何歩か歩いて、ぬぅ、と緑の猫は颯ふう天てんを振り返る。ついてきて。まるでそう云いわれているみたいで、

「待って」

　颯ふう天てんは猫の背中を追いかけてしまった。

　路地から路地をするするとあみだくじのように駆けていく猫。見失いかけるたびに鈴の音がその居場所を教えてくれた。颯ふう天てんは追いかけるのに夢中で、袋ふくろ小路こうじに入ってしまったことにも気づかず、その突き当たりで青い光と出会った。

　それは水槽であり、ただの水槽じゃなかった。

　夜の暗がりの中でぼんやりとした青い光が浸潤する水槽。紫色のイソギンチャクのまわりを黄色い「竜の落とし子」が泳いでいた。そんな水槽に、なぜそう思ったのかはわからない。

「飲みたい……」

　吸血鬼種に生まれてきてしまった自分を許せるようになる。水槽の青が、吸血鬼種である自分にとって救いの色のように思えた。

　緑の猫が水槽の向こう側へと回っていた。水越しにあくびをすると跳躍。もふもふした毛玉のような「＊」のポーズを取って、水槽にダイブ。しかし、底に敷かれた砂に着地するときには緑色のウニに変わっている。波紋が収まる。水面みなもに映るは自分の顔。それほどまでに水槽に近づいてしまっていることに驚く。

　あ。

　青い水の感触が唇にあった。




　　　　○




「ハギオ」

「えっ」

　錬金術の実践の授業。場所は「草くさの間ま」だった。

　宇う陀だだけじゃない、クラスメート全員がハギオの方を見ている。

「聞いてたか」

「聞いてません」

「正直者は嫌いじゃない」

　宇う陀だが上の空だったハギオのためにもう一度説明する。宇う陀だの右手には筆箱があった。

「今日はこの筆箱から、杭くいを錬成してもらう。どうやってもいい。どの錬金修辞学アレトリツクを何回使おうが構わない」

　革の筆箱が全員にひとつずつ配られていく。

「……ハギオくん」

　七なな瀬せがこそばゆい声で真横から声を掛けてくる。

「昨日は……ごめんね」

　バーの去さり際ぎわでの七なな瀬せの涙ぐんだ顔。

「オレの方こそ」

　七なな瀬せを傷つけてしまったのは自分の方だ。

　ただ、ハギオは颯ふう天てんに間違ったことを云いったつもりはない。

　たとえ、友達だろうが誰であろうが、クルーエルならば葬ほうむらなければならないのがアルケミストだろう。

　にしても、なぜ颯ふう天てんはあんな質問をしたのか。そして、ハギオの答えに笑みを返し、バーを立ち去ったのか。

　颯ふう天てんの姿をあれから見ていない。昨夜から寮にも戻っていないようである。

　するとふたりの間に、ぬぅ、と翠みどり川かわが顔を出してきて、

「『昨日は……ごめんね』『オレの方こそ』……もしかして」

　マジトーンで続けた。

「えっちなことをしようとして断念したのですか？」

「は？」

「みっ……翠みどり川かわさんななな何云いってるのっ!?」

「怪しい…………。ハギオ」

「なんだよ」

「七なな瀬せさんの初めてをもらうのは翠みどり川かわですから。先に手を出したら承知しません」

「初めて……って！　…………バラされた」

　七なな瀬せがうな垂れる。

　そんな七なな瀬せの姿を見て、翠みどり川かわが意地悪そうに微笑ほほえむ。どうやら自分を誘わずにハギオのバイト先のバーに行ったことを根に持っているらしい。

「さ！　どんどん始めていいぞ！」

　宇う陀だが手を叩たたく。

　しかし、今回の授業のミッションは一筋縄では行かないようで、誰一人として錬金修辞学アレトリツクを唱えようとしない。

　ハギオだけがその解法を心得ていた。両手に錬れん素そを集中させると、連続的な錬成イメージを頭の中に描く。クラスメートたちの一歩先を行くように錬金修辞学アレトリツクを唱えた。

「《包コンテ》！　……《類シミユラ》！」

　ハギオの手のひらの上で、筆箱の中から鉛筆が錬成されたかと思うと、今度はその鉛筆が立派な杭くいに生まれ変わる。

「すごい……」

　開いた口が塞がらない七なな瀬せ。他のクラスメートも同様に驚いている。

　宇う陀だが感心したように頷うなずく。

「ハギオ、今の錬成の仕組みを説明してもらおう」

「……対象モチーフの筆箱から、それに含まれうる鉛筆を錬成した。使ったのは《包コンテ》……対象モチーフと包含関係にある成果フルーテを錬成するための錬金修辞学アレトリツク……。で、次に鉛筆を対象モチーフに《類シミユラ》を唱えた。最終目標の杭くいが錬成される」

「素晴らしい」

　宇う陀だはそう云いうと昔を思い出すように続けた。

「生徒だったころの青あお柳やぎくらい可愛かわいげがないがな……だーっ哈はっ哈はっ哈はっ！」

　ハギオはその喩たとえに少しだけ反発を覚えた。ただでさえ、宇う陀だにはろくでもないバイト先を紹介されて苛いら立だっているというのに。

「いいか。錬金術では頭を使え。そうすれば不可能な錬成も可能になるからな」

　宇う陀だもハギオと同じように筆箱から杭くいを錬成してみせる。それから、ペン回しの要領で手の上で杭くいを豪快に回す。

「ただ、今回の授業で訴えたいことは、もうひとつある。それは杭くいの武器としての重要性だ。中等部のころから嫌というほど聞かされているだろうが、杭くいは良いい。現場に立ったら、どうにかして杭くいを錬成できないか考えろ。クルーエルの心臓を確実に破裂させるには、バットよりナイフより鋭利かつ重たい杭くいだ」




　午後八時、アルガク学生寮・高等部一年男子棟「壱いち零ぜろ釟はち」号室──。

　開け放たれた窓から顔を出す七なな瀬せ。耳にスマホを当てながら。

「繫つながらない……ほんとどうしたんだろ、颯ふう天てんくん」

「実家にも電話した、でも」

　ハギオはベッドに座っていた。

「おばさんも知らないって。遊んでるんじゃないかって楽観視してたけど」

「心配だよね」

「つーかさ」

「うん」

「……なんでオレの部屋にいるわけ？」

「え」

　放課後、錬金術の自主トレーニングを終えて部屋に戻ったら、ドアの鍵穴に氷でできた鍵が挿さっていた。ドアを開けると、

「オレの枕に顔埋うずめてたし」

「埋うずめてない……」

「すごい噓うそ」

「に、匂い嗅いでただけっ！　…………あっ」

「匂い？」

「ニオイカ・イーデタっていうブランドの枕がすごくいいよ……」

　ハギオは小さく嘆息すると立ち上がった。シャワーを浴びに行こうと思い、簞たん笥すのいちばん上の抽斗ひきだしを開ける。

　一瞬で青ざめるハギオの表情。

　抽斗ひきだしの中のパンツがすべてきれいに畳まれている。しかも、それぞれの柄パンが冷凍庫に入れた食パンのように凍っている。ふるえるハギオの肩。

「ふるえるくらい喜んでもらえて、嬉うれしい。今日すごく暑いし、冷たい方が喜んでくれるかなって……」

　と、そのとき、ドアを強くノックする音と共に、

『七なな瀬せさん！　そこにいるんでしょう！　午後六時以降は異性の寮へ行ってはならないという寮の規則をご存知で？』

「シャーロットさんだ……！」

「女子寮そつちの寮長だっけ」

　ハギオがドア穴を覗のぞくと、案の定、廊下には高そうなシルクパジャマに着替えたシャーロットが立っていた。

『も、もしかしてあなたたち、ふたりきりだからって、ご、ごご、五十歩百歩してたりしないでしょうね!?』

「何だよ五十歩百歩するって……」

「ハギオくんこっち！」

『仕方ないわね』

　シャーロットはそう云いうと両手を複雑に組んだ。領りよう域いき【組くみ香か】によって鍵の香りを起こすとすかさず《類シミユラ》を唱えた。錬成されたのはマスターキーである。

『逃げられませんわよ！　…………って、あら？』

　シャーロットが鍵を開けて中に入ったのに、ハギオの部屋には誰もいなかった。

　カーテンを膨らませる夜風。

　ばたん。

　ドアの閉まる音を聞いて、寮の外壁に寄り掛かるようにしてしゃがんでいた、ハギオと七なな瀬せが顔を見合わせる。

「行ったか」

「あ、ハギオくん、腕」

　窓から外に出るときに擦こすったらしい。傷ができている。

「はい、使って」

　七なな瀬せが差し出してきたのは、ハンカチ。受け取ると例によって冷んやりしていた。

「……お前ってさ、なんでいつもオレに優しいんだ？」

「それは……」

「オレに家族がいないから同情してくれてるとかそういうやつ？」

「なわけ、ないじゃん」

　両膝を抱える七なな瀬せ。

「わたしがハギオくんに優しくしてるんだとしたら……それは、ハギオくんがわたしに優しくしたからだよ」

「オレが？」

　やっぱり、

「うん」

　覚えてないよね。

　中等部一年の春。健康診断の日。

　一人ひとりに配られた体温計。

　自分でその場で測って体温を記入するよう先生に云いわれたのだった。七なな瀬せは領りよう域いきの影響で度を越した冷え性を患わずらっているのに、そのことを忘れていた。体温計を脇に挟んでしばらくするとエラー音が。体温計のモニターを見ると完全に凍りついて壊れていた。

　入学して間もなく。これからというタイミング。イカれ冷え性女だなんてバレたら、地獄の学生生活が始まっちゃう……！　そんな恐ろしい想像をしていたら、

『ん、これ使えよ』

　後ろから小さな声と一緒に体温計が差し出されてきた。

　その男子がハギオだった。

『……いいの』

『代わりにそっち貸せ』

　云いわれるままに壊れた体温計を渡したら、ハギオは「先生、これ動かないです」と云いって正常な体温計に交換してもらった。

　その日の放課後、七なな瀬せはハギオを玄関で呼び止めた。

『体温計、あの、今日は本当に』

『礼はいいからさ』

『わっ』

　ハギオは七なな瀬せの右手を無造作に摑つかんだ。

『冷たくて気持ちいいな、お前の手』

　わたしの手は氷。きっと誰も握ってくれない。そんなふうに七なな瀬せは思っていた。異性はおろか、同性とも手を繫つないだことがなかった。

　生まれて初めて、自分の冷たい手を好きになれた瞬間だった。

「七なな瀬せ？」

「えっ……あ、ごめん何でもない」

　淡い記憶を見ていた。我に返って、七なな瀬せが取り繕うように話題を変えた。

「ハギオくん、どうして急にバイトなんか始めようと思ったの？」

「……気分かな」

　宇う陀だに弱みを握られている、なんて話したら気を遣われかねない。

「え……もしかして借金？　やだ……取り立て屋の怖いおじさんにハギオくん攫さらわれちゃったら。会えなくなるじゃん……！」

　メンヘラサイコパス発動。

「わたし……少しくらいなら貸すよ。いくら？　千円？　三千円？」

「小学生か」

　ハギオはもうあのバーに行くつもりはなかった。

　宇う陀だにも話はしてある。

　廃ビルで出会った、危険極まりない吸血鬼の女がバー「ブラブラ」のバーテンだったとは。一緒に働けるわけがない。

「でも、なんであいつ」

　あんなに人間のこと嫌ってるんだ？　人間なんて、とか一ひと括くくりにして、憎んで。客でやって来る人間とはうまくやってるんだよな……？

「きっと、すぐ戻ってくるよ」

　七なな瀬せはハギオの発した「あいつ」を颯ふう天てんのことだと取り違えたらしい。

　立ち上がろうとする七なな瀬せのシャツの裾を摑つかむハギオ。

「ハギオくん？」

「オレのせいだよな」

「え」

「オレのせいで、颯ふう天てんはどっかに……」

　七なな瀬せは首を横に振る。

「友達なら信じてあげなよ」

　眩まばゆい光が真っすぐに伸びてくる。

　車のヘッドライトだった。

「あれって……まさか」

　そのまさかだった、シルエットが普通の乗用車にしては厳いかつい。

　霊れい柩きゆう車しやである。

　ハギオと七なな瀬せの前で急ブレーキを掛けて止まるや、ドアが開いて宇う陀だが出てきた。

「おいハギオ、夜や牛ぎゆう家やでクルーエルと戦いたいって、云いってたな」

　立ち上がるハギオ。

「ああ」

「ついてこい」

　宇う陀だがヘッドライトの前に立つ。

「クルーエルが現れた。……お前たちを連れて行く」




　　　　○




「……うっ…………気持ち悪い……」

　目を覚ました颯ふう天てんは、袋ふくろ小路こうじの建物に四角く切り取られた夜空が、いつの夜空なのかわからなかった。

　スマホで確認した。どうやら翌日の夜空らしい。颯ふう天てんは水槽の水を飲んでからの記憶がない。丸一日そこで倒れていたことになる。身体からだは水の中のように重たかった。視界に映るすべての物体の輪郭が曖昧でゆらゆらしていた。

　吐いた。

　それでもすっきりしなかった。立ち上がって家まで歩いて帰ったが、その道中のこともよく思い出せない。気がついたら自分の部屋にいた。

　意思というものが機能していなかった。あるいは意思を超えた何かに、颯ふう天てんの身体からだは動かされているみたいだった。

　颯ふう天てんはさらに奇妙なものを発見した。

「どうして、部屋の中に……」

　太い支柱の木目に被かぶさるように張り付いた、花はな傀かい儡らい。テレビでよく見るものとは大きさが全然違う。数倍は大きい。

　それによく見たら、その表面に反映された木目の柄──幾重にも重なった楕だ円えんがぐるぐる回転しているではないか。

　離れたかった。

　今すぐに部屋を出なければならない。それなのに身体からだは颯ふう天てんの意思とは真逆の行動を取る。花はな傀かい儡らいへと近づいていくのだ。

　やめろ……やめろって。

　花はな傀かい儡らいの中央はアーチェリーごっこのために赤く塗りつぶした木目の中心が反映されて、まるで赤い目のように見える。今、颯ふう天てんの手が花はな傀かい儡らいの瞳に触れて──。




　　　　○




　霊れい柩きゆう車しやはハギオと七なな瀬せを民家の前で降ろすと、走り去っていった。そこは見覚えのある木造屋敷。高く築かれた石塀が懐なつかしい。

　ハギオは表札の「葉は揺ゆらし」という名字から目が離せない。

「早く！」

　敷地内の七なな瀬せから上ずったような声が掛かる。

　ハギオが我に返って足を踏み入れると、中等部時代に、よく遊びに来た屋敷が現れた。その広く取られている庭に、

「颯ふう天てん……」

　親友の変わり果てた姿があった。人間の形をしていない。クルーエルはクルーエルでも、花はな傀かい儡らいに中あてられたタイプの変形だった。身体からだというよりそれは暗色の巨おおきなうねりであって、その真ん中に颯ふう天てんの面影を残した顔があった。鈍い黄色の眼光。額には赤い楕だ円えんがあって、それを中心にして黒い輪が何重にも波紋のように広がっている。

　そんなクルーエルは月に輝く黄金の檻おりの中に閉じ込められていた。外へ出ようと体当たりをするたびに震動がハギオの足にも伝わる。

「どうして颯ふう天てんくんが……」

　両手で口を押さえる七なな瀬せ。

　クルーエルは吸血鬼種しかならないはずである。

「あと一分待って来なかったら、殺あやめるところだったよ」

　石塀の陰から姿を現したのは青あお柳やぎ。

　見み栄えなんてどうだってよかった、ハギオは青あお柳やぎに縋すがるように云いった。

「あいつ、友達なんだ……」

「友達？」

　まるで鼻で嗤わらうような云いい方かただった。

「──あれが？」

　大勢の野次馬の前で見せる、甘く柔らかな笑顔の青あお柳やぎではない。人の心を試すように残酷で冷たい表情だった。

「あれは獰どう猛もうなクルーエルだ。──君の家族を殺したのと変わらない」

　揺れが屋敷にまで伝わって、鳴る。クルーエルは唸うなり声ごえを上げて暴れている。ハギオの呼吸も荒くなっていく。

「青あお柳やぎさん」

　その声は屋敷の縁側から。

「生徒さん来たんすか」

　黒い羽織に紺色のバルーンパンツを合わせ、裾を水色の足た袋びへと入れ込んでいる。今っぽい忍者みたいな服装の青年。

　渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だん・空うつ木ぎ曾そ良らが胡坐あぐらをかいている。

「自分ちゃっちゃと殺やって帰ってゲームしなきゃなんすよね」

　こんな状況でもスマホを弄いじっている。

「ということらしい」

　青あお柳やぎはそう云いうと強引にハギオの左手を右手で握って、応用四錬則──、

「《体バデル》」

　を唱えた。

「……おい」

　ハギオと青あお柳やぎの繫つないだ手は、その形を象かたどるように、重厚な金のリボルバーとなる。そして、触れてもいないのにそのシリンダーが回り、ストッパーも外れる。

　銃口が青あお柳やぎによってクルーエルに向けられる。

「君が撃つんだ」

「……っ…………待て……」

　クルーエルと──颯ふう天てんと目が合う。ハギオの手がふるえる。それを青あお柳やぎが許さずしっかりと銃を構え直す。

『僕が混血種ハーフで……もしもクルーエルになったら、ハギオ助けてくれる？』

「どうした、さっさと撃たないと僕が撃つよ」

『躊ちゆう躇ちよなく殺す。それがアルケミストだろ』

　……できなかった。

　颯ふう天てんを殺すことなんて、できるわけがなかった。

「君はアルケミストに向いてない──《解リリース》」

　青あお柳やぎが錬成を解く。

　ハギオはその場に崩れ落ちた。駆け寄る七なな瀬せ。

「アルケミストは現場に私情を持ち込まない。たとえ、相手が親友だろうが恋人だろうが、確実に仕留めないといけない」

　ぱちん、と青あお柳やぎが指を鳴らし、もうひとつ《解リリース》を唱える。

　さらさらさら……

　砂のように消えていく黄金の檻おり。同時に空うつ木ぎがスマホをしまい、代わりに折り紙を折り始めた。何を折っていたのかは空うつ木ぎの錬金術によって、はっきりした。錬金修辞学アレトリツクの《類シミユラ》が折り紙を本物の手裏剣に変える。空うつ木ぎは慣れたふうに手裏剣を指に軽く挟み持つと水平に振り投げた。

　──檻おりが消えて面食らっているクルーエルの体たい軀くに命中。小さな悲鳴と共に、ぐりゅっ、と首を捻ひねって、クルーエルは手裏剣の飛んできた方、縁側の手前で気け怠だるげに立っている空うつ木ぎを睨にらむと、

　っがぁぁあああ！

　庭を削り上げるようにして猛進してきた。

「《隣ネイブ》……かな」

　空うつ木ぎは頭を搔かきながら云いった。

　その途端、足元の川跡からみるみるうちに水が湧出して勢いを持ち、空うつ木ぎの身体からだを攫さらってはクルーエルの体当たりを寸前で躱かわした。

　クルーエルも機敏に跳ね返る。すぐに空うつ木ぎを捉え直して襲いかかった。

　空うつ木ぎなりの配慮でもあった。青あお柳やぎたちから、まずクルーエルを引き離す。それから、あとは単純な興味。

「何発で逝いくかな……そこは少し楽しみ」

　誰にも邪魔されず嬲なぶり殺ころしたくて。

　空うつ木ぎは手に息を吹きかけて両足を摩さすり始はじめる。

　構わず空うつ木ぎの脚目掛けて、大きく口を開けて飛び込んでくるクルーエル。──刹那、空うつ木ぎの下半身が藍色の靄もやと共に消えた。

　果たして、消失した空うつ木ぎの下半身はクルーエルの頭上に現れると、凄すさまじい蹴りを脳天に叩たたき落おとした。扁へん平ぺいに歪ゆがむ、クルーエルの顔。その体たい軀くを地面に打ち付ける直前、空うつ木ぎの下半身の左脚のみが空中で霧散し、地面近くに現れ、迎えるようにクルーエルの腹を蹴り上げた。浮き上がるクルーエルに今度は空中の右脚が回転蹴り──すでに袋のような状態だった。

「……颯ふう天てんくん！」

「曾そ良らくんの領りよう域いきは【霧む散さん】──。彼の幻術には僕も勝てる気がしないな」

　呆ぼう然ぜんとしているハギオ。

「救いたいか」

　青あお柳やぎがハギオを冷たく見下ろして云いった。

　その冷たさの中には、ほんの少しの情けがあった。

「母体の花はな傀かい儡らいがこの敷地のどこかにあるはずだ。それさえ駆除できれば、子としてのクルーエルは不能になる。もちろん中の子も助かる」

「……この敷地のどこかに」

「花はな傀かい儡らいって」

　七なな瀬せが口を挟んだ。

「引っ付いた場所の色や模様を反映する……」

「その通り」

　と青あお柳やぎ。

　空中に浮き上がったクルーエルをよく見てみる。古木のような色を呈していた。何重にも重なる黒い楕だ円えんの輪っか……額の赤い印……、

　──まさか。

「いいかい、ハギオくん。錬金術はクルーエルを殺すための武器じゃない」

　立ち上がって、

「誰かを救うための武器だ」

「ハギオくん！」

　砂利を蹴るように駆け出していた。

　クルーエルにとどめの一蹴りを企てる空うつ木ぎ──。ところが、彼の宙に浮かんだ上半身にハギオがタックルしようとする。

「ん」

　これを空うつ木ぎが躱かわすために幻術を解いてしまう。その瞬間、空中で空うつ木ぎの両脚に嬲なぶられていたクルーエルも落下する。

「君、邪魔した」

　空うつ木ぎがハギオを睨にらむ。そこへ青あお柳やぎの一言。

「曾そ良らくん、もう帰っていいよ」

「え……まじっすか」

　地面に横たわったクルーエルが、ふと戦意がぶり返したようにハギオを見上げた。ハギオは右手をポケットの中に入れる。それが入っていることを確かめてから、

「遊ぼうぜ、颯ふう天てん」

　縁側から屋敷へと駆け上がった。




　颯ふう天てんの部屋の場所は、はっきりと覚えていた。中等部のときによく訪れたから。

　柱の木目を的にして遊んだアーチェリーごっこが懐なつかしい。ハギオが部屋を物色して見つけたシルバーウルフの「銀弓シルバーアロー」のレプリカで、ふたりして弓の腕を競い合ったものだった。

　ハギオには颯ふう天てんに云いわれて嬉うれしかった言葉がある。

『ハギオの方こそ何でも話せるよ』

　……どこがだよ、ばか。

　颯ふう天てんが吸血鬼だったなんて。

　ハギオは颯ふう天てんを殺すことができない。あのとき──、人生のどん底で、死んで楽になることすら考えたときに颯ふう天てんが支えてくれたから、今の自分はあるんだ。

　全速力で颯ふう天てんの部屋を目指すハギオ。追いかけるようにして、巨おおきな黒いうねりが咆ほう哮こうを上げながら窓ガラスと障子を破り散らして突き進んでくる。

　階段に差し掛かる。その手には授業で使った筆箱。

「《包コンテ》！」

　ハギオは筆箱の中で錬成された鉛筆を握り締めた。

　錬金術はクルーエルを殺すためにあるものだと思っていた。が、青あお柳やぎの云いうように「誰かを救うための武器」なのだとしたら、ハギオが今クルーエルから救いたいのは──、

　颯ふう天てん自身。

　部屋のドアを勢いよく押し開ける。

「……うそだろ」

　こんな花はな傀かい儡らいは見たことがない。太い柱を吞のみ込こんでしまうほどに肥大化してしまっている。

　背後には禍まが々まがしい気配、狼狽うろたえている余裕はない。ハギオは鉛筆を持ち直すと一瞬のうちに錬成イメージを働かせ、

「《類シミユラ》！」

　杭くいを錬成するや大きく振りかぶり、木目模様の中心を反映して赤く染まった花はな傀かい儡らいの目へと突き刺し──、

「………………危な」

　その瞬間、ハギオの背後にまで迫っていた牙剝むき出だしのクルーエルが硬直した。そのまま戦意を喪失したように崩れ落ちる。

　すると、今度は屋敷全体が大きく揺れ始めた。もはや立っていられないほどの揺れにハギオも床に倒れる。

　どうも杭くいを突き刺された花はな傀かい儡らいが激しく変形している。次の瞬間、柱が物もの凄すごい勢いで生長を始めた。勢いに引きずられて高く吹き飛ぶ天井。

　見上げたハギオの視界には澄んだ夜空と、

「何なんだよ…………あれ」

　月を隠すほどに膨張した花はな傀かい儡らいを顔に持つ、恐ろしい巨木が映っている。ぐわん──ぐわん──と意思を持ったように、あるいはもがき苦しむように頭部を揺らしている。

　そこでようやく、ハギオは領りよう域いき石せきを使うのを忘れたことに気づく。領りよう域いき発動分の錬れん素そを送り込んでいなかったら、領りよう域いきが作用するはずもない。

　通りいっぺんの杭くいが刺さったところで、あの得体の知れない花はな傀かい儡らいにとっては、巨大化の刺激にしかならなかったようだ。




「ハギオくんっ！」

「危ない」

「えっ」

　青あお柳やぎは慣れたように七なな瀬せをお姫様抱っこすると庭の土を蹴った。上がる土つち埃ぼこり。ふたりが立っていた場所に屋敷の屋根が落下する。

　七なな瀬せを安全な場所に下ろし、青あお柳やぎは天を仰ぐ。

「やはり……そうだったか」

　花はな傀かい儡らいやクルーエルといった次元ではなかった。青あお柳やぎの口ぶりは、まるでこうなることを初めから予期していたかのようだった。




　どうしたらいい。

　ハギオは冷静に今の自分にできることを考えていた。──と、手の下に歪いびつな感触が。持ち上げてみると、

「……弓」

　颯ふう天てんが大事にしている「銀弓シルバーアロー」のレプリカ版の弓だった。

　閃ひらめく──と同時に唱える。

「《類シミユラ》！」

　銀メッキの弓に過ぎなかったレプリカが、本物の「銀弓シルバーアロー」に輝き変わる。

　これで花はな傀かい儡らいの目を射い貫ぬくことができたなら……！　勢いよく弓を夜空へと向けるも、

「矢がない！」

　折しも花はな傀かい儡らいと目が合ってしまうハギオ。

　花はな傀かい儡らいは巨木をしならせて頭を反らせると、その反動を利用するようにハギオ目がけて頭部を振り込んでくる。

『いいか。錬金術では頭を使え。そうすれば不可能な錬成も可能になるからな』

「忘れてたよ、先生」

　ハギオは弓を握る左手にありったけの錬れん素そを送り込んだ。

「《隣ネイブ》」

　弓と隣接関係にあるものとして、銀の矢がそこに錬成される。ハギオはそれを摑つかみ取とって、弓に掛けると思い切り引いた。

「んぅうおおおおっ！」

　──放った。

　閃せん光こうのごとく夜を切り裂いて疾はしる銀の矢が、猛スピードで接近してくる花はな傀かい儡らいの赤い瞳を豪快に射い貫ぬいた。

　瞳から周縁、巨木全体へと閃せん銀ぎんの光がヒビのように走る。そうして、光が溢あふれ出だし、花はな傀かい儡らいは巨木ごと派手に散ったのだった。




「颯ふう天てん！　……おい！」

　クルーエルの異形の姿から解放された颯ふう天てんではあったが、ぐったりとしている。ハギオが肩を摑つかんで揺する。

　部屋の中には、春の夜空から灰色の雪が降っていた。

「……ん……。ハギオ」

「よかった」

　颯ふう天てんにようやく意識が戻る。

　ハギオの表情や状況から颯ふう天てんはすべてを察した。

「……ごめん。ずっと、黙ってて」

　颯ふう天てんの瞳は月明かりを受けて赤く美しく輝いていた。

「僕のこと、見損なったよね」

「ああ」

　ハギオは云いう。

　雨ではなかった。颯ふう天てんの頰に一滴の雫しずくが落ちる。

「これからは……何でも話せよ。親友だろ」




　　　　○




　避難していた母親が駆けつけて、颯ふう天てんと一緒に救急車に乗っていった。救急車の赤いランプが完全に見えなくなると、ハギオは全身から力が抜けた。

「ハギオくんっ」

　七なな瀬せがハギオを抱えるように支える。ハギオは目が虚うつろで頰も少し赤くなっていた。額に手を当ててみる。

「すごい熱」

「あれだけの錬銀術を一度にやったんだ。消耗は激しいかもね」

　淡々と云いう青あお柳やぎ。

「ハギオくんも病院に──」

　立ち上がろうとした七なな瀬せの手をハギオが乱暴に摑つかむ。

「もう少し……」

　甘えるようにそう云いい、自分の額に七なな瀬せの冷たい手のひらを置き直した。

「……うん」

　まるであの春の日みたいに、ハギオにこのどうしようもなく冷たい手が求められている、と七なな瀬せは思った。

　そして、ハギオの右手に嵌はめられた指輪を見て、あ、と声が漏れる。

　同じことは青あお柳やぎも思ったらしい。

「錆さびてきたか」

　指輪は永い年月を一瞬で経たように劣化していた。薔ば薇らのひだに沿うように錆さびが入り込み、中心の青い領りよう域いき石せきもくすんでいる。

「領りよう域いき石せきは使用に限りがある。使えて、あと一、二回ってところだろう」

「青あお柳やぎさん……ハギオくんの様子が」

　まるで悪い夢でも見ているように苦しそうだった。薄く開かれた双そう眸ぼう。瞳の黒が薄くなったり濃くなったりとおかしい。

「うっ」

　ハギオが呻うめく、そして呟つぶやく。

「来る、あいつが…………あいつが」

「──《体バデル》」

　その声に凍りつく七なな瀬せ。

「……青あお、柳やぎさん？」

　振り返ると、そこには白い月明かりを背に浴び、錬成した金の拳銃をハギオに向ける青あお柳やぎが立っていた。








四章　開花









　灰色の雪が降りしきる中、高い石塀からひょっこり顔を出して葉は揺ゆらし家の敷地内を覗のぞく少女がいる。

「どうして」

　三白眼の赤い双そう眸ぼうには、およそ九く炉ろが予想していたものとは違う結末が映っていた。

　半壊した屋敷の縁側からふらつきながらも、ハギオが混血種ハーフの少年をおんぶして現れた。

　信じられない。渋しぶ谷やの廃ビルで混血種ハーフを衝動に任せて殺そうとしたあの人間が……。

「……混血種ハーフを助けた」

「来てみて良かった、ですね」

　小柄な少女が背伸びしたところでそれほどの高さは出ない。慣れたように、九く炉ろは大きな向日葵ひまわりの上に座っていた。

「まあ、わたくしにはまったく中の様子が見えないのですが」

　店内にいた客が帰ったタイミングだった、宇う陀だからエンマのスマホにショートメッセージが届いたのは。

　ハギオを「現場」に連れて行く、そこで彼の人間性が見られるかもしれない。そんなメッセージと共に場所まで知らせてくれたのは、おそらくハギオを拒絶する九く炉ろに対する宇う陀だの計らいだった。

「変わるものか。こんなものであいつに対する印象など」

「自分に云いい聞きかせているのですか？」

「あ、あいつは混血種ハーフを殺そうとしたのだっ」

「でもそんな彼に助けられた」

「……はっ」

　廃ビルの夜を思い出したように九く炉ろの表情から険が消える。そうだった。たしかにあのときハギオは、クルーエルに襲われそうになった自分を助けてくれた。

「ふふ」

　エンマが頼もしそうに笑う。

　九く炉ろをこんなふうに考えさせる人間に出会えて良かった、そう思う。

「時に九く炉ろ」

「何」

「少し重たくなりましたね」

　ぼっふ、とクッションが凹へこむみたいに、九く炉ろのかかとが向日葵ひまわりにめり込む。




　　　　○




　都内某所、夜。

　壁一面が窓になっていて、まるで東京の夜景がそこに張り付いたかのようなロビーだった。夜の光がコート姿の男の影をフロアに伸ばす。

　青あお柳やぎは、東京タワーとスカイツリーのちょうど中間点のあたりに立つ、純白の十字架塔を眺めていた。

　クルーエルとの戦いによって殉職したアルケミストたちの名が、夜になるとネオンカラーで浮かび上がる十字架塔。

　薔ば薇ら十じゆう字じ団だんに入隊した新米のアルケミストは、春の入隊式ののち、同期の隊員たちと一緒に十字架塔に赴き、特殊な透明塗料で自分の名をそこに書かされる。その名が夜に光って浮かぶ日が来ないことを祈って。

　当時、青あお柳やぎも同期の新しん宿じゆく区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だんに配属が決まった緋ひ衣ごろも夏なつ二じらと一緒に、十字架塔に見えない名前を刻んだ。緋ひ衣ごろもがふざけて自分の名前ではなく青あお柳やぎの名前を書こうとして、喧けん嘩かになりかけたのを付き添いのシルバーウルフが仲裁してくれて。懐なつかしい。

　青あお柳やぎは目を閉じると、十字架塔に青いネオンカラーで浮かび上がるシルバーウルフの名前がありありと見えた。

　そして、昔失った恋人の名前も──。

『お待たせ』

　聞きき馴な染じみのある色っぽい女性の声に振り向く。

　案の定、その声の主の姿は見えない。そこにはただ、声があるのみだった。

『本部に来るのは久しぶりじゃないかしら。早くその顔が見たいから来てちょうだい。いつもの研究室にいるわ』

　声にはもちろん視覚がない。

　聴覚もない。

「君はただの一度だって、直接迎えに来てくれたことはないな」

　皮肉を云いっても聞こえない。

『あ、そういえばさっき、緋ひ衣ごろもくんがあなたのこと探してたわ。ごめんなさいね、あなたが来ること、口を滑らせて云いっちゃったの』

「何てことをしてくれる」

　緋ひ衣ごろもほど相手にして面倒な奴やつはいない。アルガク時代の学生ノリでいまだに絡からんできては離れてくれない。

　青あお柳やぎは急いで、厄介な同期に見つからぬよう、彼女の待つ研究室へと向かった。

　ここ──薔ば薇ら十じゆう字じ団だん本部は、全国から寄せられたクルーエルの情報を速やかに当該地区のアルケミストに伝えるオペレータールームのある機密施設である。その所在地は公開されていない。

　また、アルケミストのためのトレーニングルームのほか、会議室はもちろんのこと、クルーエルや錬金術にまつわる研究室や図書室、アルケミストたちが交流するためのカフェやバーなども充実している。

　薔ば薇ら十じゆう字じ団だんに入隊したばかりのころは研修のために本部を訪れることも多かったが、現在は用がない限り来ない。

　今を時めく渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だん隊長の突然の本部来訪に、廊下を歩く若い女性オペレーターや職員たちが色めき立つ。その興奮気味な声が、この本部のどこかにいるのであろう緋ひ衣ごろもの耳に入りやしないかと青あお柳やぎは案ずる。

　ノックせず研究室のドアを押し開けた──のが良くなかった。

　声の主、港みなと区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だん隊長・浅あさ葱ぎ朱音しゆのの下着姿が目に飛び込んでくる。豊満な胸、均整の取れたフィギュアのようなボディーは文句なく美しい。

　黒のフルレングスボブ。首を傾かしげたときにちらっと見える赤のインナーカラー。そんな蠱こ惑わく的てきなヘアスタイルには、試すような吊つり目めが合う。

　青あお柳やぎの顔をみとめるやその赤い紅を引いた口元が微笑ほほえんで、

「入って」

　しかし、その声は青あお柳やぎの耳元で聞こえる。

　浅あさ葱ぎの口は動いていない。

　いや、青あお柳やぎは浅あさ葱ぎともアルガク時代から同期だが、彼女の声をその口から直接聞いたことがなかった。

　領りよう域いき【転てん音のん】の使い手である浅あさ葱ぎは、あらゆる音を任意の場所へと転じて再生させることができる。声も音のひとつ。彼女の声が本体を離れて、空間の制約も受けず、ある位置ポイントから響いて聞こえるのはそれが浅あさ葱ぎの領りよう域いきだからだ。もちろんそれだけの領りよう域いきではないのだが。

「服は着ない主義だったっけな」

「あなたがいつになっても脱がせてくれないから」

　声は耳元でやはり聞こえる。

「……っていうのは冗談。暑くて、キャミソールを脱いだの」浅あさ葱ぎは下着の上から白衣を羽織る。「それより、あなたが来るって、緋ひ衣ごろもくんに云いっちゃってごめんなさいね。ほら、あなたと緋ひ衣ごろもくんが並んでるのを見ると……すごくいいから」

　浅あさ葱ぎが救えない腐女子であることは有名だった。

　青あお柳やぎはひとつ嘆息し、

「で、鑑定はしてくれたのか」

　本題へ。

　すると、浅あさ葱ぎは青あお柳やぎが入ってきたときとは別の種類の──研究者としての無邪気な微笑ほほえみを向けて「もちろん」とタブレットに触れる。

　正面の巨大モニターに三枚の画像が映し出された。

　ひとつは、居酒屋チェーン「苔こけ丸まる水すい産さん」の屋上の写真。横たわる混血種ハーフの死体と周囲に飛び散る内臓。

　もうひとつは、アルガク「虚きよの間ま」を撮ったもので、授業中に乱入し暴走したクルーエルの死体。

　最後は、葉は揺ゆらし家の庭に積もった花はな傀かい儡らいの灰の写真。

「いずれからも、ある物質が検出されたわ。驚かないって誓って」

　浅あさ葱ぎはタブレットをスクロールさせる。

　それに応じてモニターの写真も流れ、映し出されたのは──、歪いびつなくっつき方をする分子の拡大写真。

「まさか……」

「ありえない、そうね、この化学物質はあの時代にしか存在しなかったもの」

「……どうして。生きてるのか、奴やつらが」

　青あお柳やぎですら焚ふん書しよを逃れた歴史文献でしか読んだことがない。

　遥はるか昔にロンドンで起きたあの戦争では、人間でもなければ吸血鬼でもない、第三の生命体が存在していたという隠蔽されし事実。

　おかしい、と思っていた。なぜこうも奇怪な事件が続くのか。

　しかも、あるひとりの少年の周辺で。

「上層部には報告する？　例の彼のこと、相当気にしてるらしいわよ」

「……手荒い連中だからな。機を見てとする」

　むしろすべてを先に伝えるべきは、本人であるような気もする。

「狙われてるわね、彼」

　違う。

　どんな因果かはわからない、もしもかりに奴やつらが現存し、この日本の──渋しぶ谷やにいるのだとしたら……。

　狙いはきっとあの子自身じゃない。

　あの時代、奴やつらが狂ったように心酔し愛したのは、彼の中にあるものなのだから。




　　　　○




　放課後、代よ々よ木ぎ公こう園えん内のアルガク病院に入院している颯ふう天てんを見舞うのが、ハギオの日課となりつつあった。

　混血種ハーフであることを隠し、アルガクで学園生活を送っていた颯ふう天てん。その処遇はまだ決定していない。いや、決定されたとして、それを満足に伝えることもできないのだが。

「じゃ、また明日来るから」

　病室の白いベッドの上で、酸素マスクを着けて眠っている、颯ふう天てん。ハギオが声を掛けると、少しだけ目を開けてくれた。

　その瞳は赤く。

「お前、目、赤いぞ？」

　ハギオが深刻そうな顔でボケると、颯ふう天てんは口角を上げた。そして、そのまま目を瞑つぶって再び眠りに落ちた。

　クルーエルになった混血種ハーフを救うことなど、基本的にはできない。それが可能だったのは、花はな傀かい儡らいによるクルーエル化だったからだ。

　ハギオは颯ふう天てんの一刻も早い回復と、颯ふう天てんと一緒にまた錬金術を学べる日が来ることを願った。それから、

「いつか同じ十じゆう字じ団だんに入れるといいな、お前と」

　遠くない将来のことを想おもった。




　バー「ブラブラ」には、あれっきり行ってなかった。宇う陀だに報告したのをもって、バイトを辞めたつもりでいた。そもそも働き始めてもいなかったが。

『もし。ハギオくんですか。実はひとつご相談が……』

　ところが、バーのオーナーのエンマから、あの顔面と同じくらい怪しい電話が入った。単刀直入に、バーに来てほしい、と云いってきた。

『九く炉ろが、あなたに会いたい、と申しており』

　実に怪しく奇妙であると同時に恐ろしい。まるでハギオの禊みそぎは済んでいない、とでもいうかのよう。

　エンマと宇う陀だの関係性を考えると、無下に断ることもできず。ハギオは骨の一本は折るくらいの覚悟でバー「ブラブラ」を訪れることに。

　──そうして今に至るわけだが、

「えっと……」

　ハギオは困惑していた。入店するやスツールに座らされ、目の前で九く炉ろがシェイカーを振り始めたのである。

　シェイカーの振り方は一流のそれだった。いや、そんなことはどうだっていい。

　カクテルグラスに、どろっとした赤い液体が注がれていく。

「どうぞ」

　絶対にブラッド・ドリンクだろ！　……ちょっとオシャレにバジルも添えやがって。ハギオは神妙に頷うなずいた。そういうわけか。今度は暴力ではなく精神的な苦痛で。

「の、飲めっ」

　ハギオがあまりに渋るから、九く炉ろが痺しびれを切らす。……なぜだろう、少しだけ、九く炉ろの頰がほんのりと赤いように見えるのだが。

「いただきます」

　意を決し、口呼吸に切り替えて、グラスに口を添えるとぐいっと一気飲みするハギオ。しかし、いくら口呼吸でも遮り切れないドリンクの香りと味わい……どろっとして……濃厚……それでいて鼻に抜けるような爽やかでみずみずしい野菜のフレーバー…………ん？　これってもしや、

「……トマトジュース？」

　こくり、と頷うなずく九く炉ろ。ハギオが意図がわからず目をぱちくりさせると、九く炉ろはぷいっと顔を逸そらして、

「ふ、ふつー……作ってもらったカクテルを飲んだらっ……もっと、云いうこととか」

「……いやおいしいよ、もちろん。市販のとはレベルが違う」

　すると九く炉ろはさらに頰を赤らめた。満足したのかしないのか、ハギオから空のグラスを奪って洗い始める。俯うつむくものだから表情が読めない。
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　まじで何なん？

　ハギオが呆あつ気けに取られていると、エンマが隅っこの方から小鳥のようにちゅんちゅんと笑いながらやってきた。

「驚かせて申し訳ありません……」

　ハギオに対して深々と腰を折ったかと思ったら、一気に花が咲くように、

「ウェルカーム、トゥー、ブラブラ!!」

　歓迎の意を示して両腕を大きく広げる。

「……は？」

「実は、わたくしと九く炉ろ、先日のハギオくんのアルケミストとしての頑張りっぷりを見に行きまして──」

　エンマは宇う陀だから連絡をもらって、現場に行ったのだ、と語る。

「クルーエル化してしまったご友人を、見限るのではなく救う。その姿は、いつぞやの夜の廃ビルで出会ったハギオくんからは想像のつかない勇姿……九く炉ろはいたく感動し、そのギャップにやられ、あなたをすっかりと許したのです」

「感動なんかしてない。……ギャップなどにやられるものかっ」

「失礼しました」

　九く炉ろ相手にも丁寧に詫わびるエンマ。

「しかし、かくして九く炉ろはハギオくんにドリンクを振る舞いたい……と。ええ、あの絶品トマトジュースは、先輩バーテンダーから新しい仲間へ贈るウェルカムドリンク！　ハギオくん、改めまして、バー『ブラブラ』へようこそっ！」

「え、待って」

　……っていうことは、

「オレ、ここで、働くんだ……？」




　ハギオの意志を確認するつもりは一切ないようで、エンマはスタッフルームにてさっそくバーテンダーの制服を手渡す。

「なんてお似合いなのでしょう！」

　手を合わせて、エンマは感激した。向日葵ひまわりの花びらも喜びを示すように柔らかくふわっと立ち上がる。

「そ、そうか」

「ええ、スリムなハギオくんだからこそ様になってます」

「なあ、エンマ」

「はい？」

　九く炉ろのことで聞きたいことがあった。

「何でもない」

　あいつって、本当に混血種ハーフなのか？

「さては、九く炉ろのことでしょう」

　エンマが微笑む。ただの巨大な向日葵ひまわりに過ぎないのに、なぜだか微笑ほほえんだのがわかった。

　エンマは饒じよう舌ぜつに語り始めた。

「ギャルソン、ご安心を……。九く炉ろは機嫌が良ければおとなしく、むしろクールビューティーが売りの美少女。昨夜もお客様と喧けん嘩かして、その方を病院送りにしましたが……。いつかの夜に九く炉ろと戦いこの通り生存しているハギオくんならノープロブレム！　多少の流血はどの職場でもありうることですし……ハギオくん、ぜひとも九く炉ろと仲良くしてやってください」

　聞きたいことが絶妙に違った。むしろ聞いてはいけないことを聞いてしまった。

「では、わたくし野暮用がありまして──」

「まじ？」

　エンマが行ってしまったことで、ハギオはスタッフルームにひとりきり。店内に戻ったら、九く炉ろと……ふたりっきり？

　地獄かよ。

　おそるおそる、スタッフルームのドアを押し開けるハギオ。

「あれ？」

　七なな瀬せがスツールに座っている。

　しかも、カウンターに立つ九く炉ろに対し、

「は……ハギオくんを返してっ」

　なんか云いってる。

「ハギオくん……もうここには来ないって云いってたんだから。でもここにいるってことは、あなたとか……あなたとかあなたとかがうまいこと云いってハギオくんを騙だましたから！　ハギオくんをどうするつもりなの……え、もしかして……付き合っ、て、るの？　え！　やだ……そんなのやだ……」

「お引き取り願えますか？」

　九く炉ろの云いう通とおりだ。

　こんな状況でもしも他の客が入ってこようものなら、迷惑も甚だしい。

　ドアを閉める。

　その音に七なな瀬せがハギオの方を振り向く。

「どうしてオレがここにい──」

「ハギオくん……」

　ぶわっと涙を浮かべて七なな瀬せが駆け寄ってくる。

「大丈夫？　あの……バーテンの子に変なことされてない？　付き合ってないよね？　ねぇどうしてバイト辞めたんじゃなかったの？」

「……とりあえず座ろう」

　本当は帰ってもらうのがベストだったが、相手はメンヘラサイコパスの七なな瀬せ。たいへんリスキーだと思い、経緯を説明することにした。

「なーんだ、そういうこと」

　合点が行った、というように七なな瀬せは手を合わせた。それから、勘違いをした自分が恥ずかしくなったのか「ごめんなさい」と素直に九く炉ろに謝った。

「いえ」

　九く炉ろも愛あい想そ笑わらいくらいは浮かべるらしい。

　その後も七なな瀬せは居座って、オレンジジュースを飲みながら、ハギオと九く炉ろとを交互に見やった。自分の目の前で先輩バーテンダーの九く炉ろが、後輩のハギオにバーテンダーとしての手て解ほどきをしている。気が気でない七なな瀬せはふたりから目が離せない。

「まずは氷を削ることから」

「氷か」

　最初からシェイカーを振らせてくれるわけではないらしい。当たり前か、とハギオは思う。

　ロックグラスに入れる球状の氷、アイスボールをきれいに作れるようになることが、バーテンダーとしての第一歩だと九く炉ろは語った。

　九く炉ろはハギオに手本を見せるべく、アイスボックスから適当な氷を手に取ると、アイスピックで手て際ぎわよく削り出していく。片手で氷を回しながら正確にアイスピックで角を突つつく。ハギオの頭の中に「職人」という言葉が浮かぶ。

　出来上がったアイスボールをロックグラスに入れて、そこに水を注ぐ九く炉ろ。手に持ち、軽く揺らすと中の氷が涼しい音を奏かなでた。

「ん」

　ハギオ用に、九く炉ろがアイスピックを手渡してくる。次はハギオがトライする番だった。

「冷たっ」

　ハギオは数秒と氷を持っていられなかった。だから氷を回しながら削っていくのだろうが、そうすると今度はそっちに集中してしまい、アイスピックの狙いが外れる。

「下手か」

　痺しびれを切らす九く炉ろ。ハギオの右手を上から摑つかむや、こう、こう削るのだ、と氷を突つつきながらスパルタ指導を始める。

「わ……」

　七なな瀬せの口から思わず声が漏れる。……ハギオくんの手、握ってる。しかも、あんなに……あんなに簡単に！

「なるほど押し出す感じか」

　ハギオが感心していると「あ、あの！」と七なな瀬せは手を挙げた。

「わたしにもやらせてください」

　それ以上ハギオと九く炉ろがくっついてほしくなかった。

　ところが九く炉ろに丁重に断られる。さすがに客にやらせるわけにはいかない。

　カウンターに突っ伏す七なな瀬せ。

「見ない……………それなら絶対に……」

　ハギオと九く炉ろの声だけが七なな瀬せの耳に入ってくる。

『下手すぎる』

『やったこと、ないから。仕方ないだろ』

『もっと強く突つついて。でも優しく』

『こ、こうか』

『そう。いい感じ』

「な、なんかすごくえっちに聞こえるし[image: かんたんふ]」

　がばっと顔を上げる、七なな瀬せ。

「……どした七なな瀬せ」

「ハギオくん、これ……どうぞお使いください」

「おおっ！」

　七なな瀬せの手のひらには、まるで、水晶のように美しい氷の球体が載っていた。

「すごいじゃねえか……」

「そ、そうかな」

　手に取って、七なな瀬せの作り出したアイスボールを眺める。ロックグラスに入れてしまうのが惜しいほどに完璧だ。ハギオは見み惚とれてしまっていた。

　突然、そんなアイスボールが目の前で粉砕される。

「「え……」」

　凶器となったのはアイスピック。

「丸すぎると良くないから」

　犯人は九く炉ろ。

「グラスの中で回したときにかえって音が鳴らなくなる」

　犯行の動機は、プロのバーテンダーとして黙っていられなかったから。

「いや手に穴空いたらどうすんだよ危ねえな！　それにせっかく七なな瀬せが作ってくれたのに」

「……いいの、ハギオくん」

「え」

　七なな瀬せの方から並々ならぬ冷気は感じていた。

　が、まさか、カウンターの上に大量のアイスボールによって組まれた──氷のピラミッドのせいだとは夢にも思わなかった。

　俯うつむきがちに静かなる声で七なな瀬せが云いう。

「アイスボールなんて……ちょちょいのちょいですぐ作れちゃうけど……あんまり完璧すぎると良くないみたいだから」

「……七なな瀬せ？」

　氷にまつわる領りよう域いきを有する者として、プライドがあるのはわかるが、それじゃ、まるで宣戦布告。

「くっ！」

　案の定、バーテンダーとしてのプライドを持つ九く炉ろに皮肉が伝わってしまう。

「秘技──『高速アイスピック』」

　ザッ　ザッ　ザッ　ザッ　ザッ　ザッ　ザッ　ザッ　ザッ　ザッ

「本当だ……すぐに作れてしまうな！　ははっ」

　もはやバーテンダーとかの次元ではない。九く炉ろも高速でアイスボールをいくつも削り出し、やや雑ではあるが氷のピラミッドを完成させてみせる。

「……九く炉ろ？」

　ハギオにとっての地獄は、しかし、始まりに過ぎなかった。

　九く炉ろの応酬を受けて、さらに闘志を燃やした七なな瀬せが領りよう域いきをフル活用して招き猫の氷像を作り上げる。そんな七なな瀬せの挑発を受け、負けじと九く炉ろもうさぎの氷像を組み上げて──。他に客が来なかったのが不幸中の幸いだった。ただ、ハギオはそんな不毛な戦いの唯一の観戦者を強いられてしまい、都度、ふたりから氷像作品の評価を求められた。ごまかして答えようものならふたりから同時に強い叱責。いったい何のバイトをしに来ているのか。

　勝負の終わりの訪れは必然だった。そう、アイスボックスの中の氷が底を突いてしまったのである。

「上の部屋に……氷を取ってくる」

　そのまま戻ってこないんじゃないか、と不安になるくらいに、疲れ果てた九く炉ろが店を出ていく。ハギオはモップで床を掃除しながら見送った。

「ごめんなさいっ！」

　七なな瀬せがカウンター越しに謝る。

「怒って、る？」

「怒ってる」

　七なな瀬せはため息をつくと、小さな声で「こうしてわたしはハギオくんに嫌われていくのです……」と嘆いた。

「ねえ、ハギオくん」

「何だよ」

　こんなタイミングで聞くことでもないような気がしたが、

「この前のことでちょっと……」

　七なな瀬せにとっては聞かずにはいられないことでもあった。

　おぞましい巨木化を遂げた花はな傀かい儡らいを葬ほうむり、颯ふう天てんをクルーエルの状態から救ったハギオだったが、葉は揺ゆらし家の前で倒れた。そのときのことだった。ハギオは苦しそうに呻うめいては、

「あいつが来る……とか云いってたの」

　ハギオの黒い瞳の色が不思議に揺れていたのも忘れられない。

「覚えてないな」

「そう」

「まあ、とくに意味もないだろ」

　ハギオはモップを片付けにスタッフルームに消えていく。七なな瀬せの気がかりに、ちっとも頓着する様子のないハギオに少しだけ不満を覚える七なな瀬せ。

　とくに意味もないなら、どうして青あお柳やぎはハギオに金銃を構えたのか──。ハギオが目覚めると青あお柳やぎは錬成を解いたものの、あのときの青あお柳やぎの冷たい目を思い出し、七なな瀬せは今も怖くなる。

　スタッフルームから戻ってきたハギオが、

「七なな瀬せさーまだ店いる？」

　と聞いてくる。

「え、うん」

「オレ……ちょっとあいつの手伝い行ってくるわ」

　七なな瀬せの反応も待たずに店を出て行くハギオ。

　この胸の寂しさを、嫉妬とみとめないわけにはいかなかった。でもすぐに、七なな瀬せはそんな感情とまともに向き合える状態ではなくなってしまう。ハギオが階段を駆け上がっていく音すらもう曖昧である。

　領りよう域いきを酷使したことによる急激な眠気が七なな瀬せを襲い始めていた。




「……『くろ』」

　ドアに提げられた札には、たしかにそう書かれてある。しかも、子供のいる家でよく使われているような木製の可愛かわいらしいプレートだった。

　ノックしてみる。

　すると中から走ってくる音がして、ドアがゆっくりと少しだけ開く。隙間から九く炉ろが、訝いぶかしむように顔を出す。

「手伝いに来た」

　ハギオが用件だけを云いうとドアはもう少しだけ開いた。

　明かりという明かりのない部屋だった。ただし、片側が一面窓になっていて、夜の渋しぶ谷やのネオンがその代わりになってくれている。打ちっ放しのコンクリート。あくまでビルの一室だがここが九く炉ろの部屋らしい。

　氷のストックが入っているであろう冷蔵庫は業務用で大きかった。他には、ビーズクッションや簞たん笥すなどの家具。

　そして──。

　ハギオはそれを家具に分類していいのか迷った。

　部屋の真ん中には、黒くて大きな棺ひつぎが。

「人のベッドじろじろ見て変態か」

「ベッド!?」

　九く炉ろが棺ひつぎの前でしゃがんだ。そのときになってようやく気づく。七なな瀬せとの意地の張り合いで汗でも搔かいたのか、キャミソール一枚になっている。露あらわになった、白くてほっそりした腕が伸びて棺ひつぎの大きな蓋を持ち上げる。

　蓋は九〇度以上開いたところで固定された。ハギオは棺ひつぎの中を見て、啞あ然ぜんとした。

　布ふ団とんの代わりに、ぎゅうぎゅうに敷き詰められた白いうさぎのぬいぐるみ。

「どうやって寝るんだよ……」

　ハギオが漏らすと、九く炉ろは実際に棺ひつぎの中に入ってみせた。慣れたように、うさぎのぬいぐるみをいくつも抱きしめる。

「こうやって寝るのだ」

　わざわざ就寝の様子を再現してくれたらしい。

　白いうさぎのぬいぐるみに埋もれる九く炉ろ。その絵はまるで、覗のぞいてはいけない女の子の夢のようで、どこか浮き世離れしている。

　ハギオは不覚にも少しだけ九く炉ろを可愛かわいいと思ってしまった。

「見ていろ」

　九く炉ろは思い出したようにうさぎの海の中を手でまさぐる。しばらくして、カチ、という音が鳴って──。

　赤いネオンライトが棺ひつぎの中を浸潤した。暗い部屋の中で棺ひつぎの周りだけがぼんやりと明るくなる。棺ひつぎの中はまるで赤い海だった。九く炉ろはうさぎたちと一緒に血の海に浮かぶ救いようのない少女のよう。

　いや、そんなことより、

「お前……それ」

　ハギオは九く炉ろの首筋にあって、赤いネオンを受けて紫色に光る、小さな痕を見み咎とがめた。

　刀の形をしている。

　思い出す、ハギオは廃ビルで去さり際ぎわの九く炉ろの首元にその痕を見ている。

「こっちにもある」

　九く炉ろが反対側を向いて右の首筋を見せる。そこにも同じように紫色に光る痕が。でも、それは、刀の形をしていなかった。

　鎌、だった。

「お、おい」

　キャミソールの肩かた紐ひもに手を掛ける九く炉ろ。すると、ハギオが目の前にいるのに、何のためらいもなく下着の紐ひもと一緒にずり下げていった。

　胸は両手で隠し──。

　露あらわになった胸元から鎖骨にかけて、その皮膚の薄そうな白い肌には首元にあるのと同じような痕がいくつもあった。

「刺青いれずみとでも思ったか？　──これは『炉ろ』と呼ばれる烙らく印いんだ」

　その痕はネックレスのように弧を描いて並んでいた。首元のものと合わせたら、九つ。それぞれがまったく異なる武器の形をしている。

「古代ヨーロッパでは、子を産んでいない女性は『容いれ物もの』と見み做なされていたらしい」

　肩かた紐ひもを戻すと九く炉ろが話し始めた。

「王に雇われた呪術師たちは、来る戦いのために、あらゆる武器や防具を女性の身体からだのうちに格納する儀式を行っていた。……どうしてかはわからない。私の身体からだにも同じように、その儀式の痕である『炉ろ』が見受けられるのだ」

「いつから」

　ハギオが反射的に聞くと「初めから」と返ってきた。

「信じられないだろうが、私の身体からだの中には、生まれたときから、九つもの武器がしまわれてある」

「……あのときの黒い刀は」

「もちろん『炉ろ』のひとつとして引き出したものだ。もっとも、今の私には、その『刀』しか引き出し方を知らないが」

　まるで錬金術師だ、とハギオは思った。

「九つの炉ろ。だから私の名は九く炉ろ。この名は気に入っている。……あの人が、捨てられていた赤ん坊の私を拾って名付けてくれた、世界でいちばん愛いとおしい名だ」




　ビニールの端を切って、アイスボックスの中に氷をがらがらと落とし込んでいく。それなりに大きな音はしたはずだ。

「にしても起きねぇな……」

　カウンターで突っ伏して眠る七なな瀬せ、心地よい夢でも見るように時々笑う。

　パシャッ！

　何を思ったのか、七なな瀬せの後ろに回り込んだ九く炉ろがスマホで撮った。ハギオが覗のぞき込こむと、そこには七なな瀬せの白いうなじの写真。

「良き」

　満足げに微笑ほほえむ九く炉ろ。即、写真を「嚙かみつきたい」というフォルダに保存する。

「お前……」

　ハギオは非難したつもりだったのだが、九く炉ろはそれを興味と勘違い。スマホをスクロールしてフォルダの中の他の写真も自慢してくる。

「これはゲーセンで夢中になっていた無防備な女子大生のうなじ。小麦色の肌が香ばしそうであろう。で、こっちは電車で座っていた私にうとうとと寄りかかってきたＪＫの首筋。ぐぬ、たまらぬ！」

「そのフォルダは、さすがにアウトだろ……あとで送れ」

「断る」

　それから、バー「ブラブラ」には、常連だという混血種ハーフの中年会社員の男が現れた。彼が血の色をしたビールを楽しそうに飲んでいると、エンマが戻ってきた。ひとりかと思ったら、街で引っ掛けたらしいきれいな若奥様も一緒だった。混血種ハーフの男性客と仲良くなって、人間の若奥様はその血の入ったビールを一杯もらい、意外とおいしい、と感激。

　九く炉ろがエンマに「ハギオに酒屋の場所教えてくる」と云いう。七なな瀬せは途中で一回起きたが、ソファー席に移動し、二度寝中だった。エンマは七なな瀬せにタオルケットを掛けると、気をつけて行ってらっしゃい、とハギオと九く炉ろを見送った。

　お酒の仕入れ先である近くの酒屋を案内してくれるらしい。外に出ると、九く炉ろはハギオの前を歩いて一度も振り返らずに説明した。

　酒屋は路地裏にあった。もうシャッターは下りている。

「これから仕入れを任せることも多くなるから、場所、忘れないで」

「九く炉ろ」

「何」

「本当に、人間のこと、嫌いなのか？」

　見えなかった。今日はまったくそんなふうには。ハギオに対しても、七なな瀬せに対しても、お客さんに対しても、人間だからと差別はせずに、心を開いている。

　シャッターが音を立てて軋きしむ。

「人間は嫌いで」

　そこに寄りかかるように九く炉ろが座ったのだ。

「好きだ」

　ハギオも隣に座った。

「好きと嫌いとが交互に押し寄せてくる。好きなときは好き。嫌いなときは嫌い、大っ嫌い。仕事をしていても顔に出る。接客業としてあるまじきことだが」

「どうして嫌いなんだ、とか、聞いてもいいのか」

　九く炉ろがハギオの方を振り向く。

　先に目を逸そらしてしまったのは、ハギオの方だった。

「お前たちは私たちを下に見ている」

「そんなことはない」

「見ている。だから薔ば薇ら十じゆう字じ団だんもクルーエルを大勢の人の前で躊ちゆう躇ちよなく殺せる。クルーエルだって元は混血種ハーフなのだぞ。家族がいたかもしれない、恋人がいたかもしれない、友人がいたかもしれない……」

「それはっ」

　仕方のないことだろ、と云いいかけて、やめる。たしかに、今までクルーエルに対する尊厳なんてものを考えたことがなかった。

　あるいは、まともな混血種ハーフだったころを知っている人物への配慮。

　自分だったら耐えられない。颯ふう天てんがクルーエルになって街に現れたとして、いくら有害極まりなくても情状の酌量もなく薔ば薇ら十じゆう字じ団だんに一方的に殺されてしまうのは。

「お前も私たちを見下しているから、あの夜、混血種ハーフを殺そうと──」

「違う」

　それだけは否定したかった。

　あのとき、ハギオは過去に支配されてしまっていた。目の前の混血種ハーフが、どうしようもなくクルーエルに思えてしまうほどに。

　ハギオは九く炉ろに二年前の冬の事件を話し始めた。




　　　　○




　アルガクが冬休みに入って、ハギオは実家に戻っていた。あの冬、ハギオの住んでいる街には奇怪な吸血事件が連続して発生していた。

　警察もクルーエルが犯人とみて、まだ近隣に潜伏しているかもしれないと住民に注意を呼びかけていた。

「夜は絶対に出かけちゃだめだからね」

　母にも釘くぎを刺されたが、ハギオは不満だった。そんなことを云いうくせに母は仕事で帰りが遅く、年末の繁忙期で夜でも会社に戻ったりしていたから。

　でも、

「悠ゆうのこともお願いね」

　ハギオには弟の面倒を見るという大切な役目がある。二個下で不登校の弟。最後に会話したのがいつなのかも思い出せない。そんな繊細な弟の悠ゆうには、ふとしたことがきっかけで家を飛び出してしまう癖があった。

　案の定、ハギオは悠ゆうを探しに外に出てしまうことに──。クリスマスイブの前の日の夜だった。街はクリスマスムード一色。母さんが仕事から帰ってくる前に悠ゆうを連れ戻さなくちゃ……いや、どうか悠ゆうが無事でありますように……と祈りながら探しに探したら、最寄り駅の向かいのケーキ屋から出てくる悠ゆうとばったり会った。

　悠ゆうには何があっても怒らないで。母からはそう云いわれていた。けれど、さすがに今度ばかりは、と怒鳴りかけて、

「それ……」

　悠ゆうが提げているケーキ屋の紙袋に目が行く。

「ご、五百円だった」

　安いケーキ屋で有名だった。ホールケーキが五百円。悠ゆうは自分の小遣いで、明日のクリスマスイブのために買ってくれたのだ。

「いつも、みんなに迷惑かけてるから……」

　悠ゆうと久しぶりに会話していることに気づいて、ハギオは静かに感動した。

「……帰るか」

「うん」

　ハギオと悠ゆうは明るい道を通って、家に戻った。道すがら、明日は母さんにサプライズを仕掛けよう、などと話しながら。

　ドアを閉めるとき、電柱の陰に人影を見たような気がしたのを覚えている。けれど、それも神経質になっていただけだった。

　迎えたクリスマスイブの夜、ハギオは渋しぶ谷やのドンキで買ったサンタ衣装に着替えて、付き合いのある近所の混血種ハーフのお宅にお邪魔していた。

　計画はこうだ。母が仕事から帰ってきたら弟がこっそり電話を入れてくれる。サンタに扮ふんしたハギオがホールケーキを持って、劇的に登場。

　午後八時。電話が鳴って、ご主人が「弟くんから」と取り次いでくれる。

「帰ってきた、お母さん」

「行く」

「兄さん」

「ん」

「僕……ちゃんと、学校に行こうと思ってる」

　ハギオはケーキの箱の持ち手をきゅっと握って、云いった。

「うん」

　その夜道は輝いていた。本当のサンタになった気分で、クリスマスケーキを抱えて走った。

　呼吸を整えてドアノブを握る。鍵は開けておいてくれていた。ドアを開け、居間を見渡せる玄関に立ち──、

　ハギオの手からクリスマスケーキが落ちた。

　生温かいものが顔に飛び散って目の前で母が倒れる。

　母を庇かばうように飛びつく悠ゆう。背後からは黄色の鈍い光を湛たたえた瞳のクルーエル。両手の爪は凶器のように鋭く伸びていた。母の肉片が爪の先から、ぼろ、と落ちる。ハギオはクルーエルにぶつかっていた。脚が固まって、強く当たることすらできない。クルーエルが腕で払った。壁に打ちつけるハギオの身体からだ。完全に標的がハギオに変わる。クルーエルが大きな口を開けて飛びかかってくる。

　死ぬ、とハギオは思った。

　ところが不思議なことに、クルーエルはハギオに嚙かみつく寸前に目を扁へん平ぺいに歪ゆがめて、飛とび退のいたのである。

　ただ、そのせいでクルーエルは後ろを振り向いてしまった。壁に映ったシルエットで、悠ゆうが包丁を構えているのがわかる。──そして、その悠ゆうの身体からだに禍まが々まがしく湾曲した巨おおきな爪が突き刺さって、

「……悠ゆう」

　ハギオの視界は真っ暗になる。

　その暗闇は、母の匂いに満ちていた。茫ぼう然ぜん自じ失しつのハギオを母が覆うように抱きしめていた。母が大きく揺れる、そのたびに肉を抉えぐるような音が聞こえてくる。

「やめろ……やめろ」

　錬金術なんて、いつ使えばよかったのか。ハギオは、うわ言のような言葉を口にすることしかできなかった。

　そのとき誰かがドアを蹴破るように飛び込んできた。響く、まるで鍵盤を叩たたくような銃声。呻うめき声ごえを上げるクルーエル。

　母の肩越しに見えたのは、渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だん隊長の青あお柳やぎだった。飛びかかってくるクルーエルに対し、壁に手を添えて錬金術を唱える。白い壁から金の太い円柱が伸びて、クルーエルの身体からだを押し流すと反対の壁に豪快に挟んで潰した。

　ハギオの耳元で母の声が聞こえる。

「界かいくん……ぎゅって、して」

　できなかった。

　ハギオが手を回してみても、もう、そこには抱きしめる背中がなかったのだから。




　　　　○




　ハギオの話に、九く炉ろは言葉を失い、同情の言葉すら掛けられなかった。往来の人々が、ふたりの異様な雰囲気を気にしつつ過ぎ去る。

「……だからって、混血種ハーフを木刀で殴っていいことにはならないが。あの夜のことは、オレも反省してる」

「似ている……」

　九く炉ろが呟つぶやく。

「え」

「お前は、私と少し、似ているな」

　ハギオがしまっておきたい辛つらい過去を話してくれた。

「私は母を人間によって殺されたのだ」

　それに対する誠実な反応は、自分の過去も打ち明けることだ、と九く炉ろは思う。

「紫し苑おんは、捨て子だった私を拾って愛してくれた母だった。でも、ある夜、ワテルが家に上がり込んできて──」

「……ワテルが？」

　対吸血鬼特殊部隊（ＷＡＴＥＲワテル）のことは、もちろん知っている。警察庁の管轄にあって、クルーエルと対たい峙じする薔ば薇ら十じゆう字じ団だんに対し、ワテルはクルーエルを除く危険な吸血鬼種による事件の解決が主な任務。ブラッド・ドラッグの取り締まりもそこに含まれる。ただし、ワテルのやり方は目に余るほど強引で世間からも度々非難を浴びている。

　また、宮く内ない庁ちよう管轄の薔ば薇ら十じゆう字じ団だんと仲が良かったためしがない。例えば、人間の血の味をしめた混血種ハーフは、どちらの獲物なのか。クルーエル予備軍として見れば、薔ば薇ら十じゆう字じ団だんの獲物だが、あくまで吸血鬼種の問題と括くくれば、ワテルの獲物。その線引きはいまだ不確かで現場で両者が衝突することも少なくない。

「紫し苑おんは……私の目の前で私の手を握りしめたまま……ワテルに」

「もういい」

　肩を小刻みに震わせている九く炉ろをそれ以上見ていたくなかった。

「私は……絶対にあの男を忘れない。……吸血鬼種を見下す、クルーエルよりも残酷で冷たい目をしたあの男を」

　ハギオは、ふと、思った。その過去の事件にこそ、九く炉ろの人間に対する嫌けん悪おのきっかけがあるのでは、と。シャッターが小さく軋きしむ。震える九く炉ろの肩を落ち着かせようとハギオが手を回したのであった。

　九く炉ろの肩が──びくっと動く。

　それが、純粋な驚きの反応なのか、あるいは人間に対する嫌けん悪おの反応なのかは、ハギオにもわからなかった。

「戻ろう」

　そう優しく声を掛けるハギオに続いて、九く炉ろも立ち上がる。そうして、来た道を引き返そうとしたのだが──、

　その青い光にふたりの足が同時に止まった。

　目の前に、水槽を首の上に載せたセーラー服姿の少女が立っている。まるで幻想と対たい峙じしているかのようで現実感がない。

「水槽……少女」

　ハギオの瞳に水槽の中で揺れる青くぼんやりした水が映る。

「こんばんは」

　水槽少女がお辞儀をする。

　と、

「──っ！」

　水槽の中の水は、地面に零こぼれ落おちるのではなく、九く炉ろの頭上から降り注いだ。避よけられずにその青い水をすべて被かぶってしまう。

「九く炉ろ！」

　水を浴びただけなのに。九く炉ろは地面にぐったりと横たわって、ハギオの言葉に反応しない。水槽少女を睨にらみ上あげるハギオ。すると、空の水槽の底から、魔法のように青い水が湧き出し、瞬またたく間まに元の青い水槽に戻った。

「ねえ、その子よりも街の心配したら？」

「はっ」

　水槽に渋しぶ谷やの街の映像が映し出される。切り替わる各所の定点映像のすべてに、人々を襲うクルーエルの姿があった。

「クルーエルが……大量発生してる」

「ふふ」

　水槽少女は笑うと、次の瞬間には、横からハギオに抱きつくようにして、「今夜、鈴の音色が聞こえますように」と耳元で囁ささやいた。

「！」

　ハギオが絡からみつく腕を払おうとしたら、水槽少女は水滴よりも細かくて青い霧となり、風に乗って消え去った。

「……行け」

　声を絞り出す九く炉ろ。

「エンマに来てもらう。待てるか」

「麻ま痺ひしている……だけだ……私に構うな」

　スマホで確認すれば、ＳＮＳは「＃渋しぶ谷やクルーエル」がトレンドに上がっている。すでに、渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だんが現場で対応しているらしいが、そのクルーエルの数の多さに、他区の薔ば薇ら十じゆう字じ団だんに応援を要請しているとのこと。

「オレも行ってくる。おい……九く炉ろ？」

　ハギオの手を強く握る九く炉ろ。

「誰も殺すな」

「……」

「ハギオならクルーエルも混血種ハーフに戻せるのだろ……見たのだ、私はっ」

　颯ふう天てんを救ったときのことを云いっているらしい。ただ、あれは花はな傀かい儡らいに中あてられてクルーエル化したタイプだったから救うことも可能だったわけで……。そんな、今の九く炉ろに望みを断つような言葉は吐けなかった。

「約束する……」

　ハギオは九く炉ろの目を見ずにそう云いうと、いちばん近くの現場へと走り去っていく。




　渋しぶ谷やセンター街は血と肉で汚れていた。襲われた人間や混血種ハーフは元の形を残しちゃいない。押し潰されるようにして果てていた。

　両腕が立方体のハンマーのようになったクルーエルが、地面を打ち鳴らすようにして、ひとりのアルケミストへと近づいてくる。

　渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だん隊員・糸いと繰くりモネが、ペンダントとしてぶら下げていた人形に触れる。

　モネが特殊五錬則の《形パペルテ》を唱える。これによって、ただの人形が錬金人形ゴーレムと化し、モネの前に躍り出た。

　地面を大きく揺らしながら「っっっっっぶぁ！」と走ってくるクルーエル。錬金人形ゴーレムは高く跳び上がると、クルーエルを真下に捉えた。

「《重ヘビア》！」

　続いて、応用四錬則のひとつ──《重ヘビア》を唱える。

　直後、クルーエルは自分が押し潰してきた人々のように、途方もなく重量化した錬金人形ゴーレムのヒップドロップによってぺしゃんこになった。

「ちょっと重すぎたかな……」

　地盤沈下のように大きく凹へこんだコンクリート。モネが覗のぞき込こむように見下ろすと、錬金人形ゴーレムがクルーエルの身体からだの上で手を振っていた。

　モネはスマホを耳に当てた。

「あ、曾そ良らっち？」




「何すか？」

　空うつ木ぎは宮みや益ます坂ざかでクルーエルと戦っていた。

　最初は二体を相手にしていたのだが、すでに一体は空うつ木ぎに嬲なぶられ、街路樹の幹に引っかかって絶命している。

『手伝う？　あとゲーム返して』

「手伝いはいらないっす。あ、ゲームはもうちょっと貸してください」

　領りよう域いき【霧む散さん】によって分散した空うつ木ぎの右脚と左脚。空中で、クルーエルをサッカーボールのように互いに蹴り返している。

　それを眺めているのも飽きたように、空うつ木ぎはスマホを持ってない方の左手で胸ポケットから鶴の折り紙を手にし、

「《類々パウシミユラ》──千羽鶴」

　錬金修辞学アレトリツクの《類々パウシミユラ》は、基本三錬則《類シミユラ》を《類シミユラ》で掛け合わせた高等な錬金術。応用四錬則の《乗リド》として数えられる。

　唱えたとたん、無数の《類シミユラ》の結果が発現した。小さくて美しい白鶴の──腹を空すかせた獰どう猛もう極まりない群れが空中のクルーエルに止とどめを刺すように襲いかかる。たちまちクルーエルは白い鶴に集たかられ姿が見えなくなる。

　──からん

　一本、

　──からん、からん

　二本、三本、とクルーエルの骨が地面に落下するのをぼーっと見つめながら、

「渋しぶ谷やどうしちゃったんすかね」

　と空うつ木ぎは漏らした。

　同時多発的にクルーエルが出現するなんて、これまでに一度も経験したことがなかった。

『それな。ちなみにフランは。スクランブル交差点で。五体相手と戦ってるらしいよ』

　モネの走っているような息遣い。

「あの人なら大丈夫でしょ。どこ向かってるんすか？」

『もち次の現場だよ。曾そ良らっちにもオペレーターから連絡入ってるでしょ』

「え……」

　おそるおそる専用デバイスを取り出せば、そこには空うつ木ぎが次に行くべき現場のマップが表示されていた。にしてもクルーエルの数のなんと多いことか。クルーエルの位置情報を示す赤い点は現在進行形で増えている。

「もう帰れるんじゃないんすか……？」




　飴あめ色いろの街灯に濡ぬれる明めい治じ通どおりを一台のバイクが目にも留まらぬ速さで走っている。

「青あお柳やぎ！　もっとスピード出せって！　おんっ？」

　気きっ風ぷのいい口調だが、声の主は女だった。青あお柳やぎが運転する、ネイビーとゴールドの配色がクールなバイクの荷台に後ろ向きで、かつ胡坐あぐらをかいて座っている。

　──渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だん隊員・果はて野の果はて。

　ワインレッドのマニッシュなショートヘアで、右目が隠れるアシンメトリーな前髪。リフレクターテープが縦横に錯さく綜そうする蛍光色のパーカーを着ている。

「おんっ？　無視かっ！」

「スピードはこれが限界なんだ……いたぞ」

　青あお柳やぎは前方を睨にらんだ。

　片側二車線の道路に複数体のクルーエル。そして衝突した車の数々。彼らに食われた者たちの血が車の影と同化して道路に染しみ出だしていた。

「オペレーターが寄越しやがった地図とも一致するな。どうだ！　ここは果はて野のひとりに任せてみるってのは！」

「ひとりでいけるか……？」

「あたぼうよ」

　その覚悟を聞いて、青あお柳やぎはバイクを跳ね上げた。やや宙に浮かんだ程度のそれに、プラスアルファで応用四錬則の《重ヘビア》の対となる、

「《軽ライタ》！」

　を唱えた。

　バイクは発泡スチロールのように軽くなって、タイヤの駆動のみで空中をぐんぐん勢いよく進んでいく。そして、バイクがクルーエルたちの頭上に差し掛かるとき、果はてはパーカーの上に着けているウエストポーチの中から、ミニチュアサイズの赤いカラーコーンのブロックを片手で摑つかめる分だけ取り出した。

　それを両手で零こぼさないように持つと、

「ふぅ」

　吐息をブロックたちにまぶす。

　すると、ぽ、ぽぽ、ぽぽぽぽぽ……と小さな赤コーンに淡い光が灯ともっていった。

　にやりと笑う、果はて。

「《類シミユラ》！　《巨ヒユジヤ》！　えれくとろっ！」

　ふたつの錬金修辞学アレトリツクを唱え、バイクから飛び降りながら、ミニチュアの赤コーンを放った。それらはくるくると回りながら放物線を描き、道路に落ちた──瞬間、まるでポップコーンのように、パン、パパン、と爆はぜて大きな原寸大の赤コーンへと変わっていった。光の灯ともった赤コーンの群れが踊るように路面の上を弾はじけ回まわる。そして赤コーンの先端と先端が高電圧の電気で結ばれていく。あっという間に電気網が明めい治じ通どおりに出来上がった。

「かかれかかれ～」

　果はてに向かって襲いかかろうとするクルーエルたちが、次々と電気網の餌え食じきに。感電して倒れていく巨体の彼ら。

　が、

「……おん？」

　のそ、のそ、と──電気網をもろともせずに悠然と歩いてくる、一体のクルーエルがいた。果はての領りよう域いき【電でん網もう】がまるで効いていない……。

　そのクルーエルはゆらゆらと揺らめく不思議なコートを羽織っていた。




　　　　○




　走るハギオ。

　いったい、何が起こっているというのだろうか。水槽少女。人間でもなければ、混血種ハーフでもクルーエルでもなさそうだった。そして渋しぶ谷やのあちこちに同時に出現したクルーエル。どうしてそんな現象が……。

　他区の薔ば薇ら十じゆう字じ団だんも渋しぶ谷やの各所に到着しつつあるらしい。錬金術やあらゆる領りよう域いきを駆使してクルーエルと戦う様子がＳＮＳに上がっている。

　ハギオは「ブラブラ」にいる七なな瀬せに電話で状況を手短に伝える。ハギオが今向かおうとしている現場に七なな瀬せもすぐに駆けつけると云いった。エンマにも情報を共有してもらった。九く炉ろの方はエンマに任せることに。

　ハギオはＳＮＳの情報を頼りに渋しぶ谷や百貨店の裏へ回った──。

「……遅かったか」

　規制線の向こうには、目を覆いたくなるような光景が広がっていた。路上に散らばる犠牲となった人たちの肉片と衣類。推すに、家族ではないだろうか。父親は母子を守るような体勢のまま食い荒らされて死んでいる。

　クルーエルは警察隊によって捕縛されていたが、なおも暴れていた。

　そのすぐそばには、茫ぼう然ぜん自じ失しつの小さな女の子が百貨店の壁に寄りかかるように座っていた。まるで、母親がクルーエルになったのが信じられない、そんな表情だった。

　ハギオくん、と駆け込んでくる七なな瀬せ。

「……十じゆう字じ団だんはっ」

「まだらしい」

「あ」

　強力な網を食い破って、クルーエルが警察隊のひとりの肩に嚙かみ付ついた。発砲音。歯型から噴出する血の飛沫しぶき。銃弾は致命傷にならない。他の警察隊のふたりもクルーエルの腕のひと振りで身体からだを壁に打ち付けて気を失った。

　次にクルーエルが狙いを定めたのは、そばにいる少女だった。クルーエルには記憶も理性もない。たとえ彼女が自分の娘だとしても気づくわけがない。

　一歩、二歩、近づくたびにクルーエルの影が少女に被かぶさっていく。親子だった。少女は怯おびえながらも、ママ、と口にした。

　クルーエルが少女を吞のみ込こもうと大きく口を開けて──。しかし、横からの衝撃にバランスを崩して横転。

　全力の体当たりをかましたのはハギオだった。クルーエルが倒れた隙に、七なな瀬せがふるえる少女の肩を抱いた。

「これ使って！」

　そう云いって、七なな瀬せがハギオに投げ渡してきたもの──それは氷で出来た剣だった。

　なるほど──。

　ハギオが七なな瀬せの意図を察して微笑ほほえむ。

「《類シミユラ》！」

　錬金修辞学アレトリツクが氷の剣を、一瞬のうちに銀の剣に作り変えた。その切っ先は、夜空へと向けられてから、クルーエルの首元に──、

「ママ逃げて！」

「……えっ」

　少女の悲痛な叫び声に戦意を削そがれてしまった。与えてしまった隙。クルーエルの起き上がりざまの頭突きを剣で受けることしかできない。しかし、その圧は想像以上。剣もろとも吹き飛ぶハギオだった。

　受け身もそぞろに立ち上がろうとしたら、

「折れ、た……」

　剣身が半ばから呆あつ気けなく失われていたのである。残された刃やいばもすっかり錆さび付ついていた。ふと、右手に目を下ろしたら、領りよう域いき石せきはくすんでしまっていた。中に溜ため込こまれていた領りよう域いき【閃せん銀ぎん】の力能が完全に尽きたらしい。

　クルーエルの狙いはハギオに変わっていた。両足に力を込めて、地面を削るように駆け込んでくるクルーエルが見える。

　どうしたらいい。

　目を瞑つぶった、その直後だった。

『お困りのようだな』

　懐なつかしい人の声が響いてハギオは顔を上げる。

　空虚な暗闇が広がっていた。ここが現実ではないのはわかったが、非現実と割り切るには現実感があり過ぎる。

　足音が聞こえてくる。

　正面の暗闇から姿を現したのは──、

「……あんたは」

　銀ぎん狼ろうのマスクにシルバーのボディースーツ、青いマントを羽織った、英雄のシルバーウルフだった。

『立派な花は咲かせられたか？』

「花……」

『約束しただろう。覚えてないとは云いわせないぞ』

　もちろん、覚えている。大勢の人の前で、シルバーウルフにつぼみがあしらわれた銀の指輪を指に通してもらった。そのときに約束した。

　君が咲かせるんだ、立派な花を。

「……全然だめだよ」

　ハギオは力なく笑って答える。

「オレは一生つぼみのままかもしれない」

『どうやら君は盛大な勘違いをしているらしいな』

「どういう、意味だよ」

　シルバーウルフがハギオの顔を覗のぞき込こむ。

『花はすでに咲いている。君が見つけられていないだけだ』

「……はっ」

　ハギオはシルバーウルフの青い瞳の中に映る自分の顔の──その向こうできらりと光るものをみとめた。

　振り返ると、暗闇で、その一点だけ光が凝縮したように冴さえ渡わたっていた。

　光の中に咲いていたのは、一本のきれいな赤い薔ば薇ら。

　手を伸ばし、その真っ赤な花びらに触れた瞬間、世界は戻った。

　飛びかかってくるクルーエル。しかし、ハギオの身体からだの内には、すでにたしかな領りよう域いきの手応えがあって──。

「《隣ネイブ》」

　錆さび付ついて折れてしまっていた剣に「失われた剣身」が再生される。

　今、この剣には紛れもなく、ハギオ自身の領りよう域いきが開花している。果たして切っ先がクルーエルの身体からだを掠かすめるや灰色の巨体は一瞬にして灰となって散った。

　灰の雪が舞い散る中でハギオは自分の領りよう域いきと対たい峙じする。

　信じられない……。

　ハギオが右手に握りしめていたのは、眩まばゆいほどに輝く銀の剣。そう、ハギオの領りよう域いきは、かのシルバーウルフと同じ【閃せん銀ぎん】なのである。

「どうして」

　しかし、その因果を考えている余裕はなかった。灰色の雪景色の向こうで異変が起きつつある。七なな瀬せが少女から急いで離れる。

　クルーエルとなった母の死を目まの当あたりにしたのが、その刺激となったのかはわからない。ただ少女もクルーエルの予備軍だったらしい。その恐ろしい変形に七なな瀬せは言葉を失う。まるで泡のようにみるみるうちに全身の筋肉が盛り上がっていく。

　するとハギオが剣を引ひき摺ずりながら、少女の方へ。

「……ハギオくん」

　七なな瀬せにはハギオが別人のように見える。その迷いのない瞳は、ハギオに金の銃を振り向けた青あお柳やぎの冷たい瞳によく似ている。

　ハギオが足を止めた。

　目の前には混血種ハーフとクルーエルのあわいを揺蕩たゆたう少女の身体からだ。今、剣を振り下ろさなければならない。母の子供であったという記憶や自覚と共に旅立ってほしかった。

　夜の路地に投げかけられた少年の影が──。

　高々と振ふり被かぶった剣を下ろし──。




　またも黒に、阻はばまれる。




　見覚えのある黒い刀が、銀の剣を真っすぐに受け止める。かち合う刃やいばと刃やいば、その鋭い音があたりに響き渡る。

「……お前」

　ハギオと対たい峙じするのは、怒りに震える九く炉ろだった。

　ハギオは目を見張る。カラーコンタクトレンズでは隠し切れない、赤い瞳の中の黒い星々。九く炉ろはやはり混血種ハーフじゃない。

「信じてたのに……！」

　剣を凄すさまじい意気で撥はね返かえす九く炉ろ、すかさずハギオの身体からだに乗り上げては、切っ先を首元に突き付ける。

　九く炉ろの目に迷いはなかった。

「お前を少しでも信じた自分が憎い」

「もう変形が始まってる。どけ、早くしないと……」

「あの子はまだ混血種ハーフだっ」

「──ＣＵＴカツト──」

　ひどくつまらなそうな、冷たい声が聞こえてくる。その方に視線をやると、少女の身体からだには白く光る糸が巻き付いている。

　その光る糸によって、少女の身体からだは一瞬でバラバラに下ろされた。

　堆うずたかく積まれる少女の肉片の山。

　地面へと染しみ広ひろがる赤い血。

　おもむろに立ち上がった九く炉ろの手から刀が落ちる。

　肉片の山から、少女の頭部を摑つかんで持ち上げる、黒髪の男。美形ながらも血の通っていない冷酷な顔をしている。

　真っ黒のツナギの背には「ＷＡＴＥＲ」と書かれてある。

「不破ふわさん」

　同行していたワテルの金髪隊員が話しかける。

「怒られますよこんなまた勝手なことしたら。バケモンはウチらの範はん疇ちゆうじゃないんですから。聞いてます？」

「サンプルとして持ち帰れ」

　不ふ破わはそう云いうと少女の頭部を隊員に放った。

「わわ！」

「そんな年とし端はも行かぬ少女が自然にクルーエル化するわけがない。十二分に調べる価値はある…………ん？」

　その少し伸びすぎた前髪の向こうの冷たい瞳が九く炉ろを見み咎とがめる。

「どこかで見たことが……」

　九く炉ろは拳を強く握りしめている。

「ああ、思い出した」

　拳から血が垂れて地面には赤い溜たまりができていた。

「あの純血種ピユアのオカマのガキか」

　血ち溜だまりは意思を持ったように広がっていった。そして、その中から漆黒の鎌が生えてきたのである。








五章　蒼そう銀ぎんのアルケミスト









「九く炉ろ、いるかいっ？　母さんの恋人連れてきたよ」

　玄関に行ったら、美しい紫し苑おんの隣には恋人にふさわしい美男子が。

「初めまして、九く炉ろちゃん。日向ひゆうが縁えん馬まと申します。どうぞ仲良くしてくださいね」

　あのとき、エンマの顔はまだ人間のそれだった。アルガクの学生でありながら、渋しぶ谷やでナンバーワンホスト。老舗のクラブでママをやっていた紫し苑おんが店を訪れ、知り合った。

　人当たりのいい爽やかな美貌。エンマは話した相手を好きにさせる魔法を持っているみたいで、九く炉ろはすぐに「エンマ」「エンマ」と懐なついた。




　九く炉ろは紫し苑おんと風ふ呂ろに入るとよく泣いた。その理由を紫し苑おんに伝えたことはない。

　紫し苑おんは若々しくて美しい純血種ピユアの吸血鬼。でも普段服に隠れている部分は皺しわ々しわで醜く、老人のそれだった。九く炉ろは紫し苑おんの裸を見るのが怖くて泣いた。

「泣くんじゃないよ。あんたの可愛かわいらしい、アタイと一緒の瞳が潤んでよく見えなくなるじゃないか」

　泣くたびにそう云いわれて、次第に泣かなくても平気になった。




「エンマ！　エンマ！」

　家の外で銃声が聞こえて駆け付けたら、エンマが倒れていた。撃った男は紫し苑おんの元恋人で、逆恨みだったらしい。銃を持ったまま逃げていった。

　九く炉ろは今度こそばかりは泣いた。エンマの美しい顔に穴が空いていたから。

　最後の力を振り絞って、エンマは一粒の種を、その穴に落とした。




　九く炉ろ、紫し苑おん、エンマで食卓を囲む。

　九く炉ろはエンマの顔が面白すぎて笑う。だって、そこに向日葵ひまわりが咲いている。

「こんな顔でも、紫し苑おんは、わたくしのことを愛してくれますか」

「当たり前じゃないか。エンマはアタイを守ってくれたんだ。愛してる……愛してる愛してる愛してる！」

　九く炉ろの目の前で紫し苑おんがエンマの顔にキスをする。

　一瞬、エンマが元の顔に戻って、その頰に紫し苑おんがキスをしたように見えた。




「警察だ」

　寝苦しい夏の夜だった。奴やつらは何の前触れもなく紫し苑おんと九く炉ろの家に上がり込んできた。

「紫し苑おんはお前か」

　冷徹で高圧的な物言い。男は警察手帳を見せて「不ふ破わ」と名乗った。

「……何なんだい、いきなり」

「ここに純血種ピユアがいるという密告があった。その瞳、間違いないな」

　密告者は、紫し苑おんの元恋人の男に違いない。

　別の警官が紫し苑おんの両手に手錠を掛けようとする。それを振ふり解ほどく紫し苑おん。

「アタイにはっ……育てなきゃいけない子がいるんだ」

「ん？　……あのガキか」

　不ふ破わが目を細める先に、薄暗い部屋の隅で小さく縮こまっている九く炉ろがいた。

「あのガキは純血種ピユアじゃないのか？」

「あの子は拾った子だよ、ただの混血種ハーフさ……。気になるなら瞳を見てみりゃいい」

　かまをかけたのがうまくいき、不ふ破わは「そんな時間はない」ときっぱり云いい捨すてる。紫し苑おんの腕を摑つかむと、

「来い」

　警察に拘束・監禁された純血種ピユアが出所したなんていう噂うわさを聞いたことは一度もない。そのままついていけば一生九く炉ろと会えないかもしれない。

　不ふ破わの腕に嚙かみ付つく紫し苑おん。真っすぐに九く炉ろの元へ──。

　怯おびえる九く炉ろの手を取って「逃げるよ！」と、そう口にした紫し苑おんの顔面に赤い線が幾重にも走る。紫し苑おんの身体からだは瞬またたく間まにばらばらになって崩れた。紫し苑おんをスライスした光る糸が不ふ破わの手にするデバイスの中に収納されていく。

　九く炉ろは唯一残った紫し苑おんの手を、ずっと離せなかった。強く、強く、強く、握りしめながら、身体からだのうちに生じた鋭利な熱のような衝動と対たい峙じしていた。

　エンマが駆けつけたときには、連中の姿はすでになかった。代わりにそこには、血まみれの手で最初の『炉ろ』を握りしめている九く炉ろの姿があった。




　エンマとふたりで紫し苑おんの墓に手を合わせる。

「泣かないのですね」

　エンマが云いう。

　風の強い日だった。九く炉ろは艶なまめかしい黒髪の片方を耳にかける。純血種ピユアの赤い、それでいて黒い星の瞬またたく瞳が露あらわになる。

「紫し苑おんによく云いわれたのだ」

　目を閉じると、風ふ呂ろ場ばの紫し苑おんの優しい顔が浮かんだ。

「泣いたら、その可愛かわいい瞳がもったいないって」

「九く炉ろ」

「…………」

「泣いているじゃ、ありませんか」




　　　　○




「どこかで見たことが……」

　自分から唯一の家族を奪った男が、そこに、いる。

　あの日から今の今まで復ふく讐しゆうしに行かなかったのは、エンマを哀かなしませたくなかったからだ。エンマに「わたくしを、ひとりにしないでください」と云いわれていた。

「あの純血種ピユアのオカマのガキか」

　ごめん……エンマ。

　口を小さく動かす九く炉ろは、地面に血の溜たまりが出来ていることにも気づかない。強く握りしめた拳から血が滴したたり落おちている。

　しかし、九く炉ろにはたしかにその声が聞こえていた。

　五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを摑つかんで揺さぶる悪い夢のような。あるいは夜の明けない世界のような。残酷で狂気に満ちた武器の叫び声。その声を聞くのは二度目だった。

　予感を右手で摑つかみ取とる。

　悲鳴が止やむ。

　別世界の三日月を思わせるような黒い鎌──。

　それが九く炉ろの新しい「炉ろ」だった。

「──んっ！」

　不ふ破わが身体からだを退ひく。

　目の前で鎌の刃やいばが光った。少しでも遅れていたら、首を刎はねられていた。直後、鼓膜を引き裂くような斬音が響く。

「ほう」

　ズレを孕はらんでいく視界。空間が血を流し、そのまま無数の赤い手となって、不ふ破わの顔面へと伸びていく。

「──ＮＥＴネツト──」

　不ふ破わの手にするキューブ型デバイスの「線工ストリングス」から、光る糸がしゅるしゅると伸び現れる。やがて光の網となって無数の赤い手を閉じ込めると、金属音と共に光の網が収縮し、赤い手はひとつ残らず網目状に切り刻まれた。

「『炉ろ』の使い手とは、時代錯誤も甚だしい。ただ興味はあるが」

　と、そのときだった。

　黒鎌が九く炉ろの手を離れて落ち、そのすぐ横で九く炉ろは倒れたのである。黒鎌は地面の上で赤い血に戻っていった。

「何がどうしたのか」

「九く炉ろ！」

　ハギオが駆け寄って九く炉ろを揺すったが、反応はない。

　そんなハギオの様子を不ふ破わは見下ろしていた。

「……行くぞ」

　同行している隊員にそう告げ、踵きびすを返して歩き始める。

「あの少年ですよね、不ふ破わさんが云いってたの……」

　遅れてついていく金髪の隊員が云いう。しかし、不ふ破わの横顔を見て、ぞっとする。これほど冷たい笑顔を見たのは初めてだった。




「あ、あ！　あはっ！　見て、見て」

　百貨店の屋上。

　下界を見下ろす水槽少女が、緑の猫を抱えながらキャッキャと飛び跳ねる。自然、水が零こぼれて猫にかかる。

　怒った猫は水槽少女の懐ふところから飛び出し、屋上の柵に跳び乗った。それから、くるっと逆立ち。また、くるっと──今度は「？」のポーズを取る。

　水槽少女が説明する。

「あの純血種ピユアの九く炉ろに、飲ませちゃったんだよ、ねぇ、水、ふふ、はは」

「！」のポーズを取る緑の猫。

「ほんとほんと」

「！」

　屋上には水槽少女の影が投げ掛けられていた。

　青い四角の中の──無数の十字架。いや、水槽の中で泳ぎ回っている青い魚たちの、透けて見える骨の形が十字なのだった。

「あとは、すべてがうまい感じに行くといい感じ、んふ」

　水面みなもに笑みにも似た波紋が広がる。




「九く炉ろ……？」

　何の前触れもなく倒れた九く炉ろが、ゆらっ──と半身を起こした。ぼんやりとした瞳で、立て膝をついてしゃがんでいるハギオを覗のぞき込こむように見つめる。どういうつもりなのだろうか。距離は、くちづけを交わせるほどに近く。

　と、次に見えたのは、ふわっと持ち上がる九く炉ろの黒髪だった。

　どういうつもりなのだろうか。

　この痛み。

　この首の痛み。

　どうやらハギオは九く炉ろに首筋を嚙かまれているらしい。ずっく、と深くまで沈み込んだ九く炉ろの牙の鋭利な輪郭が生々しい。

　痛みに気づいたときには遅かった。心拍と一緒に大量の血液が吸い取られて、手にも足にも力が入らなくなった。

　九く炉ろ……。

　次第に意識も朦もう朧ろうとしていく。……と、その代わりに、得体の知れない記憶の映像が──ハギオが経験したものではない遠い昔に誰かが見たかのような記憶の映像が、ハギオの視界を支配し始める。

　崩れ落ちる建物……

　方々から上がる火の手……

　逃げ惑う人々……

「おい……」

　四枚の翼を持った大きな吸血鬼のシルエットが……

「やめろ」

　ひとりの女性アルケミストに近づいていき……




　やめろぉぉぉおお！




　光。夜を塗り替えるような光がハギオの身体からだの輪郭から溢あふれ出だし、その白い光の浮力によって、九く炉ろが離れるように高く浮き上がっていく。

　光の中でふたりが目を合わせる。

　微笑ほほえむ。

　不思議だった。ハギオには、遠い昔にもこんなふうに、光の中で九く炉ろと微笑ほほえみ合あったような気がするのだ。

　光が徐々に薄くなっていくにつれて夜が遠くから帰ってくる。

　ハギオは気を失う前に、自分の身体からだから放出された錬れん素そによって打ち立てられた、成果フルーテを見上げた。焦点が合い、はっきりしてくる全貌──。その高さを比べるべき建物など周囲にひとつも見当たらない。

　渋しぶ谷やの夜空を衝つくように聳そびえ立たつ──、

　蒼そう銀ぎんの十字架。

　蒼あおと銀のあわいを揺蕩たゆたう幻想的な色だった。

　その途方もない高みに──。十字架に磔はりつけにされた純血種ピユアの美しい吸血鬼の姿があった。

　一台のバイクが飛び込んでくる。ハギオの近くで急ブレーキを掛けて止まった。降りてきたのは青あお柳やぎ。

「……遅かったか」

　ハギオは何かを視みているようにうなされている。瞳の色が揺れていた。十字架と同じ──、瞳は美しい蒼そう銀ぎんを呈している。




　　　　×　×　×




　病室のベッドで女性が赤ん坊を抱いている。

「界かい人と、パパだよ」

　そう云いって、俺は手を伸ばす。俺の右手には銀の指輪。つぼみがあしらわれている。

「あ、笑ったわ」

　俺は手を引っ込める。

「俺、できない。こんな可愛かわいい子にあいつを移すなんて」

「ふふ。大丈夫よ、きっと」

「君はいつも楽観的だ」

「界かい人とは強い男の子になってくれると思うわ」

「君に似ればな」

「あなたに似ればよ」

　妻は云いうと、窓の外の光を見やった。

「私こそ、これからは覚悟を決めて強く生きていかなきゃ……」




　　　　×　×　×




　立体駐車場の最上階、夜。

　広々とした空間の中央に、巨大な球根が鎮座している。細長く伸びた無数の腕のような根が不気味に揺れている。

　負傷したアルケミストたちの姿が見受けられる。

「僕に行かせてください……洋よう平へいさん」

　顔に幼さの残る青あお柳やぎが、クルーエルを睨にらみつけながら云いう。

「君には早い」

　俺は青あお柳やぎを諭す。

「どうして……いつもあなたはそうやって僕を！」

　語気を極める青あお柳やぎ。

「見ててください。僕にだって、できるってところをあなたに見せたいんだ──」

「青あお柳やぎ！」

　クルーエルが何本もの腕を、駆け込んでくる青あお柳やぎに向かって振り下ろしていく。そのすべてを見切って、身のこなしだけで躱かわすと、あっという間にクルーエルの懐ふところに忍び込んだ。

「《体バデル》！」

　青あお柳やぎは丸めた右手に手しゆ榴りゆう弾だんを錬成し、クルーエルの顔面にねじ込んで爆発させた。

　ところが──、

「なっ」

　にやけるクルーエルの顔。何体ものクルーエルを葬ほうむってきた、青あお柳やぎの手しゆ榴りゆう弾だんだが、その顔にはかすり傷すら付いていない。

「青あお柳やぎっ！」

　クルーエルの根っこが左右から青あお柳やぎの身体からだを包囲すると、蓑みののように覆い隠してしまった。

「《隣ネイブ》！　《寓アレゴラ》！」

　俺は突き出した右手で見えない何かを摑つかむような形を作る。すると、その右手と隣接関係にある銀の剣が錬成された。

　ただの銀剣ではなく、その鍔つばには薔ば薇らが咲いている。そして、その薔ば薇ら剣けんこそが特殊五錬則の中でも最高難度の錬金修辞学アレトリツク《寓アレゴラ》の発動条件だった。

　稲妻が轟とどろき始はじめる夜空。天に翳かざされた薔ば薇ら剣けんが、寓ぐう話わ性せいを媒介にして、雲の合間から銀の薔ば薇ら龍りゆうを召喚する。

　全身の鱗うろこが薔ば薇らの花びらとなっている荘そう厳ごんな銀の龍りゆうを薔ば薇ら剣けんで引き寄せ、

「今夜はでっかい大根だ！　たらふく食ってやれ！」

　その剣先をクルーエルに一気に振り向ける。

　相当、腹が減っていたらしい。銀の薔ば薇ら龍りゆうは雷鳴のような雄お叫たけびを上げながら、上空から降下し、クルーエルを一口で、ばっくんっ、と喰くらったのである。

　細かな根が引きちぎれて振り落とされる。本体を失い、炭酸のようにしゅわしゅわと消えていく根っこの蓑みの。

　青あお柳やぎは何とか無事だった。

「洋よう平へいさん……ごめんなさい。僕こんなはずじゃ……」

「青あお柳やぎ、君の弱点は自分しか信じていないことだ」

　俺は青あお柳やぎに手を差し伸べる。

「仲間を信用しなさい。そうすれば、おのずと自らも強くなっていく」




　　　　×　×　×




　聞こえてくる波の音。海辺に停とめた車の中。夜が明ける前のすべてが青に沈む時間。

　俺はハンドルに手を掛けて、寄りかかりながら話し始める。

「覚えてるかい、俺はここで君に告白をしたんだ。いや、正確には、告白させられた。本当はこのあとに夜景の見える丘に連れて行って、そこでプロポーズしようと思っていたんだ。けどここで君と夜の波音を聞いているうちに、たまらなくなった。あのときと同じ波の音がする。これは特別な響きだ。どんな錬金術よりも価値がある」

　助手席の妻はうなだれて動かない。

　カモメが鳴いている。

「君には、いつも子供たちのことを任せっきりで、すまなかった」

　波の音と一緒に足音が聞こえてくる。

　フロントミラーを睨にらむ。

「君を守る。君がずっと子供たちを守ってくれたように、今度は俺が君を守る。なあ、この戦いが終わったら……子供たちを連れて一緒に、どこか遠くに逃げないか。いや逃げよう。遠くへ……そこで四人で幸せに暮らすんだ」

「…………ぃ……っが……………ぁ」

　幾重にも巻かれた銀のシートベルトを解ほどこうと暴れる妻。

　その手を握る。

「愛してる」

　手を離す。

　外に出ると、すでに車の後ろに彼らが控えていた。

「六人でかかれば、俺に敵かなうとでも思っているのか？」

「洋よう平へいさん、そこをどいてください……」

「断ったら」

　俺が聞くと、青あお柳やぎは金銃を真っすぐに振り向けてきた。

「あなたも殺あやめることになる」

「君には早い。手が震えてる」

「黙れ！」

　青あお柳やぎは金銃を構え直す。

「あなたとは戦いたくない……」

「俺もだ──《体バデル》」

　俺は右手で錬成した銀の銃を青あお柳やぎに振り向ける。

「さっさと撃て。さもなくば俺が撃つ」

「……！」

　青あお柳やぎが発砲すると同時に、俺は特殊五錬則の《帰クリア》を唱える。金の銃弾は俺の目の前で、ただの錬れん素そに帰って燃えた。

「本気で来い」




　海辺に転がるアルケミストたち。かろうじて息はある。

　その間を歩いてくる青あお柳やぎ。

　波の音。

　弾音。

　波の音。

　弾音。

　俺は血を吐く。両手も両足もやられていて動かない。

　額に突き付けられる金銃。

「あなたのことを、信じてたのに」

「青あお柳やぎ……」

　弾音。

　波の音。




　　　　×　×　×




　いくつかの記憶の連鎖が止やんで、目を覚ましたら、青あお柳やぎがすぐそばで膝を突いていた。

「よかった」

　諦めにも似た笑みを浮かべる。

「──見たんだね」

　青あお柳やぎの首に剣先が突き付けられている。微妙に上下する剣身。ハギオの息遣いが伝わっている。

　直後、ハギオの首にも添えられる短刀。逆手に握っているのは、宙に浮かぶ右手。

　渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だんのアルケミストの姿がいくつかあった。

　その中には、建物の壁にだらしなく寄り掛かっている空うつ木ぎの姿も。その右腕は霧散し、ゆらゆらと藍色の靄もやが揺れている。

「曾そ良ら」

　青あお柳やぎが制するように云いうと、ハギオの首近くで浮かんでいた短刀は消えた。

　心配そうにハギオを見つめる七なな瀬せ。

「なぜ、親父おやじを殺した」

　ハギオが目にしたのは、他の誰でもないシルバーウルフの記憶。そして、そのシルバーウルフこそ自分の父だという真実。

「それは──」

　まるで、青あお柳やぎはこんな日が来ることを予期していたかのように淡々と答える。

「君の母親を守ろうとしたから」

「……どういうことだ」

　ハギオには青あお柳やぎの言葉の意味が理解できなかった。

　青あお柳やぎはひとつため息をつく。

「人じん鬼き戦せん争そうは知ってるね」

　そう云いって、ゆっくりと話し始める。

「今から数百年も昔にロンドンで起こった、人間と吸血鬼の戦争だ。その中心には、あるひとりの吸血鬼がいた。名はベル。蒼あおい瞳の吸血鬼」

　ふと思い出される。

　九く炉ろに首を嚙かまれた直後に見えた悲惨な戦争のビジョン。

「ベルは、その瞳の色が物語るように、ただの吸血鬼ではなかった。吸血鬼のみならず人間も彼の虜とりことなって戦力に加わっていったらしい。ベルを葬ほうむらない限り戦争に終わりは見えない。多くのアルケミストが命を落とす中で、初代薔ば薇ら十じゆう字じ団だん隊長、クリスチャン・ローゼンクロイスはベルの封印のために、領りよう域いき【閃せん銀ぎん】を用いた禁じ手の錬金修辞学アレトリツクを唱えた」

　その瞬間がフラッシュバックされる。

　銀剣を自らの腹に突き立てる、ローゼンクロイス。巨大な銀の薔ば薇らが、咲く。その花びらがベルを捕まえて身体からだの中へと引きずり込んだ。

「戦争は幕を閉じた。でも、ベルの封印は完全じゃなかった。領りよう域いき【閃せん銀ぎん】──銀の血を引く子へと親からベルが移されることによって、その封印は何とか保たれてきた。そして、その封印の代償と云いっていいのかもしれない。ベルを宿すアルケミストとの子を産んだ女性は、必ず──」

　青あお柳やぎは容赦なく云いった。

「吸血鬼になる」

　ハギオの手から銀剣が落ちる。

「それも、クルーエルへの変身衝動を抱えた吸血鬼だ。いつクルーエルになるとも知れない。君の母親はそんな恐ろしい吸血鬼だった」

　……うそだ。

「君がアルガクの中等部に入学した春に、一度、君の母親はクルーエルになりかけた。彼女を連れてシルバーウルフは逃走した。我々の指示に従わず。本当は彼を失いたくなかった……、止やむを得えなかった」

　波の音と弾音が思い返される。

「僕は──シルバーウルフの車の助手席のドアを開けたときのことを忘れない。そこにクルーエルがいると覚悟していたら、ただの美しい女性が座っていた。ただただ泣いていた。君の母親は強い精神力で何とかクルーエルへの変身衝動に打ち勝ったんだ。なぜかわかるかい。君と君の弟を守るためだよ。

　僕は彼女の美しさに……殺あやめることができなかった。それが僕の弱さだった。あのとき君の母親に銃口を向けることができていたら……」

　そのときだった。

　りん。

　身体からだの中から鈴の音が聞こえてきたのである。ハギオにだけ。

「銀の血を引く者は『銀の記憶』を見ると云いわれている。それは銀の血を引く一族が引き継いできた記憶の歴史でもある。君が見たのはおそらくそれだろう」

　再び聞こえてくる鈴の音。

「今──ベルは君の中にいる」

　慰めるような響きでありながら、すべてを許し、受け入れてくれるような深い音色だ。ハギオは鈴の音色に陶酔してしまっていた。

　ハギオはうなだれるとゆっくりと身体からだを揺らし始めた。

　それを見て、

「《体バデル》──」

　青あお柳やぎは静かに銃を構える。

「ひとつ、君の領りよう域いきに関して、云いっておくべきことがあった。それは君の領りよう域いきは【閃せん銀ぎん】ではないということだ」

　巨大な十字架を睨にらむように見上げる青あお柳やぎ。

　そして、その色。

「君の領りよう域いきは……名付けるなら【蒼そう銀ぎん】といったところだ。そのことに僕は──いや、僕たち薔ば薇ら十じゆう字じ団だんは今さら気づかされた。気づくのが遅かった。……って、云いったところで君はもう君じゃないのか」

　ハギオの身体からだから、狼煙のろしが上がるように黒い揺らめきが溢あふれた。

　笑っているハギオの口元に光る大きな牙。

　ベロアのように光沢のある黒いオーラは、ハギオを包み隠したかと思うと、四枚の大きな翼と二本の角をかたち取って──、

「お前がベル……」

　禍まが々まがしい巨大な吸血鬼の影を作つくり遂おおせたのだった。

　翼のひとつが揺れる。

　直後、空間が歪ゆがむほどの悪風が起こって、その軌道上にいたフランが凄すさまじい勢いで吹き飛ばされた。




　コポ…コポッ………ゴポポポポポポポポポ。

　水槽の中で咲き乱れる青い泡。

「ベル様……ベル様だ！」

　あの戦争によって、あのアルケミストによって、封印されてしまったベルが、少年の身体からだを借りて再び目の前に現れた。

　あの時代に出会い、どん底から救い上げられ、心酔し、この身体からだをベルのために使いたいと差し出し……ひとりの少女は今の姿になった。

「……奇跡だと思わない？　グリーン・リバーフィールド、ねぇ」

　水槽少女が云いうと緑の猫は柵から下り、屋上に着地──した瞬間に、ひとりの人間の姿に変わった。

　ペパーミントグリーンのかぼちゃボブ。

　アルガクの制服ではなく、今は白い修道服を着ている。

　化粧をしていない翠みどり川かわつかさは、そばかすの可愛かわいらしい、まるで英国の少年だった。水槽少女のことを「アクア」と呼んで、
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「奇跡だよ」

　と無表情で語った。

「萩はぎ尾お界かい人とは、ただの錬銀術師ではなかった。稀まれなる『領りよう域いき変質』によって蒼あおと銀のあわいを生きていたんだ」

　領りよう域いき変質は外圧によって引き起こされる。ハギオの場合は、体内に封印されているベルの性質である「蒼あお」の影響を強く受けた。

　ゆえに、ハギオの錬銀術の成果フルーテには微量の「蒼あお」が常に含まれる。その含有量は錬銀術の使用が多くなればなるほど増える。

　領りよう域いきとして、それがいったいどんな力能を秘めているのかは未知数だが、蒼あおは確実に体内で封印されているベルの養分になる。

　グリーン・リバーフィールドは続ける。

「奇跡は『領りよう域いき変質』だけじゃない。彼はどんな因果か、一般的なアルケミストの錬れん素そ量りようとは比にならないほどの錬れん素そを潜在的に有していた」

　その多量の錬れん素そを使って錬成したのが、巨大な十字架。そこに含まれる蒼あおの量は、尋常ではなかった。これによって、とうとうベルは目を覚ましてしまった。

　そんなベルがハギオの身体からだを乗っ取るのは、造作のないことだった。ハギオは吸血鬼の九く炉ろに血を吸われて生気を奪われてしまっていたのだから。

　水槽少女が得意げに話す。

「んっふ。あの純血種ピユアの少女に飲ませた水に刷り込んだコードは【萩はぎ尾お界かい人との血を吸う】……ほんとうまくいったよ、ねぇ」

　十字架に括くくり付つけられている九く炉ろを見上げて、水槽少女はいつかの戦争のことを思い出す。あのときも教会前広場には同じ銀の十字架と、そこに捧ささげられた純血種ピユアの美しい吸血鬼の姿があった。水槽少女──アクア・ルル・ノットはずっと彼女に嫉妬していた。ベルにもっとも可愛かわいがられ、愛されていた特別な吸血鬼だったから。

「あと少し」

　水槽少女は下界に視線を下ろす。

「まだ、ベル様は閉じ込められているから、ねぇ」

　存在も影に過ぎない。その力も解放されてはいない。

「少年の心を奪って、封印が完全に解けるまで、あと少し」




「フラン！」

　青あお柳やぎが振り返った。

　ベルの翼風に打たれて吹き飛ばされるフラン。ビルの壁に強打する寸前で【煙えん蟲こ】発動──蟲むしのクッションに巨体が沈んで受け止められる。

「ありがと。お前たち」

　フランは煙のように細かい蟲むしたちに感謝を口にする。ところが蟲むしたちは、ざわざわ……とフランの意図しない黒い揺らめきを形成。やがてそれはベルの影に取って代わられる。

「おらの蟲むしたちが」

　ベルの腕の影が筒のように細く伸びて、フランの右耳の中に侵入するや、反対の耳、目、口から勢いよく影が噴き出した。

　ぼふっ！

　今度はフランがモネの錬金人形ゴーレムによって取って代わられる。──そのとき、モネが地面に置いたペンダントの人形がフランに変化した。

「ありがと。モネ」

「曾そ良ら」

　青あお柳やぎが呆ぼう然ぜんとしている七なな瀬せの方を目で示して、

「あの子をまず安全な場所に避難させるんだ」

「無理っす」

　壁に寄りかかっていた空うつ木ぎがスマホゲームをやめて、前傾姿勢を取る。

「自分久しぶりに現実こつちにわくわくしてるんで──」

　直後、空うつ木ぎの全身が藍色の靄もやとなる。

　その身体からだが再び現れたのは空中。ちょうどベルの影の真後ろ。

「《類シミユラ》──三日月」

　一回転するようにして両脚でかかと落とし。空うつ木ぎは勢いよく振り下ろされる、かかとの軌道そのものを対象モチーフに三日月形の刃やいばを錬成。

　ベルの四枚の翼の影が、刃やいばの斬撃に切り落とされる。そこへ──走りながらモネは耳から目玉のイヤリングを外して放り込んだ。

「《形パペルテ》！」

　空中で、目玉から派生するように一体の錬金人形ゴーレムが錬成される。さらに応用四錬則《巨ヒユジヤ》を重ねて唱えることによって、モネにそっくりな錬金人形ゴーレムは巨大化。大きく口を開けるとベルの影を一口で吞のみ込こんでしまった。

「え、ちょー余裕じゃん」

　拍子抜けするモネ。

「はっ……モネちゃん見て」

　七なな瀬せが震える指で示す。百貨店の壁に伸びた錬金人形ゴーレムの影に、不吉な翼と角が生えているのだった。

　地面を打つ巨大な拳。

　揺れにバランスを崩す、空うつ木ぎとモネ──。ふたりの身体からだは錬金人形ゴーレムの左右の裏拳に払われ、空うつ木ぎは電柱に、モネは街灯に全身を打ち付けた。

　その直後、錬金人形ゴーレムは身体からだ中じゆうのあちこちの継ぎ目から千切れるようにして吹き飛んだ。

　ゆらっ──とベルの影が再び立ち現れる。




　　　　○




　……ここは？

　ハギオが立たされていたのは、気が遠くなるほどに真っ白な空間だった。

　りん。

　聞こえてくるのは、あの鈴の音色。

　誰かいる。

　ハギオは真っ白の空間の中に自分以外の存在を予感した。

　そして、その予感を口にした。

「……ベル」

　りん。

　予感は姿を現す。

　四枚の青い翼。

　ベロアのガウン。

　直視するのも憚はばかられるほどに美しい白髪と白い肌。

　吸い込まれそうな。

　──蒼あおの瞳。

「久しぶり」

　ベルは中性的な美しい声で云いうと笑みと一緒に牙を見せた。

「お前が……オレの身体からだに」

「正解」

　人じん鬼き戦せん争そうを起こし、多くの罪なき人間を殺した吸血鬼がこの身体からだの中にいるという事実に、ハギオは心の底から震えた。

　揺らぐ──。

　恐ろしい吸血鬼に身体からだを巣食われているなんて、人間とは云いえない。揺らいだ。自分というものが崩れていくような気がした。

「そんなに深刻な顔しないで。君は悪くない」

「黙れ！」

　クルーエルを憎んできた。憎くて殺したくて仕方がなかった。……そんな自分が本当に憎むべきは自分だった。

「出て行け……オレの身体からだの中から」

　ハギオがベロアガウンに摑つかみかかるが、ベルは微笑ほほえみを崩さない。

「君は心の底では私のことを愛いとおしく思っている」

　りん。

　鈴の音はベルの身体からだの中から聞こえた。

「なぜなら君は母親に失望しているから。君はわかっている。君が心を預けられる場所は私の他にありえないということを」




　　　　○




　青あお柳やぎがぐったりと倒れている空うつ木ぎの身体からだに手を翳かざす。

「《癒ヒーラ》……頼む」

　特殊五錬則《癒ヒーラ》は、錬れん素そによって負傷した肉体を修復するための錬金修辞学アレトリツク。深刻なダメージを回避することができる。

　揺らめくベルの影を鋭く睨にらみつけるフラン。

「おらの大好きな仲間を。お前。絶対に許さない」

「危ない！」

　七なな瀬せが叫ぶ。ベルの影が地面を這はうようにしてフランに急接近していた。

「《寓アレゴラ》──出てこい」

　それは特殊五錬則の中で、もっとも難易度が高いと云いわれる錬金修辞学アレトリツク。七なな瀬せも実際に目にするのは初めてだった。

　寓ぐう話わ性せいに基づいて任意の錬金獣を呼び出すことができる《寓アレゴラ》──。煙えん蟲こが空中に作り上げた似え非せの蜘く蛛もの巣が発動条件となって、

「死出の鬼おに蜘ぐ蛛も」

　錬金獣《鬼おに蜘ぐ蛛も》が召喚される。

　その体たい軀くは鎧よろい。──鬼神の能面が顔に嵌はまっている巨大な蜘く蛛もだ。

　同時に張り巡らされた太くて赤い糸に引っかかる、ベルの影。身動きがまったく取れない。それもそのはず。この地獄糸は獲物がくたばるか鬼おに蜘ぐ蛛もがくたばるかしなければ、けっして解ほどけることのない冥界の糸。

　鬼おに蜘ぐ蛛もの口から吐き出された小さな餓が鬼き蜘ぐ蛛もたちが糸の上を走る。そうしてベルの影に辿たどり着つくとむしゃむしゃと音を立てながら影を食べていった。苦しみ悶もだえるベルの影。果たして、鬼おに蜘ぐ蛛もはベルの影で腹を満たした餓が鬼き蜘ぐ蛛もを一匹残らず喰くらい尽つくした。

　そのすべて──。

　鬼おに蜘ぐ蛛もが餓が鬼き蜘ぐ蛛もを吐き出してからのすべてが、フランの孤独な妄想だった。

　地獄糸から逃れたわずかなベルの影が、油断していたフランの口からその体内に侵入したのである。

　ベルの影は脳を覆い、フランはありもしない幻想を見せられた。現実では、餓が鬼き蜘ぐ蛛もがベルの影を喰くらったのではなく、ベルの影が餓が鬼き蜘ぐ蛛もを喰くらった。さらにベルの影は、そのまま大きく口を開けて鬼おに蜘ぐ蛛もを吞のみ込こみ、硬い能面をばりばりと嚙かみ砕くだいていった。

　フランはまさか自分が果てるとも知らぬうちにその生涯を閉じた。




　アルケミストの心拍と連動している遠くの純白の十字架塔。

　そこにフランの死が伝わった。塔の側面に、まるで弔いのように、フランの名が緑色のネオンカラーでぼうっと浮かび上がる。




　　　　○




　ベルのガウンを摑つかんでいたハギオの手の力がふと弱まる。

　母が吸血鬼だったなんて、もちろん、そんなふうに思った瞬間はなかった。しかし、銀の記憶や青あお柳やぎの話からそれが事実であるのは間違いない。

「君はもうひとつの真実を知りたいはず」

　ベルが覗のぞき込こんでくる。

「もう……ひとつの真実」

「二年前の冬。君の家族がクルーエルに襲われた冬のこと。あのころ町で吸血事件が多発していたのを覚えているかい」

　悪お寒かんがする。

　それは次に口にするであろうベルの言葉に対する予感だった。

「あの犯人こそ、君の母親だ」

「……うそだ」

「後ろを見てごらん」

　ベルの云いう通とおりにハギオは振り返った。するとそこには真っ白の世界ではなく、クリスマスイブの前夜の記憶があった。

　クリスマスケーキを買いに行った悠ゆうと一緒に帰ってきて、玄関のドアを閉めようとした瞬間の記憶。家の正面の電信柱の陰に立っている男の顔が、はっきりと見えた。

　──青あお柳やぎだった。

「彼はどうしてそこにいると思う」

　ベルの声が耳元で鳴る。

「君の母が犯人ではないかと勘づいていたからさ」

「まさか……」

　なぜあのころ母の帰りが遅かったのか。

　なぜ夜中に仕事だと云いって頻繁に外へ出ていったのか。

　なぜ──、

『夜は絶対に出かけちゃだめだからね』

　その場に崩れ落ちるハギオ。

「……母さんが……人間を襲ってた」

「君の母はクルーエルへの変化衝動や人血への欲と戦いながら生きてきた。そのたびに自分に打ち勝ってきた」

「だったら、どうして」

「愛する人を失うと人はとたんに弱くなるらしい」

　ベルの姿が消える。

　アルガクの中等部に入学した春、シルバーウルフの葬列に並んで、母がどうしてあんなにも泣いていたのかようやくわかる。ハギオにとっては英雄の死でも、母にとっては最愛の人の痛恨の死だったのだ。

　しかし、だからといって、人を襲っていいことにはならない。

　どうして、母は何も相談してくれなかったのか。

　辛つらいって、苦しいって、云いってくれなかったのか。

「君は悪くない」

「寂しい」

　ハギオが肩を震わせる。

「君は悪くない」

「どこ、ベル」

　見渡してもベルはいない。

「私なら君を裏切ったりしないのに」

「早く出てきて」

「私なら君をひとりにしないのに」

「ベル！」

　叫び声が響き渡ると同時にハギオは心地のいい感触に包まれた。

　ベルが後ろからハギオを抱きしめて耳元で囁ささやく。

「君にお願いがある」




　　　　○




「そんな……」

　両手で口を覆うようにして後あと退ずさりしていく七なな瀬せ。

　フランの死が受け入れられなかった。

　大きな吸血鬼の影。そこにはもはやハギオの面影はひとつもなかった。まさかハギオの中に伝説の吸血鬼のベルが封印されているなんて。

「危ない──」

　青あお柳やぎの声が聞こえたかと思ったら、七なな瀬せの身体からだは空中にあった。青あお柳やぎに抱えられながら、自分が立っていたビルの壁付近を見下ろす。そこは勢いよく衝突してきたベルの影で、黒くまみれていた。

　青あお柳やぎは空中で七なな瀬せをいったん離し、両手の金銃をベルの影に向けて撃った。弾道は細いにも拘かかわらず【滅めつ金きん】の作用でベルの影には次々と穴が空いていった。

「青あお柳やぎさん後ろっ」

「！」

　地上のベルの影は囮おとりだったらしい。もう半分は空中にあった。

　青あお柳やぎは七なな瀬せを引き寄せようとしたが間に合わない。その背に衝撃を食らい、落下する。地面に全身を強く打ち付けた──。

　空中でベルの影が、

「……くそっ」

　味わうように七なな瀬せを吞のみ込こんでいくのが見えた。

　ふらつきながら立ち上がる青あお柳やぎ。肋あばらと左腕の骨が折れているのがわかる。

「……フラン」

　青あお柳やぎは息絶えたフランに目を遣やった。その顔面に優しく手を添えて、薄く開かれた双そう眸ぼうの瞼まぶたをそっと閉じてやる。

　さらさら……さら……

　青あお柳やぎの周辺に金色の砂さ塵じんが立ち始める。

「《寓アレゴラ》」

　青あお柳やぎの静かな声がきっかけとなって、砂さ塵じんが「足」を……「胴」を……「顔」を「鬣たてがみ」を作り出していく。

「──咆ほう弾だんの金きん獅じ子し」

　姿を現した錬金獣は黄金の毛並みをした《金きん獅じ子し》だった。

　ベルの影はいまだに滞空している。

「吠ほえろ」

　金きん獅じ子しが顔を振り上げるようにして大きく、ひとつ、吠ほえた。

　すると、まるで砲弾がそこに撃ち込まれたかのように、ベルの影の右半分が豪快に弾はじけ飛とんだ。




　　　　○




「オレの……心？」

「そう。もし君が本当に私を必要としてくれているなら、その心を渡してほしい」

　ベルは云いうと指を鳴らした。

　その姿が消える。

　代わりに、

「……母さん」

　母が正面に現れた。

『その剣で彼女を刺したらいい』

　ベルの声だけが聞こえる。ハギオはいつの間にか銀剣を握ってしまっている。

『本当の家族は君を裏切らない。本当の家族というのは君の中にずっといて、あらゆるものを共に見てきた私のことを云いう。私だけを信じたらいい。君はもう大切な人を失いたくない。私を失って君は平気でいられない』

　失いたくなかった。

『そうだ』

　ベルだけが本当の家族。

『そのまま真っすぐ進んで』

　母は笑顔だった。

『君は静かに剣を構える』

　母の牙は誰かの血で赤く染まっている。




　　　　○




　飴あめ色いろの街灯。あるいは路面。電信柱。停車中の車。電線。ビルや百貨店の壁。そういった、ありとあらゆるものが黒く染まっている。

　金きん獅じ子しは咆ほう哮こうの瞬間で時が止まっていた。

　その右の前足と後ろ足が割れる。バランスが崩れ、右側に傾いていく金きん獅じ子し──地面に倒れるや硝子がらす細工のように砕け散って、黒い砂と化した。

「……ここまでか」

　ベルの影が幾度となく掠かすめた青あお柳やぎの身体からだも、靄もやが立つほどに黒ずんでいた。四肢は機能しなくなりつつあった。立っていられるのが不思議なほどだった。

　対して、金きん獅じ子しの咆ほう弾だんを何度もまともに食らっても影を補塡し、いまだ無傷のベルの影。完全に封印が解けたわけではないというのに、その力はすでに計り知れない。肉体を持たず影として在るベルを葬ほうむることは原理的に困難だと青あお柳やぎは悟った。

　シルバーウルフ。

　青あお柳やぎは心の中で呼び掛けてみる。

　あなたがここにいてくれたら、どれだけ心強いことだろうか。

『君には早い』

　そんな声が聞こえたような気がして、青あお柳やぎは微笑ほほえんだ。

　ベルの影の揺らぎが止まる。

　ハギオくん。

　黒いオーラが狼煙のろしを上げて噴き上がると勢いよく接近してくる。

　君のことを、

　救ってあげられなくて、

　悪かった。

「借しやつ景けい──《雨と彗すい星せい》」

　青あお柳やぎは目を見開く。

　目の前の景色が一瞬にして、その荒々しい男の声によって一変したのである。

　都会ではありえない美しい星空。足元の地面はというと、碁盤の目のように引かれた白線が幾何学的な黒の平面にすり替わっている。

　そんな世界に降りしきる雨。

「……止まってる」

　ベルの影は雨を含んで身動きが取れなくなっていた。──と、そこへ魔法のように真横から勢いよく飛んでくる彗すい星せいの衝撃。ベルの影は一ひと溜たまりもなく木こっ端ぱ微み塵じんに。

　景色が元に戻る。

　そこにはえんじ色の法ほう衣えを纏まとった男が立っていた。深く被かぶったフードのせいで顔ははっきりと見えない。

「やっぱあかんねや」

　散り散りになったベルの影だったが、もう、すでに互いに吸着し合って、元通りの姿に戻ってしまっている。

　男がフードの上から右耳を押さえた。

「報告報告！　予定通りに封じ込むしかないらしいで！」

　ベルの影が地面を撫なで上あげ、その軌道上に不穏な影の切片が勢いよく走り生えていく。その棘とげが男の足元まで迫ってきて──。

　男は姿を消す。

　同様にベルの影も見えなくなってしまう。果たして、青あお柳やぎもまるで神隠しに遭ったみたいに忽こつ然ぜんとそこから姿を消した。




　その領りよう域いきはあらゆる事象を任意の場所に包み隠してしまう──【韜とう晦かい】。

　青あお柳やぎはその使い手によって身を隠されたのである。

　移動先は百貨店の向かいの雑居ビルの屋上。

「……縷る月づき」

　青あお柳やぎが顔を上げると、そこにはえんじ色の法ほう衣えを纏まとう、邪気のない微笑ほほえみを浮かべた女性が立っていた。

「惣そうちゃん、久しぶり、ふふ」

　その愛あい嬌きようのあるこそばゆい喋しやべり方かたは今でも変わらない。

　東雲しののめ縷る月づき。

　アルガクの後輩でありながら、そのアルケミストとしての卓越した才覚を買われて、薔ば薇ら十じゆう字じ団だんではなく──。世間には知られていない、薔ば薇ら十じゆう字じ団だんの上位組織である「煉れん都と護ご衛えい隊たい」に入隊した青あお柳やぎの幼おさな馴な染じみだ。
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「とうとう、人まで隠せるようになったのか」

　触れたおもちゃをすべて隠して、いたずらな笑みを浮かべていたころの幼い縷る月づきのことを思い出し、懐なつかしくなる。

「あ、動かないで、惣そうちゃん」

　立ち上がろうとした青あお柳やぎをそのまま寝かせて、縷る月づきが上から手を翳かざした。

「《癒ヒーラ》」

　みるみるうちに回復していく青あお柳やぎの身体からだ。感覚のなかった、手足の指の先まで血が通っていく。ゆっくりと起き上がると、

「ベルは……」

「あっちだよ」

　屋上の真ん中に目をやると、えんじ色の法ほう衣えを纏まとった煉れん都と護ご衛えい隊たいの隊員たちの姿があった。五人のアルケミストが発光する錬成陣の上に立ち、暴れようとするベルの影を錬れん素その力だけで押さえつけている。

　この渋しぶ谷やで彼らに会えること自体が奇跡のように思える。

　彼らは普段ここならざる場所にいるのだから。




「べ、ベル様が危ない！」

　百貨店の向かいのビルの屋上を見下ろし、慌てふためく水槽少女。

　グリーン・リバーフィールドは緑の猫に戻っていた。水槽少女の足元で「！」のポーズを取っている。

「ベル様を助けに行かなきゃ──」

　と、そのときだった。

　水槽少女が手を掛けた柵に火の手が走る、まるで脅しのように。水槽少女が飛とび退のくと水槽の中の水が跳ねた。

「行かせねえよ？」

「誰」

　振り返る少女の水槽に映ったのは、

「あぁ、俺？　俺は新しん宿じゆく区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だんの隊長で、緋ひ衣ごろも夏なつ二じって者もんだ」

　名前通りの緋ひ色いろの髪と、少しチャラついた身なりの高身長。文句なしの二枚目だが人を見下すような顔つきが玉に瑕きずだった。

　鼻で笑って、緋ひ衣ごろも。

「なんで俺が青あお柳やぎのやろーのために一肌脱がなきゃいけねんだー？　ま、あいつに貸しを作るのも悪かねえよな」

　と、手の甲を水槽少女に差し向けて。

　ぼうっ──という音と共に手が烈火を纏まとった。




　煉れん都と護ご衛えい隊たいの凄すさまじい錬れん圧あつに傍観者の青あお柳やぎまで吞のまれそうだった。

　しかし、押さえつけられているはずのベルの影に、一向に弱体化の兆きざしが見えない。

「早く封じ込めないと……」

　縷る月づきの顔が曇る。

「なるほど」

　青あお柳やぎにはベルの影の中に少女の輪郭が見えた一瞬があった。

「……ベルが七瀬ノイズを取り込んでいて封印ができないのか」

「うん」

　煉れん都と護ご衛えい隊たいといえども錬れん素そには限りがある。あと、どのくらい持つか。

　いずれにせよ、外側からベルにアプローチするのは難しい。

「ハギオくん…………ベルに負けるな」

　と、そのときだった。

　錬成陣の中心で、見えない錬れん素そに圧迫されていたベルの影に、一筋の光の亀裂が入ったのである。




　　　　○




　母のことが許せなかった。吸血鬼であることを隠して、人間の母として、ハギオや弟の悠ゆうと接してきた母が。ハギオに悠ゆうの面倒を見させ、夜の町で人間を食らっていた母が。

　剣を構えるハギオ。

　それなのにクルーエルに襲われそうになったハギオを守って、最さい期ごは立派な母として死んでいった母が──許せなかった。

　剣を突き刺す。

　これまでの母の優しさがすべて噓うそのように思えた。

　母が母ではなかったように思えた。

　確かな手応えがある。ぐっ──とさらに剣の切っ先を押し込んだ。




　ぽた　　ぽた　　　　　ぽた




　白い床の上に血が垂れていく。その血の色は、

「なぜだ」

　青。

　銀剣は母にではなく、何もない余白に深く刺さっている。

　白い空間のあちこちに、絵の具を垂らしたように青い血の染しみが広がる。腹に切っ先の刺さったベルが姿を現して膝をつく。

　ハギオは涙を流しながらベルに云いった。

「さあ……何でだろうな……」




　　　　○




　七なな瀬せの白い手が──光の亀裂から生えてくる。

　青あお柳やぎの前から姿を消す縷る月づき。錬成陣の上で翻ひるがえるように現れるや、光の亀裂に手を差し込んで七なな瀬せの手を摑つかむ。

「おいで！」

　縷る月づきは一瞬で姿を隠すと七なな瀬せと共に屋上の隅に避難。

　ベルの影は七なな瀬せを失ったことによって封印の余地が生まれた。

「今だ！　一気に封じ込めるぞ！」

　煉れん都と護ご衛えい隊たいのひとりの男が声を張ると、他の隊員たちが一斉に両手を持ち上げていく。これに合わせてベルの影もゆっくりと浮き上がった。

　すると！　錬成陣の中から──光の箱が現れた。

　ベルの影を追いかけるようにして、その純白に輝く巨大な棺ひつぎが上昇。そうして夜空に鎮座すると遠くまでその音を響かせて扉が開いた。棺ひつぎの中はこの世の星をすべて集めたように清潔で煌こう々こうとした光に溢あふれていた。

　暴れるベルの影。

　もはや抵抗は叶かなわなかった。光の粒が闇を吸い取るようにして、ベルの影を一つひとつ巨大な棺ひつぎの中へと引き込んでいく。そうしてすべてのベルの影を収めると扉は閉まり、棺ひつぎの面に禍まが々まがしい吸血鬼のシルエットが投影された。

　なおも暴れるベルに対し、

「《隣ネイブ》──もうしばらく出てくるな」

　先ほどの煉れん都と護ご衛えい隊たいの男が桁違いの規模の錬金修辞学アレトリツク《隣ネイブ》を唱える。巨大な光の棺ひつぎを対象モチーフにして、天の川にも似た煌きらびやかで長大な紐ひもを夜空に錬成したのである。その紐ひもは収まる場所を知っているかのように棺ひつぎの上で綺き麗れいに結われた。

　そのとたん、ベルの動きも止まった。

　一瞬の出来事だった。

　渋しぶ谷やの夜を刷新するような、残酷で美しい光が空を染めていった。棺ひつぎが光の欠片かけらとなって、星ほし屑くずのように夜空に広く散ったのである。

　夜空から──人が落ちてくる。

「おいで──」

　と、青あお柳やぎが錬成陣の真ん中に立って云いった。大きく広げる腕。錬金術は使わず、その両腕でハギオを受け止めてみせた。




　聳そびえ立たつ蒼そう銀ぎんの十字架もベルの再封印によってさらさら……と崩れていく。

　蒼あおと銀の塵ちりの中を──ひとりの美しい吸血鬼が落下する。目を開けると、九く炉ろは蒼そう銀ぎんに輝く渋しぶ谷やの夜をその視界に見た。

　美しいと思った。

　ぼっふ──。

　その柔らかな感触を九く炉ろは幼いころから知っている。

　両腕で受け止めるつもりが、顔面の向日葵ひまわりで落下する九く炉ろの勢いを吸収してしまうエンマ。

「お帰りなさい」

　九く炉ろはエンマの顔に抱きついた。




「……きれいな夜空だ」

　屋上でハギオが目を覚まして最初に口にした言葉だった。

　渋しぶ谷やの夜空とは思えないほど星がきらきらしている。

「君は──」

　青あお柳やぎだけが屋上でハギオを待っていた。

「これまで以上にベルを感じながら生きていくことになる」

　ベルの再封印は成功したが、人じん鬼き戦せん争そうの際の封印ほど強力なものではなかった。あくまでかりそめの封じ込め。

　ハギオ自身、これからあらゆる局面で、ベルの疼うずきを感じていくような予感がした。

「そっか」

「どうして笑う」

　青あお柳やぎの指摘で初めて気づいた。

「たぶん」

　とハギオは話す。

「ひとりより、ふたりってのも、悪くない気がしたんだ」




　　　　＋　＋　＋




　これが幸福な夢であることにオレは気づいていた。しかし夢であることに自覚的で居続けるには幸福すぎる夢だった。




　家の鍵は閉まっていなかった。がちゃり、とすんなり開く。オレは玄関に立つと、目を丸くしている母さんに向かって、

「メリークリスマス！」

　と叫んだ。

　パン！　パン！　クラッカーを鳴らすのは弟の悠ゆう。

「……びっくりしたぁ。え、待って、クリスマスケーキ……じゃん」

　少女のように口元を手で覆う母さん。オレはダイニングテーブルにホールケーキを置く。

「ケーキは悠ゆうが買いに行ってくれた。母さんをサプライズでびっくりさせようって云いい出だしたのも悠ゆう」

　照れるように俯うつむく悠ゆう。悠ゆうを見つめる母さん。

「……悠ゆうちゃん！」

　母さんが強く抱きつき過ぎて悠ゆうが苦しそうな顔をする。オレはそれを笑って見つめた。

　ホールケーキに一本、一本、ろうそくを挿していく。

　ろうそくの芯に火を灯ともしながら、

「そういえば」

　と、まるで取るに足らないことを話すようにオレは云いうのだ。

「母さんの子に生まれてよかったかも」

　そういう云いい方かたしかできない。

　灯ともった火が小さな範囲を、それでも幸福に照らした。

　オレはこの幸せがずっと続くような気がした。








終幕　薔ば薇らの雨









　真っ暗なところにいきなり立たされたかと思うと、何か悪いことでもしたかのような、強烈なスポットライトがハギオに当てられた。

　自分を囲んでいる人たちがいったい何者なのか。スポットライトが眩まぶしすぎて、ハギオには彼らの顔がよく見えない。

　薔ば薇ら十じゆう字じ団だんの本部だから、きっと偉いアルケミストたちなのだろう、と、ハギオはぼんやり考えていた。

「……聞いているのかね」

「えっ」

　ハギオの素直な反応に、代表して話をしていた男が深く嘆息する。

「人じん鬼き戦せん争そうで多くの人間を殺した蒼あおの吸血鬼は、今、君の中にいるのだ。その封印は以前よりも完全なものではない。蒼あおの吸血鬼は解放の機を虎こ視し眈たん々たんと狙っているはずだ」

　云いわれたところで、そんな実感は、やはりちっともなかった。

　自分の中に、あいつが眠ってるだなんて。

「君は世界の脅威なのだ。そのことを忘れるな。それと──」

　ハギオは少しだけ顔を上げた。

「仲間であるはずのアルケミストが、これから君を狙うかもしれない。世界には、蒼あおの吸血鬼に心酔する危険なアルケミストが存在する。彼らが君の身体からだの中からベルを解放しようと企てることくらいは容易に考えつく」

「要するに」

　と、ハギオが口を開く。

「強くなればいいって、話だろ」

　身の程をわきまえないハギオの発言にあたりは静まり返る。

　すると男はもう一度、深く嘆息して、こう云いった。

「そうだ」




　夜に映えるネオンカラーで明るく浮かび上がる十字架塔。

　十字架塔そのものが光っているわけではない。

　クルーエルとの戦いで犠牲となった、数え切れないほどのアルケミストたちの名前が光っているのだ。

　平和の象徴である十字架塔がその明るさと美しさを増すこと、それはその分アルケミストの戦死者が増えたことを意味する。十字架塔はそうした矛盾と歯は痒がゆさを孕はらみながら、今夜も東京の夜空を仄ほのかに照らしていた。

「待たせた」

　その声に七なな瀬せが立ち上がって、ハギオの元に駆け寄ってくる。

「……どうだった？」

　ハギオは正直に答える。

「オレは世界の脅威らしい」

「ふふっ……なんか、かっこいいね」

　フランのお参りがしたいと云いったのは、七なな瀬せの方だった。

　七なな瀬せはフランの好物をネットで調べ、大量の果物を十字架塔の足元にお供えした。ハギオが来るまで手を合わせていた。

「フランもそんなには食えんだろ」

「て、思うでしょ。でも、フランってブラジルに錬金術の修行しに行ったときに、ブラジルの全部のバナナ食べたんだって」

「それ……信じてるのか？」

「え、違うの？」

　ある夜に簡単に崩れた平穏が、何食わぬ顔で戻ってきた。ハギオは改めて日常というものを意識させられた。

　日々、世界のどこかで──日本のどこかで──東京で──渋しぶ谷やで──クルーエルが出没しては、薔ば薇ら十じゆう字じ団だんが出動し、人々を守る。そんな不健康な日常が健康的な日常となってしまっている、この日常。

　ハギオは十字架塔をもう一度見上げた。

　このネオンの光の中に、父の──シルバーウルフの名前もあるのだ。

「ハギオくん」

「ん」

「わたし……ハギオくんはこれまでもこれからも、ハギオくんだと思ってるから」

　七なな瀬せがどういうつもりで、そんなふうに云いってくれているのかが、わかる。

　ハギオは七なな瀬せに気の利きいた科白せりふが云いえなかった。

「行こう」




　……そんなハギオの様子を、遠くの物陰から青あお柳やぎが静かに眺めていた。

　平然としているハギオだが、その見た目以上に、心が傷ついているのがわかる。

　青あお柳やぎは女性の喜ばせ方しか知らない。こんなとき、ハギオにどんな言葉を掛ければいいのか。彼の心を晴らすにはどうすればいいのか。

　そんな青あお柳やぎの肩に馴なれ馴なれしく腕を回してくる面倒な男がいた。チャラついた身なり。──緋ひ色いろの髪。

「ありゃなかなか巨乳の美人ちゃんじゃねえかっ。しかもアルガク生って。さては青あお柳やぎ、ロリコンに目覚めたかー？」

「迷惑かけたな、お前にも」

「よくぞ云いってくれたその言葉を親友！」

　新しん宿じゆく区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だん隊長・緋ひ衣ごろも夏なつ二じが、ここぞとばかりにあのときの話をする。百貨店の屋上で対たい峙じすることになった、水槽少女と緑の猫だったが、

「俺の領りよう域いきの【炎えん舞ぶ】にびびってよあいつら──」

　緋ひ衣ごろもが盛りに盛った武勇伝を話すのを青あお柳やぎはおとなしく聞いていたが、本当はだいぶ苦戦を強いられたらしいことを港みなと区く隊長の浅あさ葱ぎから聞かされていた。浅あさ葱ぎも遅れてその場に駆けつけたのだった。

　彼ら──《ホムンクルス型吸血鬼》の強さには、薔ば薇ら十じゆう字じ団だんの隊長クラスでも、命の危険を感じるほどだったという。

　追い払った、というよりも、水槽少女たちがベルを諦めて、緋ひ衣ごろもと浅あさ葱ぎをいなすようにして去っていった。

「……ま、てな感じで俺お前に貸しができちゃったんだよなー、おっとまだこんな時間かよ。久々にふたりで行ってこようぜ……」

「ま、まさか」

「ディズニーランド♪」




　　　　○




　あの夜、同時多発的にクルーエルが発生した原因について、饒じよう舌ぜつかつ得意げに自論を展開させているコメンテーターが、渋しぶ谷やスクランブル交差点のビジョンに映っている。

　七なな瀬せと寮の前で別れたハギオだったが、どうにも気持ちが静まらなくて、夜の渋しぶ谷やにあこがれ出てしまった。

　コメンテーターはさらに、あの夜から行方不明になっている渋しぶ谷や区く薔ば薇ら十じゆう字じ団だん隊員・果はて野の果はてについても触れた。身勝手な推測にスタジオのタレントが全員困惑している。

　自分の身体からだの中に、恐ろしい吸血鬼が封印されている。気持ちが悪くて、自分はいったい何者なんだって、苦しくて、誰かに話を聞いてほしくて、けれども渋しぶ谷やにいる見知らぬ人たちにそんなことを話したところで鬱陶しがられ、気味悪がられるだけ、なわけで。そう思ったら、ハギオはこのスクランブル交差点を行き交う人の中で、誰よりも孤独で、誰よりも残酷クルーエルであるような気がした。

　ふと、誰かを傷つけてみたくなった。

　ハギオは目を閉じてスクランブル交差点に進入する。

　目を開けて、そのとき、正面に立っていた人を傷つけて、自分がいかに孤独で残酷な人間であるかを確かめたかった。

　雑踏。

　話し声。笑い声。

　足を止めて、ゆっくりと瞼まぶたを持ち上げる。

　渋しぶ谷やの光。

　赤い瞳。

　鋭い眼まな差ざし。

　ひとりの少女。

　ハギオの微笑ほほえみ。

　薔ば薇らの花びら。

　夜空からスクランブル交差点に降ってくる。

　かまわず歩く人々。

　なぜだろうか。ハギオには薔ば薇らの雨が、けっして、ふたりの再会を祝福しているようには思えなかった。








あとがき






「ちゃっす」

「ん」

　声に気づき、しゃがんでいた二〇代後半くらいの髭ひげ面づらロン毛が新聞を閉じた。

　やんちゃそうな眉無しの金髪坊主が立っている。二〇代前半くらい。缶チューハイをぐびぐびとうまそうに飲む。

　夜の渋しぶ谷や。道どう玄げん坂ざかにあるコンビニの前。

「おめー、また『ヒョーケツ』かよ」

　金髪坊主が手にしている缶には、まるで凍った血が弾はじけたような『氷血』というロゴ。縁には「ＡＬＣ．４％」「果汁 ２．７％」「ＢＬＤ．５８％」──。

「何飲んだっていいじゃないっすか、あとがきっすよ」

「おらたちもよォ、本編に出たかったな……」

「パイセンは、パン好きっすか？」

「パン？」

「パン屋って、パン作るのに、パンの耳とか出るじゃないっすか」

「点つかんなライター」

　髭ひげ面づらロン毛は赤い紙かみ煙草タバコを口に咥くわえている。広げた新聞を風かぜ除よけにして、ジュッ、ジュッ、ジュッ──。

「小説も同じようなもんで、そういう『パンの耳』が出ちゃう。で、俺らがその『パンの耳』……って聞いてます？　パイセン」

「あ、火点ついた」




　　　　＊　＊　＊




　枕まくら木ぎみる太たです。

　本作では、錬金術師と吸血鬼の戦いを描きました。

　今回も「パンの耳」が多く出ちゃいました。これは良くない。そろそろ一切れも出さずに小説を書き上げてもいいはずなんですが……。

　担当編集の黒くろ崎さき様、小お野の寺でら様、今回もおふたりのおかげで、書き上げることができました。ありがとうございます。

　そして、素敵なイラストを描いてくださった、おっweee様もありがとうございます。

　最後に……本作を読んでいただいた、読者の皆様に最大の感謝を！　好きなキャラとかいたら教えてください。またお目に掛かりましょう！
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